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表
紙

モ
ネ
の
池

（
岐
阜
県
関
市
）

関
市
は
、
岐
阜
県
中
濃
地
区
に
位
置
し
、
刃
物
産
業

を
中
心
と
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
で
す
。ま
た
洞
戸
、

板
取
と
い
っ
た
関
市
北
部
に
は
透
き
通
っ
た
清
流
も
あ

り
豊
か
な
自
然
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

中
で
も
関
市
板
取
地
区
に
あ
る
名
も
な
き
池
は
関
市

の
水
の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
お
す
す
め
の
観
光
地
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
が
描
い
た

名
作「
睡
蓮
」に
池
の
風
景
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら「
モ

ネ
の
池
」
と
呼
ば
れ
、
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
も
な
り
、
多

く
の
お
客
様
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
の
画
像
を
求
め
、
足
を
運
ば

れ
て
い
ま
す
。

６
月
は
モ
ネ
の
池
に
「
ヒ
メ
ス
イ
レ
ン
」
が
咲
く
時

期
で
、
年
間
を
通
し
て
最
も
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。

モ
ネ
の
池
周
辺
の
国
道
沿
い
に
は
お
客
様
用
駐
車
場

や
お
手
洗
い
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
お
客
様
を
万
全
の

態
勢
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

関
の
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
モ
ネ
の
池
に
皆

様
が
来
て
く
だ
さ
る
日
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
関
市
産
業
経
済
部
観
光
課

 

（
０
５
７
５
‐
２
３
‐
７
７
０
４
）

 

（
写
真
提
供
＝
一
般
社
団
法
人
　
関
市
観
光
協
会
）

名もなき池（通称：モネの池）

 1 巻頭エッセー／「世界に輝く静岡」の実現に向けて 田辺信宏（静岡市長）

レギュラーリポート

●宮城県栗原市 池干しによるオオクチバス駆除 三塚牧夫

●千葉県いすみ市 特定外来生物キョンの製品化 石川雄揮

●福井県鯖江市 若狭牛の放牧によるイノシシ対策 服部義和

●兵庫県 捕獲から製品流通までネットワークを活用 入舩郁也

●島根県美郷町 農家自らイノシシを捕獲し、肉や皮を商品化 森田朱音

●熊本県熊本市 ジビエ肉を新たな地域資源として有効活用 田川敬二

【特集編では基調論文、全10事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2�  統合的な野生動物管理システムの構築に向けて 梶　光一（東京農工大学大学院
農学研究院 教授 ）

 6 北海道名寄市 特定外来生物の防除・啓発活動で住民と協働 小林訓伯

 8 長野県小諸市 永続的な野生鳥獣対策システムを構築 竹下　毅

 10 鳥取県鳥取市 狩猟を通して人と触れ合うハンター民宿 上田知子

 12 徳島県 ジビエ・ビジネスを通じた野生生物マネジメント体制 内藤直樹

 14  捕獲鳥獣のジビエ利用を通じた地域づくりの可能性 山内芳紀（農林水産省農村環境課鳥獣
対策室鳥獣利活用推進係長）

基調論文

副基調論文

“ がんばる地域 ”応援事業　福井県若狭町
空き家を地域活性化のツールに
 阪野真人

海外調査報告　アメリカ合衆国ノースアダムス市
MASS MoCAを中心としたまちづくり
海外調査報告　スペイン・ムンギア市
地域資源を活用しながら住民主体のまちづくり
国内調査報告　大阪市
教育×福祉を活用したひとづくり・まちづくり
ॻ੶঺հ

広報室だより
地方創生のための

「人材育成パッケージプログラム」を開始

  グラビア

表3 手前みそですが… 【大阪府河内長野市】

地域づくりは人づくり
できない理由を考えるのではなく、
できる方法を考える職員になってほしい
 大橋一夫（福知山市長）

ट௕のࢥい

いつまでも住み続けたい
日本一のふるさとを目指して

奥田正和（広島県世羅町長）

特　集 生き物対策と地域づくり

18

20

21

22

24

25

26

28

̎̌̍ -̔ 6
河内長野市

大
阪
府

232

河内長野市は大阪府の南東、
奈良県と和歌山県の県境に

位置し、大阪府内で3番目に広
く、面積の約7割は森林という
「自然豊かなまち」です。
市の玄関口「河内長野駅」へは

南海高野線なんば駅（大阪市中央
区）から電車で約30分。市街地
から少し離れると、滝畑ダムの上
流に大小様々な滝が流れ、キャン
プに最適。標高897㍍の岩湧山
の山頂は、秋になるとススキの宝庫に。近年はカラフルなウ
ェアをまとった「山ガール」がたくさん訪れています。
また、国宝7件をはじめ多くの文化財が現存し、その数は
全国でも有数。まさに「まちじゅう博物館」です。市内には
京都や大阪、堺から高野山へと至る3本の高野街道が縦断
し、街道が開かれた平安時代には空海が、南北朝時代には楠
木正成が、戦国時代には真田幸村など多くの武将が通った道
でもあります。

道の駅「奥河内くろまろの郷」では、季節の野菜や果物の
ほか加工品などが販売され、中でも桃、ぶどう、なしが特産
品。近くには、大阪府立花の文化園や関西サイクルスポーツ
センター、ふるさと歴史学習館などがあり、レンタサイクル
で市内を巡ることもできます。
都会に近い、けれど喧噪から少し離れた穏やかな佇まい。
自然とより添いながら、「癒しの暮らし」を実現できる河内
長野市にぜひ一度お越しください。

█楠木正成像（観心寺）
鎌倉時代末期に活躍した武将。今も「楠公さん」と呼ばれ、多くの人から親しまれています

歴
史
と
自
然
の
ま
ち

お
い
で
よ
河
内
長
野
へ

█大日如来坐像（金剛寺）
本尊の坐像三躯は、昨年、新たに国宝に
指定されました

█荒滝（滝畑四十八滝）
滝畑ダムの上流には、マイナスイオンの
あふれる大小様々な滝が流れています

█高野街道（酒蔵どおり）
天野酒の酒蔵では、今も地酒づくりが行
われています

地域づくり 6月号
2018 年 6 月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
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静
岡
市
は
、
県
中
部
地
域
に
位
置
す
る
人
口
約
70
万
人
の
政
令

指
定
都
市
で
す
。
県
都
と
し
て
高
次
都
市
機
能
を
有
し
つ
つ
も
、

北
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
・
南
ア
ル
プ
ス
の
３
０
０
０
㍍
級
の

山
々
を
仰
ぎ
、
南
に
日
本
一
の
水
深
２
５
０
０
㍍
の
駿
河
湾
を
抱

く
、
豊
か
で
多
様
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

古
く
か
ら
、
今
川
氏
や
大
御
所
時
代
の
徳
川
家
康
公
の
城
下
町

と
し
て
独
自
の
文
化
や
産
業
を
育
み
、
産
業
面
で
は
、
茶
や
マ
グ

ロ
、
桜
え
び
の
ほ
か
、
プ
ラ
モ
デ
ル
や
木
製
品
な
ど
、
独
自
の
地

域
資
源
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
駿
府
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
徳
川

家
康
公
所
縁
の
社
寺
、
世
界
文
化
遺
産
「
富
士
山
」
の
構
成
資
産

と
し
て
の
三
保
松
原
な
ど
、
特
徴
的
な
文
化
資
源
も
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
中
枢
都
市
と
し
て
、
発
展
を
続
け
て
き
た

本
市
で
す
が
、
我
が
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
は
、
や
は

り
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
に
全
国
の

市
町
村
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
都
内
に
「
静
岡
市
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
２
０
１
７
年
に
は
、
移
住
希
望
者
の
た
め
の

お
試
し
住
宅
を
市
内
に
整
備
す
る
な
ど
、
移
住
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
定
の
条
件
下
で
返
還
を
免
除

す
る
、首
都
圏
等
通
学
者
の
た
め
の
「
新
幹
線
通
学
費
貸
与
事
業
」

な
ど
、
独
自
の
施
策
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
は
、
実
に
47
年
ぶ
り

に
人
口
の
社
会
増
減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
い
う
明
る
い
兆
し
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
移
住
・
定
住
増
加
策
に
加
え
て
、
交
流
人
口
増
加
策
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
県
中
部
５
市
２
町
、

圏
域
人
口
約
１
１
５
万
人
で
形
成
す
る
「
し
ず
お
か
中
部
連
携
中

枢
都
市
圏
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
静
岡
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事

業
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
圏

域
内
外
の
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
の
本
質
は
、
地
域
経
済
を
縮
小
さ
せ
、
ま
ち
を

衰
退
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
定
住
人
口
と

交
流
人
口
の
増
加
を
と
も
に
見
据
え
、
重
層
的
か
つ
複
合
的
に
人

口
活
力
維
持
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
本
格

的
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable D

evelopm
ent Goals

）

が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連
加
盟
国
に
対
し
て
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
貧
困
や
飢
餓
、
環
境
汚
染
な
ど
、「
人
類

の
不
安
や
不
幸
」
を
除
去
す
る
努
力
を
求
め
る
、言
う
な
れ
ば
「
国

連
版
の
総
合
計
画
」
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
掲
げ
る
17
の
目
標
の
い
く
つ
か
を
市
の
総
合
計
画
に
盛
り
込
み

ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
有
す
る
管
理
ツ
ー
ル

と
し
て
の
機
能
に
注
目
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
指
標
を
設
定
し
て
、

取
り
組
み
の
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
市
民
の
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低
く
、
市
の
取
り

組
み
が
伝
わ
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
も
の
が
、

「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｇ
Ｃ
）」
で
す
。
国
連
が
推

進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
担
い
手
と
な
る

若
者
に
絶
大
な
影
響
力
を
誇
る
Ｔ
Ｇ
Ｃ
が
本
格
的
に
連
携
し
、
来

年
１
月
に
予
定
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
Ｔ
Ｇ
Ｃ
し
ず
お
か

２
０
１
９ 

ｂ
ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」（
仮
称
）
を
通
じ
て
、
本
市
が
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
強
力

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
Ｔ
Ｇ
Ｃ
を
通
じ
て
、
大
学
や
企
業
、
青

年
会
議
所
な
ど
市
内
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
の
意
義
を
、多
く
の
若
者
の
心
に
直
接
訴
え
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
は
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
す
が
、
２
０
３
０
年
の
理
想
の
姿
か
ら
逆
算
し
て
、
今
す
べ
き

こ
と
を
見
定
め
る
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
考
え
方
に
立

ち
、
本
市
が
総
合
計
画
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「『
世
界
に

輝
く
静
岡
』の
実
現
」に
向
け
て
、さ
ら
に
加
速
を
し
て
い
き
ま
す
。

田辺　信宏静岡市長

「世界に輝く静岡」の実現に向けて
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特�集
は
じ
め
に

こ
の
た
び
６
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た
第
五
次
環
境
基
本

計
画
で
は
、
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
や
地
方
か
ら
都
市
へ
の
若
者
の
流

入
超
過
に
よ
る
農
林
業
の
担
い
手
減
少
が
、
森
林
・
里
地

里
山
の
荒
廃
、
野
生
鳥
獣
害
の
増
加
、
生
物
多
様
性
の
低

下
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
環

境
・
経
済
・
社
会
の
課
題
が
相
互
に
関
連
し
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
国
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
考
え
方
も
活
用
し
て
、
地
域
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で

最
大
限
活
用
し
、よ
り
幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
、

自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成
し
つ
つ
、
地
域
資
源
等
を

補
完
し
支
え
合
う
「
地
域
循
環
共
生
圏
」
の
創
造
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

本
計
画
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
大
の
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ

が
、
人
口
減
少
に
よ
る
野
生
動
物
の
分
布
域
の
拡
大
と
生

息
数
の
激
増
が
も
た
ら
す
環
境
・
経
済
・
社
会
に
与
え
る

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ
る
。
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
地

方
で
獣
害
が
顕
著
で
あ
る
が
、
野
生
動
物
と
ヒ
ト
と
の
関

係
は
、
都
市
へ
の
侵
入
定
着
、
外
来
種
に
よ
る
生
物
多
様

性
の
攪
乱
や
被
害
、
人
獣
共
通
感
染
症
、
希
少
野
生
動
物

の
生
息
環
境
の
劣
化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
と
直
面

し
て
い
る
。
東
日
本
で
は
、
過
去
１
世
紀
ほ
ど
不
在
だ
っ

た
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
が
拡
大
し
て
お
り
、
２
０
１

１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
後
に
発
生
し
た
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
人
の
避
難
、
狩
猟
者
の
減
少
、
放
射

能
汚
染
な
ど
が
こ
れ
を
加
速
化
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
国
は
２
０
０
０
年
以

来
、
野
生
動
物
の
管
理
や
捕
獲
強
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
法
改
正
や
制
度
改
革
を
実
施
し
、
毎
年
、
大
型
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
額
を
上
回
る
１
０
０
億
円
超
の
対
策
費
を

投
入
し
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
顕
著
な

効
果
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
農
山
村
に
お
け
る

人
口
減
少
に
と
も
な
う
野
生
動
物
の
分
布
拡
大
と
生
息
数

の
増
加
が
さ
ら
に
進
行
し
、
や
が
て
は
都
市
へ
も
波
及
す

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

౷
߹
త
ͳ
໺
ੜ
ಈ
෺
؅
ཧ
γ
ε
ς
Ϝ
の
ߏ
ங
ʹ
޲
͚
ͯ

―
個
体
数
管
理
、
資
源
利
用
、
被
害
管
理
、
生
態
系
保
全
な
ど
を
調
整
―

ֿ
　
ޫ
Ұ

東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院 

教
授

筆者プロフィール

梶 光一氏
（かじ・こういち）
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大
型
野
生
動
物
は
、
複
数
県
に
ま
た
が
っ
て
分
布
し
、

多
雪
地
に
生
息
す
る
シ
カ
は
大
規
模
な
季
節
移
動
を
行

う
。
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
の
現
場
は
、
国
立
公
園
な
ど

の
自
然
保
護
区
か
ら
集
落
・
個
人
の
田
畑
ま
で
空
間
ス
ケ

ー
ル
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
応
じ
た
野

生
動
物
管
理
が
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
集
落
と
い

っ
た
行
政
・
自
治
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
に
ま
た
が
っ
て

実
施
さ
れ
、
そ
こ
に
、
農
林
家
、
狩
猟
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研

究
者
な
ど
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
関
係
者
に
よ
る

協
働
の
取
り
組
み
や
、
個
体
数
管
理
、
資
源
利
用
、
被
害

管
理
、
生
態
系
保
全
な
ど
様
々
な
管
理
目
的
を
調
整
し
て

統
合
的
に
管
理
を
す
る
仕
組
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
本

論
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
「
地
域
ぐ
る
み
で
の
野
生
動
物

対
策
」
を
進
め
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
視
点
が
重
要

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

捕
獲
制
度
：
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
と

猟
区
制
度
に
よ
る
個
体
数
管
理

集
落
、
市
町
村
さ
ら
に
は
県
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
野
生
動
物
の
保
全
や
管
理

等
行
政
が
実
施
す
る
業
務
で
あ
る
。
今
日
の
野
生
動
物
管

理
シ
ス
テ
ム
は
欧
米
に
お
け
る
狩
猟
制
度
を
も
と
に
発
展

し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で
は
野
生
動
物
は
自

然
資
源
と
し
て
伝
統
的
知
識
と
技
術
に
基
づ
い
て
利
用
さ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
。

欧
米
で
は
、
19
世
紀
後
半
に
狩
猟
が
特
権
階
級
か
ら
市

民
に
開
放
さ
れ
る
と
狩
猟
鳥
獣
の
乱
獲
が
生
じ
、そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
独
自
の
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
た
（
表
１
）。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
土
地
所
有
者
は
狩
猟
権
を
も
ち
、
猟
区
ご
と

に
捕
獲
数
を
割
り
当
て
る
猟
区
制
度
が
発
達
し
た
。
土
地

所
有
者
は
狩
猟
権
を
有
す
る
一
方
で
、
被
害
に
対
し
て
管

理
責
任
も
負
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
猟
区
制
に
対
し
、
北
米

で
は
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
を
導
入
し
、
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
ご

と
に
タ
グ
を
販
売
し
て
捕
獲
数
を
規
制
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
と
も
、
狩
猟
が
個
体
数
管
理
に
果
た

す
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
文
化
的
役
割
が
大
き
い

こ
と
が
共
通
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
明

確
な
相
違
点
が
あ
る
。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
猟
区
制
度
が
土
地
に
根
ざ
し
た
慣
習
と

法
律
に
基
づ
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
の
に

対
し
、
北
米
の
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
は
、
国
ま
た
は
地

方
政
府
が
法
律
に
よ
っ
て
狩
猟
県
を
管
理
す
る
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
（
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
猟
区
制
度
に
お
い
て
も
、
一
元
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
国
・
地
方
政
府
の
関
与
の
程
度
が

弱
く
、
地
域
の
力
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
シ
フ

ト
す
る
）。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
野
生
鳥
獣
は
ジ
ビ
エ
と
し
て
商
業
利

用
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
北
米
で
は
自
家
消
費

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
捕
獲
制
度

欧
米
の
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
に
比
較
す
る
と
日
本

の
捕
獲
制
度
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
日
本
で
は
野
生
動

物
は
無
主
物
（
無
主
の
動
産
）
と
み
な
さ
れ
、
狩
猟
が
一

般
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
以
外
で
は
土
地
所
有
権
に

か
か
わ
ら
ず
に
狩
猟
が
可
能
な
乱
場
制
を
と
っ
て
い
る

（
表
１
）。
今
日
ほ
ど
野
生
動
物
の
問
題
が
深
刻
で
は
な
か

っ
た
時
代
に
は
、
野
生
動
物
の
捕
獲
は
趣
味
に
よ
る
狩
猟

に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
有
害
捕
獲
は

ご
く
一
部
の
補
完
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

大
型
野
生
動
物
の
増
加
や
分
布
拡
大
に
対
応
す
る
た
め

に
、
捕
獲
を
強
化
す
る
法
改
正
や
制
度
改
革
に
よ
っ
て
捕

獲
制
度
が
多
様
化
し
た
。
狩
猟
の
ほ
か
に
許
可
捕
獲
（
報

奨
金
に
依
存
す
る
有
害
捕
獲
、
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

計
画
（
以
下
、「
特
定
計
画
」）
に
も
と
づ
く
個
体
数
調
整
）、

国
の
交
付
金
に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
な
ど
、

目
的
や
機
能
が
異
な
る
多
様
な
捕
獲
制
度
が
乱
立
・
混
在

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
確
に
定
義
さ
れ
た
管
理
地
域

（
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
）
ご
と
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
一
元
的
に
集

約
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
体
数
管

理
に
果
た
す
狩
猟
の
役
割
が
相
対
的
に
低
下
す
る
一
方

で
、
許
可
捕
獲
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
に
改
正
さ
れ
た
「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」
で

は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
増
加
を
背
景
に
、
減
少

国 野生

動物

管理主体 捕獲の制度 捕獲の担い手

アメリカ
合衆国

公共財

自家消費
限定

州政府 管理ユニット

タグ制度

狩猟者
（専門的捕獲技術者）

ドイツ 無主物

市場流通

土地所有者
・ハンター協
会(州の認
可）

猟区制度

割当制度

狩猟者，狩猟森
林官，職業狩猟
者

日本 無主物

自家消費

市場流通

廃棄

環境省・林
野・農水省

都道府県・
市町村
（管理主体あいまい）

登録狩猟

許可捕獲 （個
体数調整・有害
駆除）

指定管理鳥獣
捕獲

狩猟者，

実施隊，

認定事業者

北米とヨーロッパ、日本の捕獲制度の比較

表１

特�集
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す
る
狩
猟
者
に
代
わ
る
捕
獲
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
、

捕
獲
に
事
業
者
の
参
入
を
図
り
、
国
や
都
道
府
県
の
役
割

を
強
化
し
た
。個
体
数
管
理
を
都
道
府
県
は
特
定
計
画（
環

境
省
所
管
）
や
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
の
に
対
し
、
市
町
村
は
鳥
獣
害
防
止
特
別
措
置

法
（
農
水
省
所
管
）
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
お
り
、
捕
獲

情
報
な
ど
が
一
元
的
に
収
集
で
き
な
い
こ
と
や
、
特
定
計

画
で
定
め
た
地
域
ご
と
の
捕
獲
目
標
数
が
設
定
で
き
な
い

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
環
境
基
本
計
画
で
は
、
抜
本
的
な
鳥

獣
捕
獲
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
捕
獲
し
た
鳥
獣
の

一
部
に
つ
い
て
、
食
肉
（
ジ
ビ
エ
）
や
革
の
利
用
な
ど
地

域
資
源
と
し
て
の
計
画
的
・
持
続
的
な
有
効
活
用
を
図
る

等
、地
域
に
お
け
る
産
業
化
を
推
進
す
る
」
こ
と
並
び
に
、

「『
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
』
の

議
論
を
踏
ま
え
、
２
０
１
９
年
度
に
ジ
ビ
エ
利
用
量
を
倍

増
さ
せ
る
等
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
を

考
慮
し
た
狩
猟
者
の
育
成
等
の
取
組
を
進
め
ジ
ビ
エ
利
用

拡
大
を
図
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
被
害
を
低
減

さ
せ
る
た
め
の
個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用
の
拡
大
の
た

め
の
資
源
管
理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

次
節
で
、
個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
を
め
ぐ
る
被
害
対
策
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
は
、
岐
阜
大
学
の
鈴
木
正
嗣
教
授
が
次
の
よ
う
な

指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
鈴
木 

２
０
１
７
）。
野
生
動
物
の
被

害
管
理
に
つ
い
て
は
「
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と
環
境
整
備

と
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
農
地
に
接
近
し
て
く

る
個
体
を
重
点
的
に
捕
獲
す
る
こ
と
」
が
必
須
で
あ
る
の

に
対
し
、利
活
用
を
最
優
先
と
す
る
と
、捕
獲
時
期
（
肉
質
）

の
問
題
、
利
用
と
防
除
の
場
の
問
題
、
警
戒
心
の
増
加
な

ど
捕
獲
効
率
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
鈴

木
教
授
は
、
野
生
鳥
獣
と
家
畜
と
の
相
違
を
認
識
し
、
自

然
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
個
体
群
動
態
に
基
づ
く
資

源
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
蹄
類
が
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た

り
農
業
が
衰
退
し
工
業
化
が
進
み
、
若
者
を
中
心
に
都
市

に
流
入
し
た
た
め
に
田
園
地
域
の
耕
作
放
棄
が
進
行
し
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
人
の
居
住
区
に

シ
カ
が
定
着
す
る
ア
ー
バ
ン
・
デ
ィ
ア
の
出
現
、
交
通
事

故
の
増
加
、
牛
結
核
や
ブ
ル
セ
ラ
症
な
ど
が
シ
カ
か
ら
家

畜
に
伝
染
す
る
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
明
確
な
管
理
目
標
を
設
定
し
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
有
蹄
類

が
影
響
を
与
え
て
い
る
全
て
の
土
地
利
用
の
利
害
に
関
係

す
る
統
合
的
な
有
蹄
類
管
理
を
試
み
る
こ
と
を
提
言
し
て

い
る
（A

ppolonio et al. 2010

）。
す
な
わ
ち
、
管
理
目

的
に
は
、
個
体
数
調
整
、
利
用
あ
る
い
は
保
全
に
か
か
わ
る

個
体
群
管
理
か
ら
、
農
業
、
林
業
、
生
息
地
保
全
、
リ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
他
の
土
地
利
用

へ
の
影
響
の
管
理
も
含
め
て
、
管
理
政
策
を
改
善
あ
る
い
は

調
節
す
る
と
い
う
統
合
的
管
理
の
提
言
で
あ
る
。

現
在
、
農
水
省
に
よ
り
、
食
品
と
し
て
流
通
す
る
ジ
ビ

エ
の
安
全
性
向
上
及
び
透
明
性
確
保
の
た
め
、
認
証
基
準

や
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
ジ
ビ
エ
認
証
制
度
制
定
に
向

け
た
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ビ
エ
利

用
拡
大
を
考
慮
し
た
狩
猟
者
の
育
成
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
ジ
ビ
エ
の
利
用
倍
増
を
目
指
す

モ
デ
ル
地
区
づ
く
り
が
全
国
17
カ
所
で
始
ま
る
。
食
肉
や

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
約
７
％
に

過
ぎ
な
い
が
こ
れ
を
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
お
り
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
者
た
ち
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に
野
生

動
物
を
生
態
系
の
構
成
要
素
と
し
て
と
ら
え
、
農
林
業
被

害
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
再
生
可
能
な
地
域
の

自
然
資
源
と
し
て
持
続
的
に
保
全
し
利
用
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
で
あ
る
。

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
野
生
動
物
は
土
地
所
有
者
が
狩
猟

権
を
有
し
、
野
生
動
物
は
地
域
の
大
切
な
自
然
資
源
と
し

て
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
狩
猟
が
文
化
と
し

て
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
野

生
動
物
は
無
主
物
で
あ
り
、
農
家
や
林
業
家
に
と
っ
て
は

被
害
を
も
た
ら
す
や
っ
か
い
も
の
で
、
莫
大
な
税
金
を
投

入
し
つ
づ
け
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
狩
猟
が
盛
ん
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
事

例
と
日
本
で
も
開
始
さ
れ
た
地
域
主
体
の
野
生
動
物
管
理

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仕
組
み

狩
猟
が
盛
ん
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仕
組
み
（
上
野
ら
２
０

１
３
）
を
み
る
と
、
市
町
村
が
狩
猟
獣
の
管
理
計
画
の
責

任
者
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て
い
る
野
生
生
物

委
員
会
が
管
理
目
標
の
決
定
、
捕
獲
許
可
頭
数
の
設
定
や

狩
猟
区
域
の
承
認
、
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

管
理
計
画
を
審
査
す
る
。
土
地
所
有
者
が
市
町
村
の
管
理

目
標
を
も
と
に
、
猟
区
ご
と
に
雌
雄
別
の
捕
獲
数
を
決
定
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し
て
い
る
。
狩
猟
獣
の
管
理
目
的
は
、
狩
猟
獣
を
自
然
資

源
と
し
て
、
農
林
業
の
負
荷
を
考
慮
し
て
持
続
的
に
収
穫

す
る
こ
と
に
あ
る
。狩
猟
管
理
の
中
心
は
市
町
村
で
あ
り
、

自
然
管
理
局
な
ど
上
位
組
織
の
役
割
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

調
査
委
託
な
ど
に
と
ど
ま
る
。
土
地
所
有
者
は
狩
猟
権
の

販
売
で
、
狩
猟
者
は
捕
獲
し
た
シ
カ
肉
の
販
売
で
収
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
へ
の
経
済
的
効
果
が
大
き
い
た

め
に
被
害
へ
の
許
容
度
が
高
い
。

西
興
部
猟
区
の
シ
カ
管
理

北
海
道
北
部
に
位
置
す
る
人
口
１
１
０
０
人
ほ
ど
の
西

興
部
村
に
２
０
０
４
年
に
猟
区
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
目

的
は
、
①
エ
ゾ
シ
カ
を
地
域
の
自
然
資
源
と
位
置
づ
け
、

狩
猟
に
よ
っ
て
個
体
数
管
理
を
行
い
、
農
林
業
被
害
を
抑

制
す
る
こ
と
②
ガ
イ
ド
付
き
の
狩
猟
に
よ
っ
て
安
全
な
狩

猟
を
実
現
す
る
こ
と
③
入
猟
者
の
宿
泊
・
飲
食
や
地
元
ガ

イ
ド
の
雇
用
に
よ
り
地
域
経
済
に
寄
与
す
る
こ
と
④
狩
猟

技
術
を
蓄
積
し
、初
心
者
の
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
を
行
う
こ
と
、

で
あ
り
、
専
門
的
捕
獲
技
術
者
育
成
な
ど
の
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
（
伊
吾
田
２
０
１
３
）。
西
興
部
猟

区
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と

同
様
の
管
理
目
的
の
持

続
的
な
資
源
利
用
と
農

林
業
被
害
抑
制
を
目
指

し
た
活
動
が
開
始
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
教
育
猟

区
の
役
割
を
備
え
て
い

る
。
近
年
で
は
、
エ
ゾ

シ
カ
協
会
が
開
始
し
た

シ
カ
捕
獲
者
の
教
育
と

認
証
を
行
う
シ
カ
捕
獲

認
証
制
度
の
う
ち
野
外
実
習
や
実
技
試
験
を
担
当
し
て
お

り
、
日
本
で
の
狩
猟
者
育
成
モ
デ
ル
を
先
導
し
て
い
る
。

島
根
県
三
郷
町
の
イ
ノ
シ
シ
管
理

島
根
県
三
郷
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
猟
友
会
に
丸
投
げ
し

て
い
た
駆
除
を
獣
害
対
策
の
受
益
者
（
農
業
者
、
家
庭
菜

園
を
営
む
一
般
住
民
、
自
治
会
代
表
者
）
に
よ
る
駆
除
体

制
に
変
更
し
、
資
源
価
値
の
な
い
と
さ
れ
て
い
た
夏
に
捕

獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
資
源
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
住
民
主
導
の
地
域
お
こ
し
を
実
施
し
て
い
る
（
安
田
２

０
１
３
）。
そ
の
結
果
、
高
齢
化
に
よ
る
獣
害
対
策
の
担

い
手
不
足
の
解
消
と
次
世
代
の
継
承
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
２
０
０
４
年
に
お
お
ち
山
く
じ
ら
生
産
者
組
合
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
に
は
事
業
譲
渡
を
受
け

て
株
式
会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら
が
設
立
さ
れ
、
駆
除
捕
獲

さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
利
用
を
図
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

山
端
（
２
０
１
８
）
は
地
域
社
会
に
お
け
る
獣
害
対
策

と
し
て
、①
地
域
に
寄
せ
付
け
な
い
（
誘
引
物
を
な
く
す
）

②
地
域
に
侵
入
さ
せ
な
い
（
柵
の
設
置
）
③
加
害
個
体
を

捕
獲
す
る
④
頭
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、こ
と
を
あ
げ
、

こ
れ
に
対
応
す
る
獣
害
管
理
主
体
の
役
割
は
、そ
れ
ぞ
れ
、

個
人
、
地
域
・
集
落
、
行
政
、
す
な
わ
ち
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」に
対
応
す
る
こ
と
、こ
れ
ら
の
役
割
を
明
確
に
し
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
て
学
校
区
な
ど
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
単
位
で
の
獣
害
対
策
に
取
り
組
む
体
制
が
構
築
で

き
れ
ば
獣
害
は
解
決
可
能
と
し
て
い
る
。
地
域
が
主
体
的

に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
の
①
〜
③
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
先
導
モ
デ
ル
が
西
興
部
猟
区
や
三
郷
町

の
獣
害
対
策
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
主
体
の
野
生
動

物
管
理
が
地
域
住
民
ば
か
り
で
な
く
外
部
の
人
々
も
巻
き

込
ん
だ
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

国
の
進
め
る
ジ
ビ
エ
振
興
に
つ
い
て
も
、
地
域
主
体
の
自

然
資
源
管
理
に
位
置
づ
け
る
こ
と
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の

持
続
的
管
理
と
農
林
業
被
害
の
抑
制
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
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特�集
防
除
活
動
の
き
っ
か
け

名
寄
市
は
、
北
海
道
の
北
部
に
位
置
し
、
人
口
約
２
万

８
千
人
。
基
幹
産
業
は
一
次
産
業
、
主
な
農
産
物
は
も
ち

米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
馬
鈴
薯
、
か
ぼ
ち
ゃ
で
あ
り
、
広

大
な
農
地
を
活
用
し
、豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

気
候
に
つ
い
て
は
夏
季
と
冬
季
の
寒
暖
差
は
60
℃
（
夏
30

℃
、
冬
マ
イ
ナ
ス
30
℃
）
あ
り
ま
す
が
、
夏
は
湿
気
が
少

な
く
、
冬
は
雪
質
日
本
一
の
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
や
屋
内

カ
ー
リ
ン
グ
施
設
な
ど
冬
を
楽
し
む
こ
と
の
出
来
る
環
境

が
整
っ
て
お
り
、
自
然
あ
ふ
れ
る
過
ご
し
や
す
い
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

名
寄
市
労
連
自
治
研
究
推
進
委
員
会（
以
下「
自
治
研
」）

は
、
名
寄
市
北
国
博
物
館
小
さ
な
自
然
観
察
ク
ラ
ブ
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
特
定
外
来
生
物
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の

防
除
活
動
及
び
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

特
定
外
来
生
物
と
は
、
外
来
生
物
法
で
飼
育
・
栽
培
・

保
管
・
運
搬
・
販
売
・
譲
渡
・
輸
入
な
ど
が
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
国
内
で
の
拡
散
を
防
ぎ
、
す

で
に
定
着
（
帰
化
）
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
防
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ

は
ザ
リ
ガ
ニ
ペ
ス
ト
（
人
体
に
は
害
が
あ
り
ま
せ
ん
）
と

い
う
固
有
の
菌
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
寄
の
豊
か

な
自
然
に
生
息
す
る
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息

で
き
な
い
環
境
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

名
寄
市
に
お
け
る
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
被
害
及
び
生
息

が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
平
成
20
年
で
あ
り
、
当
時
、
私
は

環
境
部
門
の
部
署
に
勤
務
し
て
お
り
、
実
害
が
発
生
し
た

た
め
、
行
政
活
動
と
し
て
防
除
及
び
状
況
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。

自
治
研
で
は
、
以
前
か
ら
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
名
寄
の
自
然
環
境
を
守
っ
て

い
く
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
の
で
、
自
治
研
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
防
除
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上

で
、
防
除
の
方
法
や
個
体
の
処
分
方
法
、
防
除
活
動
を
行

う
た
め
の
環
境
省
へ
の
申
請
方
法
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
近
隣
市
で
ザ
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ズ

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
自
主
的
に
他
の
河
川
防
除

を
実
施
し
て
お
り
、
代
表
者
の
方
に
防
除
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
講

師
と
し
て
も
招
き
、
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
市
民
向
け

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
中

で
、
住
民
の
中
に
も
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方

が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
が
実
施

し
て
い
け
る
と
判
断
、自
治
研
単
独
で
の
活
動
で
は
な
く
、

住
民
と
連
携
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

住
民
と
の
協
働

住
民
と
の
協
働
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
キ
ー
マ
ン
と
な

っ
て
く
れ
た
動
物
病
院
の
先
生
が
い
ま
す
。
本
市
で
ウ
チ

ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
防
除
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ザ
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ズ
に
所
属

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
住
民
向
け
の
勉
強
会
を
開
催
す

る
際
に
は
勉
強
会
参
加
へ
の
声
か
け
や
、
カ
ニ
籠
を
使
用

し
て
の
防
除
活
動
で
は
籠
の
設
置
か
ら
引
き
上
げ
ま
で
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
防
除
活
動
を
実
施

し
て
い
た
河
川
は
北
海
道
で
第
２
の
長
さ
の
天
塩
川
で
し

た
の
で
、
川
幅
も
広
く
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
防
除
し
き

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
年
数
を
経
過
す
る
こ
と
に
駆
除

量
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
天
塩
川
の
支
流

河
川
で
も
生
息
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
支

流
に
繁
殖
が
進
む
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
捕
獲
し
、
個
体
を
移
動
も
し
く
は
飼
育
を
し
て
し
ま
う

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

๺
ւ
ಓ
໊
د
ࢢ

ಛ
ఆ
֎
དྷ
ੜ
෺
の
๷
আ
ɾ

�

ܒ
ൃ
׆
ಈ
Ͱ
ॅ
ຽ
ͱ
ڠ
ಇ

খ
ྛ
　
܇
ഢ

名
寄
市
労
連
自
治
研
推
進
委
員
長

―
地
元
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
自
然
環
境
を
守
る
―
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可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
防
除
活
動
か
ら
啓
発
活
動
に
重

心
を
移
し
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
研
修

会
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
ぶ

子
ど
も
向
け
の
啓
発
活
動
は
、
自
然
環
境
に
関
心
を
持

ち
活
動
を
し
て
い
る
、
名
寄
市
北
国
博
物
館
小
さ
な
自
然

観
察
ク
ラ
ブ
に
協
力
を
依
頼
し
、
夏
休
み
期
間
中
に
実
施

さ
れ
る
観
察
ク
ラ
ブ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
１
時
間
程
度
の

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
特
定
外
来
生
物
及
び
名
寄
や
北
海

道
に
は
い
な
い
外
来
種
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ

◆◆◆

て
、子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
い
工
夫
を
し
な
が
ら
、

「
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
元
々
日
本
に
は
生
息
し
て
い
な
い

生
物
で
す
。
食
用
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
、
人
の
手

に
よ
っ
て
移
動
さ
れ
、
河
川
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
た
め
繁

殖
し
て
し
ま
い
ま
す
」
な
ど
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

初
年
度
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
講
師
を
招
き
、

実
施
し
ま
し
た
が
、
次
年
度
か
ら
は
自
治
研
推
進
委
員
が

自
ら
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
態
系

を
学
ん
だ
上
で
、
河
川
で
の
防
除
活
動
を
体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
防
除
を
体
験
し
て
も
ら
う
上
で

駆
除
の
成
果
が
あ
っ
た
方
が
、
子
ど
も
た
ち
も
ウ
チ
ダ
ザ

リ
ガ
ニ
に
興
味
を
示
し
、
大
き
な
個
体
を
発
見
す
る
と
歓

声
を
上
げ
、お
お
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。一
方
で
、

年
々
捕
獲
の
個
体
数
は
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に

残
念
に
感
じ
ま
す
。
駆
除
し
た
特
定
外
来
生
物
は
処
分
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
個
体

の
性
別
、
体
長
を
計
測
、
処
分
し
た
の
ち
、
希
望
者
に
は

試
食
し
て
も
ら
い
ま
す
。
外
来
生
物
が
悪
い
の
で
は
な
く
、

本
来
の
生
態
系
を
考
え
ず
、
持
ち
込
ん
だ
人
が
悪
い
の
で

す
。
尊
い
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
の
防
除
・
啓
発
活
動
の
中
で
、
住
民
や

子
ど
も
た
ち
と
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
目
的
を
共
有
し

な
が
ら
、
共
に
学
び
、
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
学
び
な
が
ら
、
名
寄
の
自
然
環
境
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
に
住
民
と
連
携
し
、
こ
の
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

駆除したウチダザリガニ（処分後）

駆除後の個体測定

講習会の風景
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特�集
野
生
鳥
獣
対
策
を
取
り
巻
く
状
況

全
国
的
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
や
人
的
被
害

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
野
生
鳥
獣
対
策
（
特
に
捕
獲

対
策
）
を
現
場
で
担
っ
て
き
た
猟
友
会
は
高
齢
化
に
よ
る

会
員
減
少
が
進
み
、
昭
和
53
年
に
約
43
万
人
い
た
会
員
数

は
平
成
24
年
に
は
約
11
万
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
環
境

省
鳥
獣
関
係
統
計
）。
こ
の
た
め
、
多
く
の
自
治
体
で
行

わ
れ
て
き
た
「
猟
友
会
に
頼
っ
た
野
生
鳥
獣
対
策
」
が
成

り
立
た
な
い
地
域
や
自
治
体
が
現
れ
始
め
て
お
り
、
特
に

人
口
の
少
な
い
地
方
自
治
体
で
は
、
鳥
獣
対
策
に
従
事
す

る
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
４
万
２
千
人
を
超
え
る
小
諸
市
に
お
い
て
も
、
小

諸
市
猟
友
会
の
会
員
数
は
最
も
多
い
時
（
昭
和
50
年
代
）

で
２
５
０
人
以
上
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
平
成
22
年
に
は

71
人
に
ま
で
減
少
し
た
（
平
成
30
年
に
は
34
人
ま
で
減

少
）。
こ
の
た
め
、「
猟
友
会
に
代
わ
る
捕
獲
従
事
者
の
確

保
」
な
ら
び
に
「
新
た
な
野
生
鳥
獣
対
策
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
鳥
獣
対
策
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
役
と
な
る
野
生
鳥
獣
専
門
員
（
以
下
、
専
門
員
と

略
す
）
を
雇
用
し
、「
新
た
な
野
生
鳥
獣
対
策
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
本
稿
で
は
、「
小
諸
市
野
生
鳥

獣
対
策
実
施
隊
」
の
結
成
、
捕
獲
個
体
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
述
べ
る
。

な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
り
、
筆
者
の
所
属
す
る
組
織
の
公
式
見
解
で
な

い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

専
門
員
の
雇
用
と
実
施
隊
の
結
成

小
諸
市
で
は
専
門
員
と
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
市
職
員

数
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
小
諸
市
被
害
対
策
実
施
隊
」（
以

下
「
旧
実
施
隊
」）
を
結
成
し
た
。
旧
実
施
隊
は
主
に
中

型
獣
（
特
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
）
対
策
を
行
い
、
猟
友
会
は
大

型
獣
（
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
）
対
策
を
主
に
行
う
と
い
う
２

部
隊
に
よ
る
分
業
体
制
を
敷
い
て
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
対
策
が
遅
れ
て
い
た
中
型
獣
の
被
害
軽
減
を

実
現
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
猟
友
会
員
の
減
少
は

◆◆◆

続
い
て
お
り
、
捕

獲
従
事
者
の
待
遇

改
善
や
被
害
・
出

没
状
況
を
一
元
化

し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
費
用

対
効
果
の
高
い
対

策
を
実
践
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
猟
友

会
に
許
可
捕
獲
を

委
託
す
る
こ
と
を
や
め
、市
役
所
職
員
、狩
猟
免
許
保
持
者
、

獣
医
師
、
鳥
獣
保
護
員
、
野
生
動
物
の
研
究
者
か
ら
構
成

さ
れ
る「
小
諸
市
野
生
鳥
獣
対
策
実
施
隊
」へ
と
再
編
成
し
、

こ
の
実
施
隊
が
鳥
獣
対
策
を
一
括
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

市
役
所
職
員
を
除
く
実
施
隊
員
は
全
て
非
常
勤
特
別
職

の
公
務
員
と
な
り
、
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と
や
、

捕
獲
を
行
っ
た
際
に
支
払
わ
れ
る
報
償
費
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、捕
獲
従
事
者
の
待
遇
改
善
が
図
ら
れ
た
。ま
た
、

捕
獲
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
赤
外
線
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を

活
用
し
、
撮
影
頻
度
が
高
い
場
所
に
罠
を
設
置
す
る
な
ど
、

限
ら
れ
た
人
材
・
罠
で
捕
獲
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

被
害
軽
減
の
実
現
と 

野
生
鳥
獣
対
策
費
用
の
高
騰

実
施
隊
の
活
動
に
よ
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
数
は
大
幅
に
増

加
し
た
（
鹿
の
捕
獲
数
；
平
成
23
年
度
：
57
頭
↓
平
成
28

年
度
：
３
１
１
頭
）。
そ
の
結
果
、
農
業
被
害
額
は
大
幅

に
減
少
し
た
が
、実
施
隊
員
に
支
払
う
報
償
費
が
増
加
し
、

加
え
て
駆
除
個
体
の
焼
却
処
分
費
が
高
騰
す
る
と
い
う
新

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

௕
໺
ݝ
খ
ॾ
ࢢ

―
実
施
隊
の
結
成
と
鹿
肉
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
製
造
販
売
―

஛
Լ
　
ؽ

小
諸
市
農
林
課
　
野
生
鳥
獣
専
門
員

Ӭ
ଓ
త
ͳ
໺
ੜ
鳥
獣
ର
ࡦ
γ
ε
ς
Ϝ
を
ߏ
ங

小諸市野生鳥獣対策実施隊の組織図
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た
な
課
題
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、
駆
除
し
た
鹿
を
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
へ
と
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
で
処
理
経
費
を
軽

減
す
る
と
共
に
、
売
上
金
を
鳥
獣
対
策
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
永
続
的
な
野
生
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
を
行
う
体
制
の

構
築
を
目
指
し
た
。

野
生
鳥
獣
商
品
化
施
設
運
営
事
業
の
開
始

平
成
28
年
３
月
、
長
野
県
の
遊
休
施
設
を
買
い
取
り
、

◆◆◆

保
健
所
か
ら
「
食
肉
処
理
業
」
な
ら
び
に
「
食
肉
販
売
業
」

の
認
可
を
受
け
た
衛
生
レ
ベ
ル
の
高
い
施
設
で
あ
る
「
小

諸
市
野
生
鳥
獣
商
品
化
施
設
」
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
金

属
探
知
機
や
放
射
線
量
検
査
機
を
整
備
し
、
全
頭
検
査
を

行
う
こ
と
で
鹿
肉
の
安
全
性
を
担
保
し
た
。

平
成
28
年
度
に
捕
獲
さ
れ
た
３
１
１
頭
の
鹿
の
う
ち
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
に
活
用
さ
れ
た
鹿
は
２
７
６
頭
で
、
解
体
し

た
シ
カ
肉
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
原
料
と
し
て
販
売
し
た
。

小
諸
市
の
捕
獲
か
ら
駆
除
個
体
の
有
効
活
用
ま
で
の
取
り

組
み
は
農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度
鳥
獣
被
害

対
策
優
良
活
動
表
彰
（
被
害
防
止
部
門
（
団
体
））
に
お

い
て
、最
優
秀
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
近
隣
の
軽
井
沢
町
や
佐
久
市
で

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
も
商
品
化
施
設
に
て
解
体
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
解
体
頭
数
は
６
０
０
頭
を
超
え
た
。
ま
た
、
小
諸

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
商
品
）
の
開
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま

で
に
鹿
肉
ウ
エ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
鹿
肉
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
鹿
肉

ド
ラ
イ
フ
ー
ド
の
３
種
類
を
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

商
品
と
し
て
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
小
諸
ブ
ラ

ン
ド
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
は
、
平
成
29
年
７
月
よ
り
「
小
諸
市

ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
に
も
な
り
、
半
年
間
で
１
０

０
万
円
以
上
の
寄
付
が
あ
っ
た
。
市
の
予
算
を
使
っ
て
駆

除
さ
れ
燃
や
さ
れ
て
い
た
シ
カ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農

林
業
・
生
態
系
被
害
軽
減
、
捕
獲
従
事
者
の
確
保
、
雇
用

促
進
に
繋
が
り
、
永
続
的
な
野
生
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
が

可
能
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

鳥
獣
対
策
へ
の
提
言

若
い
世
代
の
狩
猟
に
関
す
る
倫
理
観
の
変
化
な
ど
か
ら

猟
友
会
員
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
捕
獲
従
事
者
を
如
何

に
確
保
す
る
か
が
今
後
の
鳥
獣
行
政
に
お
い
て
重
要
な
課

題
と
な
る
。
捕
獲
従
事
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
金
銭

面
を
含
め
捕
獲
従
事
者
の
待
遇
を
良
く
す
る
必
要
が
あ
る

上
、
仮
に
捕
獲
数
が
増
加
す
る
と
野
生
鳥
獣
対
策
に
か
か

る
費
用
が
増
加
し
て
し
ま
う
。
地
方
自
治
体
の
財
政
が
厳

し
い
中
で
、
鳥
獣
対
策
に
高
額
な
予
算
を
つ
ぎ
込
む
余
力

は
な
い
。
各
自
治
体
が
危
機
感
と
新
し
い
発
想
を
持
っ
て

鳥
獣
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

◆◆◆

小諸市ブランドペットフード（KOMORO PREMIUM）

小諸市野生鳥獣商品化施設
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特�集
野
生
動
物
課
題
は
人
と
人
で 

考
え
動
く
と
学
ん
だ
学
生
時
代

ハ
ン
タ
ー
民
宿
Ｂ
Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
開
業
の
原
点
は
、
動
物

に
興
味
が
あ
り
、
野
生
動
物
保
護
で
世
界
に
出
た
い
！
と

い
う
大
学
生
時
代
の
夢
で
し
た
。
研
究
関
連
で
ア
フ
リ
カ

の
ザ
ン
ビ
ア
に
行
か
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
り
、
野

生
動
物
生
態
調
査
官
の
日
本
人
女
性
の
お
話
を
伺
っ
た
と

き
の
「
動
物
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
と
話
を
す
る

の
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
野
生
動
物
と
人
間
の

距
離
が
近
い
場
所
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
人
身
被
害
も

多
い
。
そ
れ
で
家
族
を
失
っ
た
人
に
「
野
生
動
物
を
守
ろ

う
！
」
と
い
う
言
葉
は
か
け
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
一
方

で
、
野
生
動
物
は
国
の
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
野

生
動
物
課
題
は
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
私
自
身
、「
野
生
動
物
保
護
」
と
い
う
視
点
よ
り
「
人

と
野
生
動
物
の
棲
み
分
け
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
よ
う
に

◆◆◆

な
り
ま
し
た
。

そ
の
課
題
は
、
日
本
に
も
あ
る
と
気
づ
き
、
獣
害
対
策

に
関
わ
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
北

海
道
に
て
開
催
さ
れ
る
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
を
見
つ

け
、
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
猟
師
さ

ん
が
エ
ゾ
シ
カ
に
向
か
っ
て
ラ
イ
フ
ル
を
発
射
し
、
見
事

に
命
中
し
た
瞬
間
を
目
に
し
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
参

加
者
と
と
も
に
エ
ゾ
シ
カ
を
解
体
し
、
夜
は
鹿
肉
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
し
な
が
ら
想
い
を
語
り
合
う
。
か
っ
こ
い
い
！
シ
カ
被

害
で
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
て
る
！
肉
が
美
味
し
い
！

そ
れ
を
通
じ
て
人
と
語
り
合
え
る
！
そ
う
だ
、
狩
猟
を
や

ろ
う
！
と
思
い
、
勢
い
で
狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

狩
猟
を
通
し
て
人
と
触
れ
合
う
、
そ
れ
が
ハ
ン
タ
ー
民
宿

Ｂ
Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
構
想
の
原
点
で
し
た
。

野
生
動
物
の
課
題
は
人
と
人
で
考
え
動
い
て
い
く
と
感

じ
、
そ
う
し
て
人
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
私
自
身
も
楽

し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

移
住
そ
し
て
地
域
で
の
実
践
の
は
じ
ま
り

平
成
22
年
に
私
は
鳥
取
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
生
人
材
バ

ン
ク
（
農
山
村
へ
の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
を

通
し
て
地
域
と
若
者
を
つ
な
ぐ
組
織
）
に
就
職
し
、
地
域

で
の
人
と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
会
社
や
地
域

の
ご
縁
や
協
力
に
よ
り
、
鳥
取
市
河
原
町
弓
河
内
と
い
う

「
村
」
に
平
成
23
年
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
借
り

た
空
き
家
で
ハ
ン
タ
ー
民
宿
Ｂ
Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
開
業
。
獣

肉
料
理
体
験
を
中
心
に
狩
猟
や
田
舎
暮
ら
し
に
触
れ
る
場

を
提
供
し
、「
獣
害
対
策
×
憩
い
の
場
づ
く
り
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
民
泊
を
営
ん
で
い
ま
す
。
結
婚
し
２
児
の
母
と

な
っ
た
現
在
で
も
小
さ
く
続
け
て
い
ま
す
。

村
で
何
か
を
始
め
る
以
前
に
ま
ず
、
村
の
住
人
と
し
て

の
心
得
を
意
識
し
ま
し
た
。笑
顔
で
元
気
に
挨
拶
を
す
る
、

村
の
共
同
作
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
に
は
必
ず
参
加

す
る
、
慰
労
会
や
立
ち
話
な
ど
で
い
ろ
ん
な
人
の
想
い
を

聞
く
、
自
分
が
何
を
し
た
く
て
こ
こ
に
来
た
の
か
き
ち
ん

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

ௗ
औ
ݝ
ௗ
औ
ࢢ

―
獣
肉
料
理
体
験
で
田
舎
に
触
れ
る
場
を
提
供
、

 

地
域
と
交
流
も
―

্
ా
　
஌
ࢠ

ハ
ン
タ
ー
民
宿
Ｂ
Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
女
将

ङ
ྌ
を
通
͠
ͯ
ਓ
ͱ
৮
Ε
߹
͏
ϋ
ϯ
λ
ồ
ຽ
॓

三矢弓援隊メンバー
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特�集

と
お
話
を
す
る
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

村
の
人
と
の
関
係
性
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

村
の
住
人
で
長
年
狩
猟
を
趣
味
と
し
磨
か
れ
た
技
術
を
も

っ
た
方
、
村
を
深
く
愛
し
貢
献
す
る
た
め
に
狩
猟
者
に
な

っ
た
方
、
そ
し
て
獣
害
対
策
を
通
し
て
人
と
関
わ
り
た
い

私
の
３
人
で
、
平
成
24
年
に
ハ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
を
結
成
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
名
は
「
三
矢
弓
援
隊
（
み
つ
や
き
ゅ
う

え
ん
た
い
）」。
地
域
の
山
野
を
守
る
こ
と
、
獲
れ
た
獣
肉

資
源
を
村
に
還
元
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
践
と
広
が
り

三
矢
弓
援
隊
の
活
動
指
針
の
ひ
と
つ
が
、
獲
れ
た
獣
肉

◆◆◆

資
源
を
村
に
還
元
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
手
段
と

し
て
、
平
成
25
年
春
か
ら
獣
肉
を
使
っ
て
村
の
中
で
の
交

流
会
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
交
流
会
で
は
、
村

の
全
31
世
帯
の
中
か
ら
、
10
代
〜
70
代
の
幅
広
い
年
齢
層

の
方
20
人
前
後
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
交
流

会
の
開
催
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
次
は
こ
う
し
た
ら
面
白
そ

う
と
い
う
声
が
出
て
き
て
実
践
。
獣
肉
だ
け
で
な
く
、
村

の
資
源
を
交
流
会
で
楽
し
む
機
会
を
つ
く
る
、
村
の
人
が

山
で
収
穫
し
た
山
菜
や
、収
穫
し
た
て
の
枝
豆
を
ビ
ー
ル
・

お
酒
と
と
も
に
村
の
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

交
流
会
の
会
話
の
中
で
は
「
20
年
30
年
後
も
こ
の
村
が

元
気
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
も
開
か
れ
ま
す
。

そ
の
想
い
を
も
と
に
、
村
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
信
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。
交
流
会
に
よ
そ
の
人

も
お
誘
い
し
て
、

村
の
人
と
仲
良
く

な
っ
て
も
ら
う
場

を
つ
く
る
。
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
し
た

い
人
は
そ
の
ま
ま

ハ
ン
タ
ー
民
宿
Ｂ

Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
泊

ま
っ
て
も
ら
う
。

宿
泊
人
数
も
増
や

そ
う
と
三
矢
弓
援

隊
の
リ
ー
ダ
ー
が

農
家
民
宿
「
猟
師

宿
」
を
平
成
27
年

に
開
業
し
、
弓
河

内
に
は
民
宿
が
２

軒
に
な
り
ま
し

た
。交

流
会
を
重
ね
て
い
く
と
、
獣
肉
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
も
っ
と
増
や
そ
う
と
い
う
方
向
に
な
り
、
村
の
女
性

方
の
力
を
お
借
り
し
、
獣
肉
レ
シ
ピ
を
一
緒
に
考
え
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
庭
で
つ
く
れ
る
温
か
み
の
あ
る
獣

肉
料
理
の
提
供
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
ま
し
た
。鹿
肉
大
和
煮
、

鹿
肉
ロ
ー
ス
ト
、
猪
肉
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
鍋
、
猪
鹿
ハ
ン
バ

ー
グ
等
々
。
獣
肉
料
理
は
こ
う
し
て
美
味
し
く
作
れ
る
と

い
う
こ
と
を
交
流
会
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
村
で
の
獣
肉

へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
近
年
は
交
流

会
の
準
備
の
と
き
に
女
性
方
に
も
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
美
味
し
く
楽
し
く
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
住
人
同
士
で
想
い
や
案
を
語
り
合
う
こ

と
や
、
何
か
や
っ
て
み
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
取
り

組
み
が
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
課
題
か
ら
生
ま
れ
た
、

人
と
人
と
で
考
え
動
く
ひ
と
つ
の
形

獣
害
対
策
・
狩
猟
・
交
流
で
生
ま
れ
た
三
矢
弓
援
隊
の

活
動
。
人
と
人
と
で
考
え
動
き
楽
し
い
も
の
を
作
っ
て
い

く
ひ
と
つ
の
形
。
問
題
解
決
を
し
な
く
て
は
！
と
肩
に
力

を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
夢
を
楽
し
く
語
り
、
で
き
る
こ

と
を
絞
り
込
み
、
や
る
こ
と
を
決
め
て
や
っ
て
い
く
。
今

い
る
立
ち
位
置
や
、
身
の
周
り
の
状
況
を
踏
ま
え
て
で
き

る
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
や
っ
て
い
く
。
大
切
な
の
は
、
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
る
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
１
歩
ず
つ
楽
し
く
続
け
、
そ
れ
が
結
果
的
に
獣
害
対

策
と
な
る
な
ど
、
家
族
や
地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
つ
な

が
る
よ
う
前
へ
進
み
ま
す
。

◆◆◆

鹿肉ロースト（レシピは村の女性方のお力を借りて考案）

地域ぐるみで交流会準備
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特�集
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

現
代
日
本
に
お
け
る
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、「
ど

こ
か
の
」「
誰
か
の
」
問
題
か
ら
地
方
に
お
け
る
市
民
生

活
に
直
接
関
わ
る
問
題
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
中
山
間

地
域
に
限
っ
て
い
え
ば
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
な
ど

の
野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
と
過
疎
高
齢
化
は
相
関
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
疎
高
齢
化
に
と
も
な
う
耕
作
放

棄
地
や
空
き
家
の
増
加
が
動
物
の
生
息
地
や
移
動
ル
ー
ト

を
提
供
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
管
理
が
不
十
分
な
耕
作

地
も
ま
た
動
物
に
と
っ
て
格
好
の
餌
場
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
物
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
、
過
疎
地
域
で
細
々
と
営
農
し
て
い
る
人
び
と

の
意
欲
を
奪
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
口

減
少
時
代
の
日
本
社
会
は
、
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

見
直
し
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
六
次
産
業
化
に
よ
る
特
産
品

◆◆◆

づ
く
り
と
鳥
獣
害
対
策
を
兼
ね
る
事
業
と
し
て
の
ジ
ビ
エ

商
品
開
発
の
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か

し
、
特
産
品
づ
く
り
に
よ
る
売
り
上
げ
の
向
上
と
い
う
商

業
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、
肝
心
の
野
生
生
物

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
寄
与
し
な
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま

う
。
全
国
各
地
で
野
生
獣
肉
を
原
材
料
と
す
る
商
品
開
発

が
行
わ
れ
た
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム
も
、
採
算
面
で
の
難
し
さ
と

野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
の
有
効
性
に
関

す
る
課
題
の
中
で
ひ
と
こ
ろ
の
勢
い
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
徳
島
大
学
の
狩
猟
サ
ー

ク
ル
「
レ
ビ
ア
ヤ
ー
ク
ト
」
と
総
合
科
学
部
・
内
藤
研
究

室
で
は
、
あ
え
て
ジ
ビ
エ
商
品
販
売
体
制
の
構
築
に
よ
る

野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
貢
献
を
目
指
し
た
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

「
稼
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
の

ジ
ビ
エ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立

現
在
の
食
肉
市
場
で
消
費
さ
れ
て
い
る
動
物
に
つ
い
て

◆◆◆

は
、
長
い
家
畜
化
の
歴
史
を
経
た
結
果
、
野
生
鳥
獣
と
比

べ
て
安
価
で
安
定
的
な
供
給
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
野
生
獣
肉
を
家
畜
と
同
じ
価

格
帯
の
日
常
的
な
食
肉
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。し
か
し
、

現
代
社
会
に
お
け
る
食
の
多
様
化
は
、「
自
然
志
向
」「
本

物
志
向
」「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
」「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
」
な
食

の
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
に
は
非
日
常
的

な
食
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
食
肉
と
し
て
の
可
能
性
が
あ

る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
野
生
獣
肉
の
安
定
的
な
供
給
体
制

の
構
築
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
地
元
の
猟
友
会
等

と
協
議
し
て
一
定
の
品
質
の
肉
を
安
定
的
に
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

開
発
す
る
商
品
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
限

定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
原
材
料
に
野
生
獣
肉
を
使
用
す
る

だ
け
で
消
費
者
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
商
品
そ
の
も
の
の
開
発
よ
り
も

品
質
管
理
と
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
コ
ス
ト
を
か
け
る

べ
き
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
原
材
料
は
シ
カ
に
限
定
し
た
。
四
国
に
は
ク
マ

は
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
し
、
日
本
で
は
サ
ル
を
食

べ
た
い
と
い
う
人
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
は
ハ
ン
タ
ー
が
食
味
を
好
ん
で
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
シ
カ
は
徳
島
県
だ
け
で
も
年
間
１
万
頭
以
上

が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
の
に
、
統
計
上
は
数
百
頭
し
か
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
捕
獲
に
対
し
て
日
当
や
報
奨

金
等
が
猟
師
に
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
財
源
は
税
金

で
あ
る
。
シ
カ
の
駆
除
費
用
は
寒
冷
地
の
除
雪
費
用
と
同

様
に
、
現
状
で
は
そ
れ
自
体
が
新
た
な
経
済
活
動
を
生
み

出
さ
な
い
コ
ス
ト
と
し
て
地
方
財
政
を
圧
迫
す
る
一
因
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
非
常
に
多
く
の
頭
数
が
捕
獲

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
シ
カ

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

ಙ
ౡ
ݝ

ジ
ビ
エ
ɾ
ビ
ジ
ω
ε
を
通
じ
た

�

໺
ੜ
ੜ
෺
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ϯ
τ
ମ
੍

内
౻
　
௚
थ

徳
島
大
学
　
狩
猟
サ
ー
ク
ル
「
レ
ビ
ア
ヤ
ー
ク
ト
」
顧
問

―
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
市
民
を
巻
き
込
む
―
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肉
の
資
源
化
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
方
で
、
資
源
化

に
よ
っ
て
得
た
利
益
は
、
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
投

資
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
野
生
動
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
社
会
的
企
業
や
協

同
組
合
の
よ
う
な
「
稼
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
シ
カ
肉

加
工
品
の
販
売
益
を
ハ
ン
タ
ー
の
収
入
源
に
す
る
こ
と
と

埋
設
処
理
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

従
来
の
ジ
ビ
エ
商
品
販
売
事
業
に
は
、
野
生
生
物
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
に
欠
け
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
企
画
の
段
階
か
ら
地
元
の

猟
友
会
関
係
者
や
行
政
関
係
者
に
協
力
を
得
て
、
事
業
に

よ
る
利
益
を
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
投
資
す
る
社
会

的
企
業
の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
を
巻
き
込
む
力

上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
10
月

７
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
の
期
間
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
に
て
前
記
の
活
動
に
関
わ
る
資
金
提
供

を
呼
び
か
け
た
。
２
０
１
６
年
に
徳
島
大
学
は
国
立
大
学

の
中
で
は
先
駆
的
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
研
究
資
金
獲
得
と
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
実
施
す
る

た
め
の
組
織
（
一
般
社
団
法
人
大
学
支
援
機
構
）
を
構
築

し
た
。
こ
の
組
織
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
を
運
営
し
て
い
る
（https://otsucle.

◆◆◆

jp/cf/project/revier-jagt.htm
l

）。
今
回
は
50
万
円

の
資
金
提
供
を
呼
び
か
け
、
最
終
的
に
約
90
万
円
の
資
金

が
集
ま
っ
た
。
総
支
援
者
数
は
１
０
８
人
に
達
し
、
支
援

者
の
範
囲
も
徳
島
県
や
四
国
だ
け
で
な
く
全
国
に
及
ん

だ
。
現
在
は
開
発
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
資
者
に
お
届
け

し
、
大
学
生
協
や
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
販
売
体
制
の
構
築
を

模
索
し
て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
の
日
本
に
お
け
る
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
の
再
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
私
た
ち
市
民
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
多
く
の

市
民
が
狩
猟
に
行
け
る
わ
け
で
も
、
野
生
動
物
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
わ
け

で
も
な
い
。
そ
こ
ま
で
「
強
い
」
参
加
で
な
く
て
も
、
野

生
動
物
や
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

関
心
や
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
環
境
教
育
や
倫
理
的
消
費
な
ど
を

通
じ
た「
弱
い
」参
加
も
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
取
り
組
み
は
、
地
元
猟
友
会
や
行

政
関
係
者
、
大
学
関
係
者
と
い
っ
た

「
強
い
」
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
飲
食
店
や
学
生
等
の
中
程
度
の
参

加
者
お
よ
び
全
国
で
関
心
を
も
つ「
弱

い
」
参
加
者
を
野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
わ
る
課
題
に
巻
き
込
む
こ

と
に
成
功
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
野
生
動
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

資
金
獲
得
プ
ロ
セ
ス
が
も
つ
市
民
を

巻
き
込
む
力
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

第一回大学SDGs AWARDS! での発表風景

シカの皮剥ぎ

ソーセージの試作品とするシカの解体
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生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

約
８
割
を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
林
野
庁
調
べ
）。

捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
各
地
で
農
作
物
の
被
害
防
止
等

を
目
的
と
し
た
市
町
村
等
の
許
可
に
基
づ
く
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
（
以
下
、「
有
害
捕
獲
」）
が
進
め
ら
れ
、
近

年
で
は
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
頭
数
よ
り
多
く
、
直
近
の
平

成
27
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
約
55
万
頭
（
う

ち
有
害
捕
獲
39
万
頭
、
狩
猟
17
万
頭
）、
シ
カ
が
約
62
万

頭
（
う
ち
有
害
捕
獲
45
万
頭
、
狩
猟
17
万
頭
）、
シ
カ
と

イ
ノ
シ
シ
を
あ
わ
せ
る
と
約
１
１
７
万
頭
が
捕
獲
さ
れ
て

い
ま
す
（
環
境
省
調
べ
）（
図
２
）。

多
く
の
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

ジ
ビ
エ
の
利
用
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
、
全
国
の

食
肉
処
理
業
の
許
可
を
有
す
る
処
理
加
工
施
設
５
６
３
施

―
外
食・小
売
産
業
と
連
携
し
て
農
山
村
地
域
の
所
得
向
上
へ
―

山
内
　
芳
紀

農
林
水
産
省
農
村
環
境
課
鳥
獣
対
策
室 

鳥
獣
利
活
用
推
進
係
長

捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
通
じ
た

�

地
域
づ
く
り
の
可
能
性

は
じ
め
に

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
金
額
で
示
せ
る
被

害
だ
け
で
な
く
、
農
業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
に
も
繋
が

り
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
る
な
ど
農
山
村
地
域
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
対
策
の
一
手

段
と
し
て
捕
獲
し
た
後
に
は
、
埋
却
や
焼
却
な
ど
適
正
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、労
力
や
費
用
も
負
担
と
な
り
、

ま
さ
に
有
害
鳥
獣
は
地
域
に
と
っ
て
厄
介
者
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
捕
獲
後
に
廃
棄
し
て
い
た

野
生
鳥
獣
を
野
生
鳥
獣
肉（
フ
ラ
ン
ス
語
で
ジ
ビ
エ
。以
下
、

「
ジ
ビ
エ
」）
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
国
と
し
て
も
捕
獲
頭
数
の
増
加
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
低
減
だ
け
で
な
く
、
外
食
・
小
売
産
業

な
ど
様
々
な
分
野
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
農
山
村
地
域

の
所
得
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み

を
全
国
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
め
ぐ
る
最
近

の
状
況
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ
利
用
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
各
地
域
に
お
い

て
ジ
ビ
エ
利
用
に
取
り
組
む
際
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
申
し
上
げ
ま
す
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
状
況

全
国
の
農
作
物
の
被
害
額
（
図
１
）
は
、
平
成
28
年
度

が
１
７
２
億
円
と
４
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依

然
高
い
水
準
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
被
害
が
全
体
の
約
６
割
（
１
０
７
億
円
）
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
森
林
に
お
け
る
被
害
も
深

刻
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
の
森
林
の
被
害
面
積
は
全
国
で
は

年
間
９
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
の
う
ち
シ
カ
に
よ
る
被
害
が

図１：農作物被害額の推移（農林水産省鳥獣対策室調べ）
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設
を
対
象
に
、
初
め
て
全
国
を
網
羅
し
た
ジ
ビ
エ
の
利
用

量
等
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
（
野
生
鳥
獣
資
源
利
用
実
態
調

査（
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
統
計
部
））。同
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
28
年
度
に
解
体
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
は
全
体
で

８
万
９
２
３
０
頭
・
羽
。
う
ち
、
シ
カ
は
５
万
５
６
６
８

頭
（
全
体
の
62
％
）、
イ
ノ
シ
シ
は
２
万
７
４
７
６
頭
（
全

体
の
31
％
）
で
、
処
理
加
工
施
設
か
ら
販
売
等
に
よ
り
利

用
さ
れ
た
量
は
全
体
で
１
２
８
３
㌧
と

な
り
ま
し
た
。

同
調
査
に
よ
る
平
成
28
年
度
の
解
体

頭
数
と
平
成
27
年
度
の
捕
獲
頭
数
の
比

較
に
よ
る
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
用
さ
れ
た

割
合
の
推
計
は
、
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
あ

わ
せ
て
約
７
％
（
シ
カ
９
％
、イ
ノ
シ
シ
５
％
）
で
あ
り
、

捕
獲
頭
数
の
う
ち
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
割
合
は
１

割
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向
け
た

政
府
の
取
り
組
み

ジ
ビ
エ
の
利
用
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
衛
生
管
理
や
野

生
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど
関
係
す
る
分
野
が
多
岐
に
渡
る
た

め
、
農
林
水
産
省
だ
け
で
な
く
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
省
庁
（
内
閣
官
房
、
厚
生

労
働
省
、
環
境
省
、
観
光
庁
、
農
林
水
産
省
）
で
構
成
さ

れ
る「
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」

が
平
成
29
年
４
月
に
開
催
さ
れ
、
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向

け
た
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
連
絡
会
議
に
お
け
る
有
識
者
か

ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、「
平
成
30
年
度
に
ジ
ビ
エ
利
用
の

モ
デ
ル
と
な
る
地
区
を
整
備
し
、
平
成
31
年
度
の
ジ
ビ
エ

利
用
量
を
平
成
28
年
度
と
比
べ
て
倍
増
さ
せ
る
」
と
い
う

ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向
け
た
政
府
目
標
が
示
さ
れ
る
と
と

も
に
、
外
食
や
小
売
等
を
始
め
、
農
泊
・
観
光
や
学
校
給

食
、
さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
ジ
ビ
エ
の
利
用
拡
大
が
加
速
す
る
よ
う
政
府
と
し

て
取
り
組
む
対
応
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
29
年
５

月
23
日
第
21
回
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に

て
報
告
）（
図
３
）。

主
要
な
提
案
で
あ
る
ジ
ビ
エ
利
用
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て

は
、
処
理
頭
数
が
一
定
規
模
以
上
で
、
衛
生
管
理
が
徹
底
さ

れ
、
捕
獲
か
ら
搬
送
・
処
理
加
工
、
販
売
が
し
っ
か
り
と
つ

な
が
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
持
続
で
き
る
地
区
と
し
て
、
平

成
30
年
３
月
に
全
国
か
ら
17
地
区
を
選
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
、
関
係
省
庁
と
も
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
、
安
全
で
良
質
な
ジ
ビ
エ
の
安
定
供

給
、
ジ
ビ
エ
の
全
国
的
な
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向
け
た

各
段
階
の
取
り
組
み

捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
が
ジ
ビ
エ
と
し
て
消
費
さ
れ
る
ま

図２：イノシシとシカの捕獲頭数（環境省調べ）

図３：ジビエ利用拡大に関する対応方向

特�集
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で
の
最
も
一
般
的
な
外
食
・
小
売
り
向
け
の
流
れ
は
、
①

捕
獲
現
場
に
お
い
て
、
捕
獲
・
捕
殺
・
放
血
が
な
さ
れ
、

②
ジ
ビ
エ
の
処
理
加
工
施
設
に
お
い
て
処
理
・
加
工
さ
れ

た
後
、
③
卸
売
業
者
を
介
し
て
流
通
・
販
売
が
行
わ
れ
、

④
外
食
・
小
売
業
者
や
一
般
消
費
者
に
届
き
消
費
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
①
を
捕
獲
段
階
、
②
を
処
理
加
工
段
階
、

③
を
流
通
段
階
、
④
を
需
要
（
消
費
）
段
階
に
大
き
く
分

類
で
き
ま
す
。

現
在
１
割
に
も
満
た
な
い
ジ
ビ
エ
利
用
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、
上
記
の
各
段
階
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
・
処
理
加
工
段
階
（
い

わ
ゆ
る
川
上
側
）
の
取
り
組
み
と
需
要
（
消
費
）
段
階
（
い

わ
ゆ
る
川
下
側
）
の
取
り
組
み
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で

は
、
過
剰
供
給
又
は
商
品
不
足
と
い
っ
た
偏
っ
た
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
川
上
側
か
ら

川
下
側
の
各
段
階
の
取
り
組
み
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
流
通
段
階
を
円
滑
に
す

る
取
り
組
み
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
こ
の

考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
現
在
、
農
林
水
産
省
が
取
り
組
ん

で
い
る
主
な
取
り
組
み
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ợ
ั
֫
・
ॲ
ཧ
Ճ
޻
ஈ
֊
Ụ

ジ
ビ
エ
の
安
定
供
給
に
向
け
た
捕
獲
・
処
理
加
工
段
階

で
は
、野
生
鳥
獣
の
処
理
加
工
施
設
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

移
動
式
解
体
処
理
車
（
以
下
、「
ジ
ビ
エ
カ
ー
」）
の
導
入

も
支
援
し
て
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
カ
ー
と
は
、
遠
方
の
捕
獲

現
場
か
ら
処
理
加
工
施
設
に
搬
入
す
る
（
搬
送
に
時
間
を

要
す
る
）
場
合
で
も
、
車
内
に
て
解
体
、
内
臓
摘
出
、
は

く
皮
ま
で
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
肉
質
の
劣
化
防
止
が
可

能
と
な
る
特
殊
車
両
で
、
民
間
企
業
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
ジ
ビ
エ
カ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
捕
獲
個
体
の
放
血

か
ら
は
く
皮
ま
で
の
時
間
を
最
小
限
に
で
き
、
安
全
で
良

質
な
ジ
ビ
エ
の
確
保
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ợ
ྲྀ
௨
ஈ
֊
Ụ

流
通
段
階
で
は
、ジ
ビ
エ
を
取
り
扱
う
外
食
業
界
か
ら
、

処
理
加
工
施
設
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
確
保
、
大
口
取
引

や
円
滑
な
流
通
を
阻
害
し
て
い
た
商
品
の
荷
姿
の
ル
ー
ル

化
（
ロ
ー
ス
や
モ
モ
と
い
っ
た
部
位
の
カ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト

の
作
成
）、
そ
し
て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
す
る
た

め
の
商
品
ラ
ベ
ル
の
記
載
項
目
の
ル
ー
ル
化
（
獣
種
や
金

属
検
出
器
の
検
査
の
有
無
等
）が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
各
処
理
加
工
施
設
に

お
い
て
、

○
ジ
ビ
エ
の
衛
生
管
理
の
指
針
で
あ
る
「
野
生
鳥
獣
肉
の

衛
生
管
理
に
関
す
る
指
針
（
厚
生
労
働
省
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）」
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
順
守

○
規
定
さ
れ
た
カ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
の
順
守

○
規
定
さ
れ
た
表
示
ラ
ベ
ル
記
載
事
項
の
順
守

が
な
さ
れ
て
い
る
か
第
三
者
機
関
が
審
査
し
、
遵
守
し
て
い

る
処
理
加
工
施
設
を
認
証
す
る
制
度
を
平
成
30
年
５
月
に

制
定
し
ま
し
た
。
認
証
さ
れ
た
施
設
は
、
安
全
安
心
な
ジ

ビ
エ
の
生
産
・
供
給
を
通
じ
て
外
食
業
者
等
と
の
取
引
が
し

易
く
な
る
こ
と
か
ら
、
販
売
量
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

ợ
ध
ཁ
ஈ
֊
Ụ

需
要
段
階
で
は
、
ジ
ビ
エ
を
消
費
す
る
裾
野
を
開
拓
す

る
た
め
、平
成
28
年
度
か
ら
「
ジ
ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
、
家
庭
料
理
や
学
校
給
食
向
け
の
ジ
ビ
エ
料
理

レ
シ
ピ
の
募
集
・
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

各
地
で
料
理
人
等
を
対
象
と
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
フ
レ
ン
チ
を
は
じ
め
和
食
や
中
華
な
ど
様
々

な
外
食
分
野
に
お
い
て
ジ
ビ
エ
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

の
料
理
方
法
の
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
ジ
ビ
エ
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ビ
エ
に
興
味
が
あ
り

次
世
代
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
若
者
層
（
20
〜
30
代
）

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
や
、
ジ
ビ
エ

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
ジ
ビ
エ
Ｐ
Ｒ
動
画
の
発
信
な
ど
全
国

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
取
り
組
み
事
例 

（
和
歌
山
県
古
座
川
町
）

全
国
各
地
で
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
り
組
み
が
地
域
づ
く
り

の
核
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
県
古
座
川
町
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
年
間
、
シ
カ
を
約

図４：ジビエ利用拡大に向けた各段階の取り組みポイント
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校
の
学
校
給
食
で
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供

と
い
っ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
た
め
捕
獲
個
体
を
買
い
取
り
し
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
活

用
す
る
こ
と
で
、
捕
獲
従
事
者
の
費
用
負
担
の
軽
減
や
捕

獲
意
欲
の
向
上
が
図
ら
れ
、
農
作
物
被
害
の
軽
減
効
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ジ
ビ
エ
を
核
と
し
た
新
た

な
食
文
化
の
創
出
や
、
観
光
客
の
誘
客
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
産
業
・
観
光
振
興
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
通
じ
た

地
域
づ
く
り
の
可
能
性

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
全
国
的
に
深
刻

化
・
広
域
化
し
て
い
る
た
め
、
全
国
各
地
で
多
く
の
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
一
方

で
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
和
歌
山
県
古
座
川
町
の
よ
う

に
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
ジ
ビ
エ
を
利
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
犬
や
猫
の

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
ジ
ビ
エ
を
利
用
す
る
取
り
組
み
や
、
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
皮
を
利
用
し
皮
革
製
品
を
作
る
取
り
組

み
、イ
ノ
シ
シ
を
飼
料
原
料
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
、

農
家
民
泊
の
売
り
と
し
て
の
ジ
ビ
エ
料
理
の
提
供
、
狩
猟

体
験
と
セ
ッ
ト
で
ジ
ビ
エ
を
食
べ
る
企
画
の
旅
行
商
品
な

ど
、
各
地
で
ジ
ビ
エ
を
産
業
と
し
て
利
用
し
た
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
肉
と
し
て
も
、
シ
カ
肉
は
牛
肉
と
比
べ
て

脂
肪
分
が
少
な
く
鉄
分
が
多
い
な
ど
、
ヘ
ル
シ
ー
な
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
特
徴
に
着
目
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
心
が
高
い
女
性
や

体
作
り
に
関
心
が
高
い
ア
ス
リ
ー
ト
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

１
１
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
を
約
３
０
０
頭
近
く
捕
獲
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
廃
棄
処
分
さ
れ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年
12
月
に
古
座
川
ジ
ビ
エ
振

興
協
議
会
を
設
立
し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
で
捕
獲
さ
れ
た
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
「
地
域
の
宝
」
と
位
置
づ
け
、
食
文
化

の
創
出
や
観
光
・
産
業
振
興
に
取
り
組
む
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、

○
良
質
な
肉
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
狩
猟
者
を
対
象
と

し
た
研
修
を
開
催
し
、
食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る
た
め
の
捕

獲
・
処
理
方
法
な
ど
を
習
得
し
た
ジ
ビ
エ
ハ
ン
タ
ー
を
育
成

○
ネ
ッ
ク
や
カ
タ
な
ど
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
部
位
の
活

用
に
向
け
て
、
パ
テ
ィ
に
シ
カ
肉
ミ
ン
チ
72
％
を
使
用
し

た
「
里
山
の
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー
」
を
地
元
企
業
と
共
同
開

発
し
、
参
加
し
た
第
６
回
全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
（
写
真
）

○
地
元
企
業
と
連
携
し
、
食
を
通
じ
て
地
域
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、「
里
山
の
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
し
、
バ
ー
ガ
ー
購
入
者
に
抽
選
で
古
座
川
町

に
招
待
し
、
狩
猟

体
験
や
ジ
ビ
エ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

ツ
ア
ー
等
を
企
画

○
身
近
な
食
材
と

し
て
シ
カ
肉
を
普

及
さ
せ
、
食
を
通

じ
た
命
の
大
切
さ

や
地
元
産
業
を

知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
町
内
小
中
学

と
し
た
販
売
を
展
開
す
る
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
（
イ
ノ
シ

シ
肉
も
豚
肉
と
比
べ
て
鉄
分
や
ビ
タ
ミ
ン
が
多
い
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
）。

紹
介
し
た
取
り
組
み
は
あ
く
ま
で
一
例
で
す
。
ジ
ビ
エ
を

利
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
際
は
、
ジ
ビ
エ

と
皆
さ
ん
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
の

か
関
係
者
の
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
前
記
の
よ

う
に
、
ジ
ビ
エ
に
は
幅
広
い
可
能
性
が
あ
り
、
各
地
域
な

ら
で
は
の
存
在
と
し
て
活
躍
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
農
作
物
被
害
の
原
因
と
し
て
マ
イ

ナ
ス
の
存
在
で
あ
っ
た
有
害
鳥
獣
を
、
プ
ラ
ス
の
存
在
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
と
と

も
に
、
ジ
ビ
エ
を
新
た
な
地
域
資
源
と
し
た
農
山
漁
村
の
活

性
化
が
全
国
各
地
に
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
情
報
）

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ジ
ビ
エ
利
用
や
鳥

獣
被
害
対
策
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。

〈
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
コ
ー
ナ
ー
〉

http://w
w
w
.m
aff .go.jp/j/nousin/gibier/index.htm

l

〈
鳥
獣
被
害
対
策
コ
ー
ナ
ー
〉

http://www.maff .go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/index.html

ま
た
、
ジ
ビ
エ
利
用
に
取
り
組
む
地
域
を
支
援
す
る
た

め
、
農
林
水
産
省
が
官
民
連
携
で
対
応
す
る
ジ
ビ
エ
利
用

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
平
成
29
年
９
月
に
設
置
し
ま
し

た
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
ジ
ビ
エ
相
談
窓
口
〉

http://w
w
w
.m
aff .go.jp/j/nousin/gibier/soudan.htm

l

専
用
電
話
：
０
３
‐
３
５
０
２
‐
６
５
７
１

専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：gibier-soudan@

m
aff .go.jp

地元企業と共同開発した「里山のジビエバーガー」が
第６回全国ご当地バーガーでグランプリ獲得
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福
井
県
若
狭
町
・
熊
川
宿

福
井
県
南
部
に
位
置
す
る
若
狭
町
は
、

人
口
約
１
万
５
千
人
、
世
帯
数
５
千
世
帯

の
町
で
す
。
北
西
部
は
リ
ア
ス
式
海
岸
の

入
り
組
ん
だ
海
岸
線
が
特
徴
の
若
狭
湾
に

面
し
、
標
高
８
０
０
㍍
前
後
の
山
々
が
北

東
部
を
囲
み
ま
す
。
若
狭
湾
で
は
豊
富
な

魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
、
ま
た
日
本
海
側

最
大
の
梅
の
産
地
と
し
て
、
収
穫
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
６
月
に
は
活
気
づ
き
ま
す
。

近
畿
、
中
部
エ
リ
ア
か
ら
車
で
１
〜
２
時

間
と
比
較
的
近
く
、
２
０
２
２
年
に
は
北

陸
新
幹
線
が
敦
賀
駅
ま
で
開
業
す
る
な

ど
、
周
辺
都
市
か
ら
の
距
離
感
も
良
い
町

で
す
。

そ
し
て
、
本
事
業
の
活
動
地
域
で
あ
る

熊
川
宿
は
、
鯖
街
道
最
大
の
宿
場
町
で
あ

り
、
若
狭
か
ら
都
に
運
ば
れ
る
物
資
の
中

継
地
と
し
て
栄
え
た
交
易
の
拠
点
で
す
。

若
狭
は
古
来
よ
り
「
御
食
国
（
み
け
つ
く

に
）」
と
呼
ば
れ
、
日
本
海
で
水
揚
げ
さ

れ
た
豊
富
な
海
産
物
を
奈
良
や
京
の
都
へ

と
届
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
若
狭
と
都
を

つ
な
ぐ
道
で
は
大
量
の
鯖
が
運
ば
れ
て
い

た
た
め
、
鯖
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
旅
行
会
社
が
鯖
街
道
を
歩
く
ツ

ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
京
都
方
面
か
ら

の
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま

す
。熊

川
宿
の
町
並
み
保
存
と
歴
史

熊
川
宿
で
は
、
昭
和
50
年
代
に
町
並
み

の
調
査
が
始
ま
り
、
昭
和
60
年
に
は
日
本

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
観
光
資
源

保
護
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年

に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
、
景
観
整
備
事
業
や
修
理

修
景
な
ど
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
宿
場
町
の

面
影
を
感
じ
ら
れ
る
現
在
の
町
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
実
施
主
体
の
「
若
狭
熊
川
宿
ま

ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
」
は
、
昭
和
56
年

に
「
熊
川
宿
町
並
み
を
守
る
会
」
と
し
て

発
足
し
、
平
成
７
年
に
現
在
の
組
織
名
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
、
町
並
み
対

策
・
活
性
化
・
広
報
の
３
つ
の
部
会
を
設

置
し
、
さ
ら
に
平
成
24
年
か
ら
空
き
家
対

策
部
会
が
加
わ
り
、空
き
家
情
報
の
発
信
、

移
住
希
望
者
向
け
の「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」

を
発
行
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
多
方
面
か

ら
認
め
ら
れ
、
平
成
23
年
度
に
は
、「
防

災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」、

平
成
26
年
度
に
は
、
総
務
省
の
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
27
年
に
は
、「
海
と
都
を

つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
〜
御
食

国
若
狭
と
鯖
街
道
〜
」
と
し
て
熊
川
宿
が

日
本
遺
産
第
１
号
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
も
残
る
約
１
・
１
㌔
の
熊
川
宿
の

町
並
み
は
、
専
門
家
、
地
域
住
民
、
行
政

の
協
働
に
よ
る
40
年
以
上
継
続
さ
れ
た
町

並
み
保
存
活
動
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

空
き
家
を
地
域
の
資
源
と
捉
え
る

一
方
で
、
熊
川
宿
は
景
観
維
持
や
空
き

家
、
高
齢
化
問
題
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
空
き
家
は
地
方
に
限
ら
ず
都
市

部
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
熊
川

宿
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
川
宿
の

町
並
み
の
中
で
30
戸
ほ
ど
の
空
き
家
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
は

若
狭
町
の
中
で
も
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

ớ
෱
Ҫ
ݝ
ए
ڱ
ொ
Ờ

空
き
家
を
地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
に

―
空
き
家
を
活
用
し
た
交
流
人
口
と
新
た
な
観
光
産
業
の
創
出
事
業
―

阪
野
　
真
人

若
狭
町
総
合
戦
略
課
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
方
創
生
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業
」

と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
住
民
と
共
に
実
施
す
る
、
自
治
体
・
地
域
・

集
落
の
消
滅
可
能
性
の
危
機
打
開
等
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
29
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
福
井
県
若
狭
町
の
取
り
組
み
を
同
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
阪
野
真
人
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
課
）
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ま
す
。

私
は
平
成
28
年
よ
り
若
狭
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
、
空
き
家
や

移
住
定
住
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
熊
川
宿
の
町
並
み
を
見
た
と
き
、

国
道
か
ら
一
本
入
る
と
突
然
現
れ
る
宿
場

町
の
景
観
に
驚
き
つ
つ
も
、
な
ん
と
も
い

え
な
い
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
記
の
よ

う
な
熊
川
宿
の
課
題
を
知
り
、
地
域
の
こ

と
を
調
べ
て
い
く
と
、
景
観
保
全
の
観
点

か
ら
外
観
を
修
繕
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
比
較
的
状
態
の
よ
い
空
き
家
が
数
件
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
熊

川
宿
の
町
並
み
が
好
き
で
、
こ
の
場
所
で

何
か
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
熊
川

宿
外
の
人
も
多
数
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
空
き
家
を
地
域

の
資
源
と
捉
え
な
お
し
、
地
区
外
の
人
材

を
巻
き
込
み
な
が
ら
事
業
を
行
う
こ
と
で

熊
川
宿
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
、「
空
き
家
の
活
用
」「
観
光

産
業
の
創
出
」
を
活
動
の
柱
と
し
て
事
業

を
組
み
立
て
ま
し
た
。

○
ۭ
͖
Ո
の
׆
༻

基
本
的
に
水
や
電
気
は
な
く
、
空
き
家

に
残
っ
て
い
る
物
は
使
え
な
い
と
考
え
た

上
で
、
空
き
家
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
古
民
家
の
倉
庫
を
会

場
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
電
気
機
器

を
使
わ
な
い
楽
器
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
た

め
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
起
源
と
す
る
ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ

マ
ー
と
い
う
打
弦
楽
器
の
演
奏
を
企
画
し

ま
し
た
。
客
席
は
地
域
の
児
童
館
か
ら
折

り
た
た
み
の
椅
子
や
祭
り
用
の
ベ
ン
チ
を

お
借
り
し
、
公
衆
ト
イ
レ
が
近
く
に
あ
っ

た
の
で
、
そ
ち
ら
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
、
天
井
の
高
い
倉
庫

だ
っ
た
の
で
音
の
響
き
も
よ
く
、
古
民
家

な
ら
で
は
の
雰
囲
気
と
音
色
が
相
ま
っ
て

素
晴
ら
し
い
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
蔵
や
倉
庫
に
眠
っ
て
い
る

ち
ょ
っ
と
古
い
も
の
を
集
め
た
蚤
の
市

や
、ク
ラ
フ
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

空
き
家
を
活
用
し
た
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
験
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

○
؍
ޫ
࢈
ۀ
の
૑
ग़

空
き
家
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し
て
飲

食
店
や
土
産
物
屋
を
営
業
す
る
の
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
も

難
し
い
こ
と
か
ら
、
空
き
家
の
軒
下
で
営

業
で
き
る
屋
台
を
製
作
し
ま
し
た
。
色
々

な
空
き
家
で
の
営
業
を
想
定
し
、
軒
下
の

広
さ
や
高
さ
を
調
べ
、
移
動
や
撤
去
が
容

易
に
で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
軽
く
て
簡
単
に
移
動
が
で
き
る
よ
う

組
み
立
て
式
に
し
、
本
体
部
分
は
折
り
た

た
ん
で
収
納
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
や
軽
バ
ン

で
の
移
動
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

熊
川
宿
の
景
観
を
損
ね
な
い
よ
う
、
台
座

部
分
に
は
熊
川
の
建
築
物
で
実
際
に
使
わ

れ
る
塗
料
を
使
用
し
、
屋
根
は
若
狭
瓦
と

同
じ
灰
色
の
テ
ン
ト
生
地
を
使
い
ま
し

た
。
屋
台
は
、
地
域
の
祭
り
に
合
わ
せ
お

汁
粉
や
ド
リ
ン
ク
を
提
供
す
る
な
ど
の
試

験
運
用
を
経
て
、
構
造
上
弱
い
部
分
な
ど

を
補
強
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

熊
川
宿
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

本
事
業
に
よ
っ
て
製
作
し
た
屋
台
は
熊

川
宿
で
の
定
期
営
業
以
外
に
、
他
の
町
並

み
保
存
地
域
へ
の
出
張
営
業
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
空
き
家
で
の
イ
ベ
ン
ト
も

定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

空
き
家
や
高
齢
化
問
題
は
大
き
な
課
題

で
す
が
、本
事
業
を
通
じ
て
「
面
白
そ
う
」

「
一
緒
に
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る

人
の
輪
が
広
が
り
、
熊
川
宿
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
課
題
解
決
の
一

つ
の
方
法
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
熊
川
宿
周
辺
の
里
山
資
源

を
見
つ
め
な
お
し
、
宿
場
町
と
里
山
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
新
た

な
滞
在
型
観
光
を
創
出
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

軒下に入る設計の屋台

ハンマーダルシマーコンサート

古い町並みが特徴的な熊川宿
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の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
共
通
入
館
券

の
発
行
を
行
っ
て
い
る
。
各
美
術
館
の
入
館

料
は
10
〜
20
ド
ル
だ
が
、
こ
の
券
を
利
用

す
る
と
通
常
よ
り
も
割
安
で
利
用
で
き
る
。

จ
Խ
ɾ
ܳ
ज़
͕
ࠜ
෇
͘ 

ま
ͪ
ͮ
͘
Γ

文
化
・
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
域
内
で
文
化
・
芸
術
に
親

し
む
土
壌
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
文
化
・

芸
術
に
親
し
み
が
な
い
地
域
住
民
を
振
り

向
か
せ
る
事
例
と
し
て
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ  

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
例
を
参

考
に
し
た
い
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
訪
れ

た
子
ど
も
が
家
族
を
連
れ
て
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
に
来
館
す
る
こ
と
で
、
大
人
が

文
化
施
設
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
的
な
施
設
に
す
る

こ
と
が
大
人
の
来
館
に
つ
な
が
る
。
あ
わ

せ
て
、
大
人
向
け
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
大
人
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

元
副
参
事　

●
越　

ま
り
な

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
示
室
が

あ
る
こ
と
で
学
校
の
授
業
で
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
を
訪
問
し
、
そ
の
後
子
ど
も
が

親
と
一
緒
に
再
度
訪
問
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

同
市
は
元
々
製
造
業
が
盛
ん
な
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
化
・
芸
術
に
触
れ

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
大
人
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
市
民
が
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、文
化
・

芸
術
へ
理
解
を
深
め
た
こ
と
で
現
在
は
ほ

と
ん
ど
の
市
民
が
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ

を
受
け
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人

も
以
前
に
比
べ
て
増
加
し
た
と
い
う
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
に
は
多
い
と
き
で
１
万
人
が
来

場
す
る
も
の
が
あ
る
。
ノ
ー
ス
ア
ダ
ム
ス

市
政
府
は
、
そ
の
際
に
医
療
・
消
防
・
警

察
の
人
員
を
配
置
し
、
何
か
起
こ
っ
た
と

き
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
安
全
性
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
の
営

業
時
間
の
延
長
を
許
可
し
て
お
り
、
訪
問

客
の
１
日
の
滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
周
辺
は
他

に
３
つ
の
美
術
館
が
立
地
し
て
い

る
。
こ
の
特
徴
を
生
か
し
、
近
隣

美
術
館
と
連
携
し
て
「
ア
ー
ト
カ

ン
ト
リ
ー
」
構
想
を
掲
げ
て
い
る
。

個
々
の
美
術
館
を
広
報
す
る
の
で

は
な
く
、
ア
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
と

し
て
周
辺
地
域
を
一
体
的
に
広
報

す
る
。
ア
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
構
想

商
業
利
用
の
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

も
活
用
し
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
30
ほ
ど

の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
お
り
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
が
そ
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
各
テ

ナ
ン
ト
か
ら
不
動
産
収
入
を
得
て
い
る
。

入
居
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
に
は
美
術
工

房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
。
美
術
館

を
訪
れ
た
人
が
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
で

休
憩
し
た
り
、
お
土
産
品
を
購
入
し
た
り

す
る
こ
と
で
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
周
辺

が
賑
わ
う
。
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
が
集

客
施
設
と
な
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
に
新

た
な
商
業
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
美
術
館
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
一
般

の
方
に
貸
し
出
し
、
結
婚
式
や
記
者
会
見

場
と
し
て
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
結

婚
式
の
披
露
宴
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
敷
地
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
食

べ
物
を
注
文
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
は
、
雇
用
の
受

け
皿
で
は
な
く
集
客
施
設
と
し
て
、
来
訪

者
が
周
辺
で
飲
食
・
宿
泊
・
買
い
物
な
ど

の
経
済
活
動
を
起
こ
す
よ
う
刺
激
す
る

「
触
媒
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ଞ
ػ
ؔ
と
の
࿈
ܞ
ɾ
ڠ
ಇ

同
市
で
文
化
・
芸
術
が
定
着
し
た
要
因

の
一
つ
に
、
子
ど
も
へ
の
美
術
教
育
が
挙

げ
ら
れ
る
。

館
内
に
は
、「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」
と

い
う
展
示
室
が
あ
り
、
美
術
教
育
の
場
と

ܦ
ࡁ
׆
ಈ
Λ
ى
こ
͢ 

ू
٬
ࢪ
ઃ
と
͠
ͯ

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ
の
敷
地
は
現
代

美
術
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、

ւ
֎
調
査
報
告

Ξ
ϝ
Ϧ
Χ
߹
ऺ
国
ϊ
ồ
ε
Ξ
μ
Ϝ
ε
市

―จԽɾܳज़がࠜ෇ まͪ͘ ɾถࠃϊʔεΞμϜεࢢ―
MASS MoCAを中心としたまちづくり

ΞϝϦΧ߹ऺࠃϚανϡʔηοπभϊʔεΞμϜε市は、Ϛανϡʔηοπभ੢
෦にҐஔ͢る人ޱ໿ �ສ ����人のখ都市で͋る。����年にϚανϡʔηοπ
代ඒज़ؗʢҎԼ."44�.P$"ʣが開ؗしたことをきっかけに年ؒݱ ��ສ人Ҏ上
の٬ޫ؍がಉ市を๚れる、จ化ɾܳज़のまͪとなった。
今回は、."44�.P$"が地域にもたらしたޮՌの΄か行੓や近ྡඒज़ؗとのڠ
ྗɾ連携について調査した。

キッズスペース

MASS MoCA外観
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ε
ϩ
ー
γ
ς
ỹ
ɾ
Ϝ
ン
Ϊ
Ξ

ム
ン
ギ
ア
市
は
人
口
約
１
万
７
千
人

で
、
ス
ペ
イ
ン
北
部
に
位
置
す
る
。
ス
ロ

ー
シ
テ
ィ
に
加
盟
し
て
お
り
、環
境
政
策
、

社
会
資
本
政
策
、
都
市
生
活
の
ク
オ
リ
テ

ィ
、
地
元
生
産
物
の
活
用
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
、ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
意
識
向
上
な
ど
、

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
協
会
が
定
め
て
い
る
指
標

に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
徒
歩
・
自

転
車
お
よ
び
公
共
交
通
機
関
利
用
の
推

進
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
市
場
で
の
地

元
産
品
の
保
護
、
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

郷
土
料
理
の
振
興
、
伝
統
建
築
物
を
活
用

し
た
歴
史
・
文
化
情
報
の
発
信
な
ど
を
主

な
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は
イ
タ
リ
ア
で
始
ま
っ

た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
精
神
を
ま
ち
づ
く
り

に
適
用
し
よ
う
と
の
考
え
か
ら
始
ま
っ
て

お
り
、
経
済
活
性
化
や
観
光
誘
致
を
直
接

の
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は
「
幸
せ
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
市
民
が
住
む
ま
ち
に
は
、
自

然
に
人
が
集
ま
る
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
お
り
、
奇
を
て
ら
っ
た
こ
と
を
せ
ず
、

住
民
に
と
っ
て
幸
せ
な
生
活
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
る
。

ム
ン
ギ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
代
か
ら
続

く
少
数
言
語
を
扱
う
文
化
民
族
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
と
、
幾
度
も
戦
火
や
独
立
の
波

に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
中
で
住
民
が
主
体
的

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史

か
ら
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
定
着

し
て
い
た
。
そ
こ
に
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
理
念

が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
環
境
と
地
域
の
伝

統
を
活
用
し
た
仕
組
み
が
完
成
し
て
い
る
。

Ϝ
ン
Ϊ
Ξ
Λ
ࢀ
ߟ
ʹ
２
ͭ
の
ఏ
Ҋ

日
本
の
自
治
体
と
ム
ン
ギ
ア
で
は
歴
史

や
住
民
の
意
識
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
そ
の
ま
ま
取

り
入
れ
る
こ
と
は
無
理
だ
が
、
ム
ン
ギ
ア

を
参
考
に
、
住
民
と
行
政
の
相
互
理
解
を

深
め
な
が
ら
、
住
民
が
納
得
で
き
る
地
域

を
作
っ
て
い
く
た
め
の
手
法
と
し
て
次
の

２
点
を
提
案
す
る
。

１
点
目
が
、
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
の

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
。
住
民
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
投
書
箱
を
通
じ
て
い

つ
で
も
行
政
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
機
会
も
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
隣
近

所
と
い
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
や
す
い
小
規
模
で
の
反
省
会
や
意
見

交
換
会
を
行
い
、
そ
こ
に
行
政
の
職
員
が

入
る
こ
と
に
よ
り
、
細
や
か
に

対
応
で
き
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
作
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

２
点
目
が
、
時
代
に
即
し
た

地
域
の
伝
統
の
保
護
・
振
興
で

あ
る
。
従
来
の
伝
統
保
護
の
考

え
方
で
は
、
そ
の
時
代
を
知
ら

な
い
若
者
の
主
体
性
や
興
味
を

喚
起
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
、
た
だ
文
化
財

を
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
で

し
か
味
わ
え
な
い
体
験
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
祭
り
な
ど
を
行
う
際

も
、
次
世
代
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
か
ら

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
親

世
代
を
巻
き
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
。
さ
ら
に
、
世
代
を
越
え
た
つ
な
が

り
を
作
る
こ
と
で
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら

も
、
幅
広
い
年
齢
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
へ
と
変
え
て
い
け
る
可
能
性
も

あ
る
。

住
民
と
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密
に

し
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
住
民

主
体
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
行
く
こ

と
が
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

 

元
副
参
事　

●
富
田　

雄
士

 　

い
ず
れ
の
報
告
も
当
セ
ン
タ
ー
の

海
外
調
査
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、報
告
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ւ
֎
調
査
報
告

ε
ϖ
Π
ϯ
ɾ
Ϝ
ϯ
Ϊ
Ξ
市

ムンギアの伝統食

ムンギア市役所

―εϩʔγςΟʹऔΓ૊ΉεϖΠϯɾϜϯΪΞࢢ―
地域資源を活用しながら住民主体のまちづくり

わがࠃではٸ଎なগ子ɾྸߴ化が進展͢る中で地方から౦ݍژへの人ूޱ中はଓいて͓り、ͦのੋਖ਼
がٻめられている。また、地方では、人ޱのݮগɾྲྀ出により、ࡏݱの฻らしのܧଓまでもが困೉なঢ়
。増加に対͢る取り組みで͋るޱめられているのがަྲྀ人ٻにؕりつつ͋る。ͦの中で、近年ま͢ま͢گ
この取り組みは、֎෦へのັྗൃ৴だけでなく、ॅ民が地域のັྗ૑଄に参加͢ることで、ॅみよいま
ͪͮくりをओ体తに考えるきっかけとなることがظ଴͞れる。地域ݯࢿを活用しながらॅ民ओ体のまͪ
ͮくりを行っているεϖΠϯのখ都市、ϜϯΪΞ市でのަྲྀ人ޱ増加に޲けての取り組みを調査した。
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そ
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ
え
と
こ

と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
」
で
は
、
人
々
が

出
会
い
表
現
し
合
う
場
と
し
て
「
コ
コ
ル

ー
ム
」
と
い
う
喫
茶
店
を
模
し
た
交
流
の

場
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
有
す
る
建
物
を
作

っ
た
。
後
述
の
釜
ヶ
崎
芸
術
大
学
に
お
け

る
作
品
を
展
示
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

○
釜
ヶ
崎
芸
術
大
学
（
大
阪
市
西
成
区
）

大
阪
市
西
成
区
釜
ヶ
崎
に
お
い
て
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
月
４
、
５
回
程
度
開
催

さ
れ
る
学
び
の
場
で
あ
る
釜
ヶ
崎
芸
術
大

学
で
は
、「
学
び
合
い
た
い
人
が
い
れ
ば
、

そ
こ
が
大
学
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

芸
術
に
触
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
生

活
保
護
受
給
者
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
宿
泊
し
た
旅
行
者（
国
籍
問
わ
ず
）

も
参
加
可
能
で
、
西
成
区
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど
で
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
人

達
の
交
流
と
学
び
の
場
に
な
る
こ
と
で
新

し
い
発
想
や
考
え
が
学
生
に
も
生
活
保
護

受
給
者
に
も
生
ま
れ
て
お
り
、
生
活
保
護

受
給
者
の
仕
事
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
現

在
は
よ
り
多
く
の
出
会
い
を
生
む
べ
く
、

広
報
活
動
や
日
々
の
場
の
あ
り
方
に
注
力

し
て
い
る
。

（
３
）
大
阪
市
西
成
区
役
所

○
西
成
区
の
子
育
て
施
策

西
成
区
は
生
活
保
護
率
が
２
３
９
・
３

‰
（
４
人
に
１
人
）
と
非
常
に
高
く
、
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
が
市
内
各
区
の
中
で
も

こ
の
ほ
か
、
年
代
を
問
わ
ず
交
流
で
き

る
取
り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
お
り
、
代

表
の
徳
谷
章
子
氏
は
乳
幼
児
親
子
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
つ
な
が
る
福
祉
の
拠
点
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
後
も
活
動
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
語
っ
た
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

「
こ
え
と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
」

（
大
阪
市
西
成
区
）

○
釜
ヶ
崎
の
課
題
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ
え

と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
」
の
目
標

大
阪
市
西
成
区
釜
ヶ
崎
と
い
う
土
地
は
、

昔
か
ら
日
雇
い
労
働
者
の
街
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
現
在
、
生
活
保
護
受
給
者
や

ホ
ー
ム
レ
ス
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

特
に
生
活
保
護
受
給
者
は
外
に
出
て
人
と

交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
孤
独
死
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。

（
１
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド 

（
大
阪
市
東
住
吉
区
）

学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
「
て
ら
こ
や
ワ
イ
ワ
イ
ク

ッ
キ
ン
グ
」と
い
う
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

子
ど
も
一
人
一
人
に
合
っ
た
内
容
で
学
習

指
導
を
行
う
ほ
か
、
遊
び
の
内
容
を
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
提
案
で
決
定
す
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
て

実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
達
成
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
と
い

う
。
実
際
に
、
小
学
生
の
頃
は
不
登
校
だ

っ
た
子
が
元
気
と
自
信
を
取
り
戻
し
、
中

学
校
に
上
が
り
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た

例
も
あ
る
そ
う
だ
。

ハートフレンドの外観

国
内
調
査
報
告

大
阪
市

―地域内のさまざまな団体が連携、地域総出で子育て―
教育×福祉を活用したひとづくり・まちづくり

近年、核家族化が進み、子どもを預ける保育施設や放課後児童クラブなどの利用者が増加している。
また、大都市を中心に貧困率が上昇し、これらの対策として様々な事業が行われているが、福祉事業や
教育事業など各事業単独での取り組みは限界を迎えている。今後は他分野や多世代を巻き込んだ事業を
展開し地域総出で子育てや福祉に参画してもらうため、地域に愛着を持ってくれる人を育てていくこと
が重要と考えられる。今回は、地域への愛着心を各方面からの支援を得てどのように醸成していくかに
ついて大阪市内の各団体や自治体を対象に調査した。また、他事業と連携しての活動や官民連携の取り
組みについても調査した。

2018・6月号地域づくり 本編 22



事
業
で
あ
る
。

ま
と
め

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と

で
対
象
者
や
活
動
範
囲
が
広
が
り
、
さ
ら

に
そ
の
団
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
対

象
者
の
支
援
を
よ
り
密
に
行
う
こ
と
が
で

き
、
事
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ー
ト

フ
レ
ン
ド
の
よ
う
な
世
代
間
交
流
や
釜
ヶ

崎
芸
術
大
学
の
よ
う
な
地
域
と
の
交
流

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
世
代
の
親
た
ち
の
ケ

ア
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
助

を
担
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

自
治
体
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
行
政
の
も
つ

強
み
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
や
発
信

力
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
行
政
が
対
応

す
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
役
割
を
果
た
し

つ
つ
地
域
団
体
と
の
関
係
づ
く
り
や
協
働

体
制
の
構
築
を
い
か
に
図
る
か
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
と
の
情
報
共
有
や

交
流
し
や
す
い
場
づ
く
り
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

●
篠
原　

歩 
 

（
福
岡
県
那
珂
川
町
か
ら
出
向
） 

　
　

木
村　

由
季

 

（
秋
田
県
大
館
市
か
ら
出
向
）

い
る
。

○
「
に
し
な
り
☆
こ
ど
も
食
堂
」（
大
阪

市
西
成
区
）

西
成
区
の
北
西
部
の
地
域
で
開
設
さ
れ

た
「
に
し
な
り
☆
こ
ど
も
食
堂
」
は
、
他

の
こ
ど
も
食
堂
主
催
団
体
や
区
役
所
と

様
々
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
効
果

と
し
て
は
、
異
学
年
の
子
同
士
が
隔
た
り

な
く
遊
び
、言
葉
遣
い
が
穏
や
か
に
な
り
、

思
い
や
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
当
に
こ
ど
も
食
堂
に
来
る

こ
と
が
必
要
な
子
を
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
連
れ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

（
４
）
大
阪
市
東
住
吉
区
役
所

○
東
住
吉
区
の
子
育
て
支
援
・
教
育
施
策

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
を
主

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
区
内
の
子
育
て

支
援
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
約
60
団
体
が
「
東
住
吉
区
子
育
て

支
援
連
絡
会
」
を
構
成
し
、
行
政
と
市
民

が
協
働
し
て
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

提
供
と
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
阪
市
内
で
は
東
住
吉
区
で
初

め
て
実
施
さ
れ
た
「
キ
ャ
ッ
チ
＆
フ
ォ
ロ

ー
事
業
」
は
、
子
育
て
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
保
護
者
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
早
期
に

親
と
子
の
よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
を
支
援

す
る
親
育
て
講
座
や
交
流
の
場
を
提
供

し
、
地
域
で
親
子
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

就
学
前
ま
で
の
子
育
て
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

低
い
な
ど
、
子
ど
も
を
育
て
る
に
は

非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

「
子
育
て
」
と
「
教
育
」
は
同
じ

部
署
が
担
当
し
て
お
り
、
２
つ
の
分

野
に
ま
た
が
っ
た
事
業
と
し
て
「
西

成
区
こ
ど
も
生
活
・
ま
な
び
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
が
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、

各
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
フ
ル

タ
イ
ム
の
「
こ
ど
も
生
活
・
ま
な
び

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
登
校
指

導
や
遅
刻
し
た
子
の
家
へ
の
家
庭
訪

問
、
登
校
後
の
１
対
１
対
応
、
放
課

後
支
援
、
児
童
生
徒
本
人
や
家
庭
へ

の
支
援
が
で
き
る
既
存
の
事
業
の
紹

介
と
い
っ
た
よ
う
に
、
教
育
分
野
・

福
祉
分
野
に
ま
た
が
っ
た
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、エ
リ
ア
管
理
者
、

区
職
員
、
学
校
長
は
定
期
的
に
連
絡

会
を
開
催
し
て
情
報
共
有
を
図
っ
て

子ども食堂

釜ヶ崎芸術大学の様子
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書 籍 紹 介

どうしてこんなに働かされ続けるのか、なぜ給料は上がらないのか、自分は何になりたい
のか…多くの人が、これまでの人生の中でこんなことを一度は感じたことがあるのではない
だろうか。

この本は、鳥取県智頭町にある「タルマーリー」というパン屋を経営する渡邉格氏によっ
て書かれたものである。パン屋の名前である「タルマーリー」の由来は、筆者と妻のマリ氏
の名前を合わせたもので、筆者の生い立ちから現在に至るまで筆者が何を考えどう生きてき
たかが語られている。

筆者は、30 歳のときにそれまで勤めていた会社を辞め、「小さくてもほんとうのことがし
たい」と、田舎でパン屋になることを決意する。パン屋の修行を始めるも、大量生産・大量
消費の社会において、働いても働いても自分の生活が豊かにならないことに筆者は疑問を感
じていく。

パン作りに使う、「菌」がこの本においてはキーワードとなっている。古民家に住み着く
天然の「菌」である酒種（さかだね）をつかって発酵させるというパンづくりにこだわり、
パン 1 個は 350 円という決して安くはない値段。週に 3 日は休み、年に 1 カ月の長期休み
を取るという変わったパン屋。店の経営理念は「利潤を出さないこと」。

作って売れば売るほど地域の経済が活性化し、地域で暮らす人が豊かになり、地域の自然
と環境が生態系の豊かさと多様性を取り戻していくパン作りを目指す、という筆者の信念を
読み進めていくほどじわじわと感じることができる。自分の生き方、働き方について考えさ
せられる 1 冊である。

田舎のパン屋が見つけた「腐る経済」

渡邉　格（わたなべ　いたる）　著
講談社（2013年 9月25日発行）
定価：1,600円＋税

本書は、カリフォルニア州副知事ギャビン・ニューサム氏の原著「Citizenville」を監訳
したものであり、全米各地の自治体がテクノロジーを活用して展開している取り組みやグー
グル、ツイッターなど世界的な新興企業の創設者、キーパーソンの紹介など、社会と民主主
義の未来を描いた 1 冊である。

本書における著者の主張は、政府や自治体はプラットフォーム（市民を動かすための土台
となる環境）となれというものだ。行政が蓄積している膨大なデータをオープンデータとし
て公開し、問題の発見と解決は、知識豊富な市民が創るアプリに任せる。そうすることで、
インターネットが無い時代のトップダウン型で官僚主義的な古い階層構造が、真に民主的な
ボトムアップ型の市民参加の構造に置き換えられるという。そのための方策として、①政府
は完全な透明性を持つこと②政府が公開したデータを活用して有効なアプリ等が創られるよ
う人々を奨励すること③人々をそれぞれが望むやり方で政治参加させること④人々が政府を
通さず事を運ぶことを認めること⑤より創造的・起業家的な思考様式を政府に植え付けるこ
と、の 5 つが挙げられている。

また、本著では、シビックテック（市民がテクノロジーを活用して、社会課題を解決しよ
うとする取り組み・考え方）を進める団体として世界で初めて組織された Code for 
America も紹介されている。

このシビックテックの取り組みは、日本においても、Code for America の日本版を作り
たいと Code for Japan が設立された他、全国各地で Code for X（コード・フォー・コミュ
ニティ。X には通常、国名や地名が入る）が組織されており、広がりをみせている。こうした
取り組みを進める上で、本書で紹介されている事例や考え方は大いに参考になるものである。

未来政府
プラットフォーム民主主義

ギャビン・ニューサム＋リサ・ディッキー（ライター）　著
稲継　裕昭　監訳
町田　敦夫　訳
東洋経済新報社（2016年 10月 13日発行）
定価：2400円＋税
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広報室
だより

背
　
景

国
・
地
方
自
治
体
で
は
、
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
抑
え
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地
方
創
生
総

合
戦
略
を
基
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
縦
割
り
行
政
で
は
対
応
が
困
難

な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
そ
の
舵
取
り
を

行
う
行
政
職
員
が
、
自
治
体
の
自
立
的
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
縦
割
り
の
専
門
人
材
の
み
な
ら

ず
、
広
く
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
獲

得
し
横
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
脈
を
広
げ

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
「
横
串

人
材
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
　
用

自
治
体
等
と
当
セ
ン
タ
ー
が
人
材
育
成

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
密
な
関

係
構
築
の
も
と
に
協
議
を
重
ね
て
、目
的
、

方
針
、
目
指
す
べ
き
人
物
像
（
地
域
リ
ー

ダ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
な
ど
）
な
ど
を
明
確
に
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
・
立
案
・
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
の
現
状
や
地

方
創
生
に
必
要
な
人
材
像
に
つ

い
て
協
議
す
る
際
に
は
、
多
様

な
主
体
の
参
加
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
人
材
育
成
部

門
の
み
な
ら
ず
地
方
創
生
担
当

部
門
等
も
交
え
て
協
議
し
て
い

く
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー
に
職
員

を
派
遣
し
て
い
る
自
治
体
に
つ

い
て
は
、
そ
の
派
遣
職
員
も
協

議
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
　
徴

○
知
を
探
索
し
、
人
や
地
域
を
つ
な
げ
る

能
力
の
獲
得
・
向
上

研
究
者
・
実
践
者
か
ら
な
る
多
様
な
分
野

の
講
師
に
よ
る
講
義
や
、
参
加
者
同
士
の

議
論
・
共
同
作
業
を
通
じ
て
地
方
創
生
を

担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
予
算
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

自
治
体
の
関
係
部
門
と
密
接
に
連
携
し
、

地
域
の
現
状
や
必
要
性
に
応
じ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
・
立
案
・
実
施
し
ま
す
。

○
複
数
年
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

着
実
な
人
材
育
成

自
治
体
の
人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
・
計
画
に

基
づ
き
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
複
数
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
も
可
能
で
す
。

○
地
域
住
民
な
ど
自
治
体
職
員
以
外
も
対
象

自
治
体
職
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
と

自
治
体
職
員
が
と
も
に
受
講
で
き
る
講
座

や
地
域
課
題
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
共
同
実
施
も
可
能

定
住
自
立
圏
な
ど
の
広
域
圏
、
複
数
の
自

治
体
、
各
県
市
町
会
・
町
村
会
・
市
町
村

振
興
協
会
な
ど
で
連
携
実
施
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

○
東
京
・
他
地
域
の
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
実

践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
目
的
と
し
た

土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
や
地
方
創
生
実
践

塾
、
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
た
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
な
ど
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
自
治
体

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
に

適
合
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
入
れ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

財
政
的
支
援

当
セ
ン
タ
ー
と
人
材
育
成
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
た
自
治
体
の
う
ち
、
人

材
育
成
手
法
の
多
様
性
や
事
業
効
果
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
経
費
の
一
部
に
対
す
る
助
成
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
財
団
法
人 

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
室

電　

話
：
０
３
‐
５
２
０
２
‐
６
１
３
４

メ
ー
ル
：creative@

jcrd.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.jcrd.jp/

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
活
力
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
諸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
づ
く
り
全
般
に

関
す
る
情
報
提
供
及
び
調
査
・
研
究
、
ひ
と
づ
く
り
と
研
修
・
交
流
、
並
び
に
ま
ち
づ
く
り
へ

の
助
成
な
ど
を
通
し
て
地
方
公
共
団
体
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
が
30
余
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
地
域
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
関

す
る
知
見
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
様
々
な

セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
「
人
材
育
成
パ
ッ
ケ
ー
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で
一
貫
し
て
協
働
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
単
独
の
町
村
の
み
な
ら
ず
各
県
町
村
会
で
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

地
方
創
生
の
た
め
の

　
　
　「
人
材
育
成
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
始

※  「予算額」には、現地への交通費、宿泊費等は含
まれていません。
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地域づくり は人づくり

福
知
山
市
に
つ
い
て

―
福
知
山
市
の
概
要
と
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

福
知
山
市
は
京
都
府
北
部
に
あ
る
、
人
口
７
万
９
千
人

の
市
で
、
面
積
は
５
５
３
平
方
㌔
と
京
都
府
で
３
番
目
に

広
大
な
市
域
を
有
し
て
い
ま
す
。
昭
和
12
年
に
市
制
移
行

し
、
以
降
何
度
か
合
併
を
繰
返
し
、
平
成
18
年
１
月
に
周

辺
の
３
町
と
合
併
し
、
今
の
福
知
山
市
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
市
と
神
戸
市
か
ら
約
60
㌔
、
大
阪
市
か
ら
は
約
70

㌔
の
距
離
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
、
山
陰
本
線
な
ど
の

鉄
道
網
や
、
国
道
、
高
速
道
路
な
ど
の
交
通
網
の
発
達
に

よ
っ
て
、
京
阪
神
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
、
古
く
か
ら

北
近
畿
の
広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
立
地
も
活
か
し
た
長
田
野
工
業
団
地
で
は
、
総
出

荷
額
が
約
２
８
０
０
億
円
を
超
え
、
そ
の
従
業
員
約
６
４

０
０
人
の
８
割
が
福
知
山
市
に
住
み
、
ま
ち
の
経
済
・
雇

用
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
中
で
、
本

年
１
月
に
、
中
小
企
業
経
営
者
・
農
業
者
・
起
業
者
な
ど

へ
の
支
援
と
し
て
、「
福
知
山
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

ド

ッ
コ
イ
セ
！
ｂ
ｉ
ｚ
」
を
立
上
げ
、
売
上
向
上
を
は
じ
め

多
様
な
経
営
課
題
、
起
業
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施

し
、
成
果
が
上
が
る
ま
で
何
度
で
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴
走

型
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
面
で
は
、

平
成
32
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
決
定
し
た

戦
国
武
将
、
明
智
光
秀
が
築
城
し
、
本
年
は
将
棋
の
羽
生

竜
王
が
挑
戦
者
と
戦
う
竜
王
戦
の
舞
台
と
な
る
福
知
山
城

や
、
大
江
山
の
鬼
伝
説
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
文
化
遺

産
、
西
日
本
三
大
家
畜
市
場
を
も
と
に
発
展
し
た
本
市
独

自
の
肉
食
文
化
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
観
光
資
源
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
観
光
産
業

の
振
興
を
中
心
と
し
た
観
光
と
と
も
に
、
福
知
山
市
を
訪

れ
て
く
れ
た
人
と
地
域
が
地
域
の
農
産
物
や
文
化
、
自
然

な
ど
を
き
っ
か
け
に
交
流
し
、
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
行

う
「
福
知
山
観
光
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

地
域
づ
く
り
と
産
業
の
両
面
か
ら
地
域
活
性
化
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
知
山
市
に
は
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い

け
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
知
山
市
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

―
人
材
育
成
基
本
方
針
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

人
材
育
成
基
本
方
針
は
、
め
ざ
す
職
員
像
を
掲
げ
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
意
欲
・
能
力
を
高
め
、
成
長
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
組
織
力
が
向
上
し
、
ひ
い
て
は
市
民
の
み
な
さ

ま
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
っ
た
考
え
方
の
も
と
、
人
材
育
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
を
つ
く
る
の
も
、
行
政
を
つ
く
る
の
も
結
局
は
人

で
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
に

は
い
ろ
い
ろ
経
験
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職
場

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い

思
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
福
知
山
市
の
大
橋
一
夫
市
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

京都府福知山市長

大橋 一夫 氏

できない理由を考えるのではなく、
できる方法を考える職員に

なってほしい

◉大橋 一夫氏プロフィール
1954年生まれ。立命館大学法学部卒業後、1980年に裁判所
職員として採用。2005年に裁判所を退職した後、2007年4
月に京都府議会議員に初当選し、3期9年務めた。2016年6
月に福知山市長に就任。現在1期目。
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研
修
）
も
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
茹
で
ガ
エ
ル
に

な
ら
な
い
よ
う
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
（
職
場
外
研
修
）
も
し
っ

か
り
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
国
や
府
に
職
員
を
積
極
的
に
派
遣
し
、
そ

こ
で
全
国
の
新
し
い
取
り
組
み
に
触
れ
、
学
び
、
習
得
し

た
力
を
福
知
山
市
に
還
元
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
働
い
た
経
験
を
持

つ
職
員
を
登
用
し
、
福
知
山
市
役
所
を
客
観
的
に
見
て
も

ら
う
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
得
た
知
識
・
経
験
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
職
員
に
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
経
営
に
お
い
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
、市
の
未
来
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、

直
面
す
る
課
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
る
力
、
市

民
の
み
な
さ
ま
に
理
解
し
て
も
ら
う
力
が
必
要
で
す
。
今

ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
仕
事
の
仕
方
を
思
い
切
っ
て
見
直
し

「
で
き
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
方
法

を
考
え
る
職
員
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
橋
市
長
の
考
え
る
「
人
材
育
成
」
と
は

―
若
手
職
員
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は

若
手
職
員
に
は
、
次
に
ま
ち
を
支
え
て
い
く
担
い
手
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
が
原
点
と
し
て
い
る
「
土
地

を
知
り
、
人
を
知
り
、
人
の
心
を
知
る
」
と
い
う
視
点
を

も
っ
て
、
で
き
る
限
り
地
域
に
出
て
、
現
地
・
現
場
を
起

点
に
市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
本
市
の
課
題
や
将
来
の

こ
と
を
考
え
、「
他
を
知
り
、
他
か
ら
学
び
、
他
と
結
ぶ
」

と
い
う
視
点
も
加
え
て
、
地
域
や
産
学
官
と
い
っ
た
多
様

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
課
題
解
決
に
向
け
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
全
事
業
棚
卸
し
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本

市
の
課
題
を
広
く
理
解
で
き
、
ま
た
、
担
当
外
の
事
務
事

業
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
、
自
ら
担
当
す
る
事
業
を
見
直
す
習
慣
も
身
に
つ

け
る
育
成
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年

度
は
、
ま
ち
全
体
が
盛
り
上
が
る
新
規
事
業
を

考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
職
員
の
育
成
に
は
、
職
場
の
上

司
が
若
手
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
適
切
に

指
導
・
助
言
・
後
押
し
で
き
る
職
場
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
上
司
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
理
解
や
研
修
に
つ
い
て

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
協
定
を
受

け
て
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
人
材
育
成
に
関
す

る
連
携
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
知

山
市
の
人
材
育
成
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
関
と
し
て
御
支
援

い
た
だ
け
る
と
い
う
体
制
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
結
ば
れ
た
千
葉
県
い
す
み
市
さ
ん

と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
福
知
山
市
出
身
の
シ
ェ
フ
が

い
す
み
市
で
観
光
大
使
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
横
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
椎
川
忍
理
事
長
が
お
っ
し
ゃ
る
「
横

串
人
材
」
に
も
共
感
し
て
お
り
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
、
他
の
自
治
体
と
連
携
で
き
る
こ
と
は
本
市
職

員
に
と
っ
て
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
や
、様
々

な
取
り
組
み
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
、
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
庁
内
他
部
署
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
や
企
業
、
福
知
山
公
立
大
学
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
次
の
時
代
を
支
え
る
の
は
若
い
人
で

す
。
福
知
山
市
職
員
は
職
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
で

も
あ
り
ま
す
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
受
け
、
若
い
人
達
が
主
体
的
に
自
分
達
の
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
思
う
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◇

「
土
地
を
知
り
、
人
を
知
り
、
人
の
心
を
知
る
」「
他
を

知
り
、
他
か
ら
学
び
、
他
と
結
ぶ
」
―
横
串
人
材
の
育
成

に
力
を
入
れ
る
福
知
山
市
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
情
報
課

 

●
千
田　

達
也
（
岩
手
県
金
ケ
崎
町
か
ら
出
向
）

大橋市長と取材班

大橋市長への取材の様子
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世
羅
町
は
、
広
島
県
の
中
東
部
に
位
置
し
、
通
称
「
世
羅
台
地
」

あ
る
い
は
「
世
羅
高
原
」
と
呼
ば
れ
る
標
高
３
５
０
〜
４
５
０
㍍

の
緩
や
か
な
高
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
瀬
戸
内
海

に
流
れ
る
芦
田
川
水
系
と
日
本
海
に
流
れ
る
江
の
川
水
系
の
分
水

嶺
が
あ
り
ま
す
。

古
く
は
平
安
時
代
、
紀
州
の
高
野
山
領
と
し
て
営
ま
れ
た
荘
園

「
備
後
国
大
田
庄
」
と
し
て
、
今
も
残
る
「
今
高
野
山
龍
華
寺
」

を
中
心
に
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
肥
沃
な
土
地
を
生

か
し
て
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
が
世
羅
町
の
基
幹
産
業
と
な

り
、
集
落
法
人
化
や
６
次
産
業
化
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。

近
年
で
は
、
瀬
戸
内
と
山
陰
を
結
ぶ
中
国
や
ま
な
み
街
道
や
広

島
空
港
か
ら
の
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
に
よ
り
交
通
ア
ク
セ
ス
も

良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
は
も
と
よ
り
、
花
や
果
樹
を
活

用
し
た
観
光
振
興
に
よ
っ
て
、
世
羅
町
は
年
々
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。

四
季
折
々
の
彩
り
を
楽
し
め
る
観
光
農
園
も
年
々
進
化
し
、
カ

メ
ラ
女
子
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
同
園
の
写
真
を
あ
げ
た
り
し

て
、
観
光
客
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
産
食
材
を
つ
か
っ

た
世
羅
バ
ー
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
好
評
で
す
。

駅
伝
の
ま
ち
「
世
羅
」
を
全
国
に
知
ら
し
め
て
い
る
世
羅
高
校

陸
上
競
技
部
は
、
平
成
27
年
の
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
で
男
女

同
時
優
勝
、
そ
し
て
「
神
の
領
域
」
と
ま
で
形
容
さ
れ
た
大
会
記

録
を
塗
り
替
え
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
世
羅

高
校
か
ら
は
、
世
界
に
通
じ
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
多
く
輩
出
さ
れ
、

各
所
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
箱
根
駅
伝
で
連
覇
中
の
青
山
学
院

大
学
・
原
監
督
も
世
羅
高
校
の
出
身
で
す
。
現
在
、
世
羅
高
校
で

は
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
ト
ッ

プ
ラ
ン
世
羅
」
を
合
言
葉
に
、
郷
土
を
愛
し
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

力
強
く
生
き
抜
く
、志
あ
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
世
羅
町
で
は
次
世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
と
町
外
の
方

と
の
交
流
に
繋
が
る
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
誰
も
が
利
用
で
き
る
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
創
設
す

る
こ
と
で
、世
羅
高
校
の
応
援
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
６
次
産
業
と
い
う
言
葉
で
す

が
、
世
羅
町
で
は
町
合
併
前
の
平
成
10
年
か
ら
６
次
産
業
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
全
国
的
に
６
次
産
業
の
先
進
地
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
世
羅
ブ
ラ
ン
ド
事
業
と

６
次
産
業
の
戦
略
を
名
実
と
も
に
す
る
た
め
、
全
国
展
開
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
世
羅
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
寒
暖
の
差
が
多
い
世
羅
の
気

候
を
強
み
と
し
た
世
羅
町
産
ブ
ド
ウ
に
よ
る
高
品
質
の
ワ
イ
ン
を

提
供
し
て
お
り
、マ
ツ
タ
ケ
に
似
た
松
き
の
こ
と
と
も
に
好
評
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
は
常
に
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
集
落
法

人
の
連
携
に
よ
る
新
組
織
を
モ
デ
ル
と
し
、
土
地
改
良
事
業
等
を

展
開
し
新
た
な
担
い
手
の
育
成
と
、
販
路
拡
大
の
支
援
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
対
応
す
べ
く
農
泊
体
験
事
業
な

ど
、
生
産
者
と
飲
食
関
係
者
が
連
携
し
、
高
収
益
に
繋
が
る
よ
う

後
押
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

世
羅
町
の
第
２
次
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
に
向
け
て
、

５
つ
の
視
点
（
健
康
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
安
全

安
心
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
）
で
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
高
齢
者
支
援
と
し
て
免
許
返
納
者
へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
お
よ

び
タ
ク
シ
ー
助
成
の
共
通
券
（
た
す
き
ー
券
）
の
発
行
や
、
子
育

て
支
援
と
し
て
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
の
料
金
半
額
、
新
生
児

へ
の
お
む
つ
購
入
費
助
成
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
世
羅
町
に
住
ん
で
い
る
方
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
町
外
の
方
に
も
世
羅
町
に
注
目
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
に
お
い
て
町
民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広島県世羅町長 奥田正和

いつまでも住み続けたい
日本一のふるさとを目指して
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表
紙

モ
ネ
の
池

（
岐
阜
県
関
市
）

関
市
は
、
岐
阜
県
中
濃
地
区
に
位
置
し
、
刃
物
産
業

を
中
心
と
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
で
す
。ま
た
洞
戸
、

板
取
と
い
っ
た
関
市
北
部
に
は
透
き
通
っ
た
清
流
も
あ

り
豊
か
な
自
然
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

中
で
も
関
市
板
取
地
区
に
あ
る
名
も
な
き
池
は
関
市

の
水
の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
お
す
す
め
の
観
光
地
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
が
描
い
た

名
作「
睡
蓮
」に
池
の
風
景
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら「
モ

ネ
の
池
」
と
呼
ば
れ
、
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
も
な
り
、
多

く
の
お
客
様
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
の
画
像
を
求
め
、
足
を
運
ば

れ
て
い
ま
す
。

６
月
は
モ
ネ
の
池
に
「
ヒ
メ
ス
イ
レ
ン
」
が
咲
く
時

期
で
、
年
間
を
通
し
て
最
も
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。

モ
ネ
の
池
周
辺
の
国
道
沿
い
に
は
お
客
様
用
駐
車
場

や
お
手
洗
い
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
お
客
様
を
万
全
の

態
勢
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

関
の
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
モ
ネ
の
池
に
皆

様
が
来
て
く
だ
さ
る
日
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
関
市
産
業
経
済
部
観
光
課

 

（
０
５
７
５
‐
２
３
‐
７
７
０
４
）

 

（
写
真
提
供
＝
一
般
社
団
法
人
　
関
市
観
光
協
会
）

名もなき池（通称：モネの池）

 1 巻頭エッセー／「世界に輝く静岡」の実現に向けて 田辺信宏（静岡市長）

レギュラーリポート

●宮城県栗原市 池干しによるオオクチバス駆除 三塚牧夫

●千葉県いすみ市 特定外来生物キョンの製品化 石川雄揮

●福井県鯖江市 若狭牛の放牧によるイノシシ対策 服部義和

●兵庫県 捕獲から製品流通までネットワークを活用 入舩郁也

●島根県美郷町 農家自らイノシシを捕獲し、肉や皮を商品化 森田朱音

●熊本県熊本市 ジビエ肉を新たな地域資源として有効活用 田川敬二

【特集編では基調論文、全10事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2�  統合的な野生動物管理システムの構築に向けて 梶　光一（東京農工大学大学院
農学研究院 教授 ）

 6 北海道名寄市 特定外来生物の防除・啓発活動で住民と協働 小林訓伯

 8 長野県小諸市 永続的な野生鳥獣対策システムを構築 竹下　毅

 10 鳥取県鳥取市 狩猟を通して人と触れ合うハンター民宿 上田知子

 12 徳島県 ジビエ・ビジネスを通じた野生生物マネジメント体制 内藤直樹

 14  捕獲鳥獣のジビエ利用を通じた地域づくりの可能性 山内芳紀（農林水産省農村環境課鳥獣
対策室鳥獣利活用推進係長）

基調論文

副基調論文

“ がんばる地域 ”応援事業　福井県若狭町
空き家を地域活性化のツールに
 阪野真人

海外調査報告　アメリカ合衆国ノースアダムス市
MASS MoCAを中心としたまちづくり
海外調査報告　スペイン・ムンギア市
地域資源を活用しながら住民主体のまちづくり
国内調査報告　大阪市
教育×福祉を活用したひとづくり・まちづくり
ॻ੶঺հ

広報室だより
地方創生のための

「人材育成パッケージプログラム」を開始

  グラビア

表3 手前みそですが… 【大阪府河内長野市】

地域づくりは人づくり
できない理由を考えるのではなく、
できる方法を考える職員になってほしい
 大橋一夫（福知山市長）

ट௕のࢥい

いつまでも住み続けたい
日本一のふるさとを目指して

奥田正和（広島県世羅町長）

特　集 生き物対策と地域づくり

18

20

21

22

24

25

26

28

̎̌̍ -̔ 6
河内長野市

大
阪
府

232

河内長野市は大阪府の南東、
奈良県と和歌山県の県境に

位置し、大阪府内で3番目に広
く、面積の約7割は森林という
「自然豊かなまち」です。
市の玄関口「河内長野駅」へは
南海高野線なんば駅（大阪市中央
区）から電車で約30分。市街地
から少し離れると、滝畑ダムの上
流に大小様々な滝が流れ、キャン
プに最適。標高897㍍の岩湧山
の山頂は、秋になるとススキの宝庫に。近年はカラフルなウ
ェアをまとった「山ガール」がたくさん訪れています。
また、国宝7件をはじめ多くの文化財が現存し、その数は
全国でも有数。まさに「まちじゅう博物館」です。市内には
京都や大阪、堺から高野山へと至る3本の高野街道が縦断
し、街道が開かれた平安時代には空海が、南北朝時代には楠
木正成が、戦国時代には真田幸村など多くの武将が通った道
でもあります。

道の駅「奥河内くろまろの郷」では、季節の野菜や果物の
ほか加工品などが販売され、中でも桃、ぶどう、なしが特産
品。近くには、大阪府立花の文化園や関西サイクルスポーツ
センター、ふるさと歴史学習館などがあり、レンタサイクル
で市内を巡ることもできます。
都会に近い、けれど喧噪から少し離れた穏やかな佇まい。
自然とより添いながら、「癒しの暮らし」を実現できる河内
長野市にぜひ一度お越しください。

█楠木正成像（観心寺）
鎌倉時代末期に活躍した武将。今も「楠公さん」と呼ばれ、多くの人から親しまれています

歴
史
と
自
然
の
ま
ち

お
い
で
よ
河
内
長
野
へ

█大日如来坐像（金剛寺）
本尊の坐像三躯は、昨年、新たに国宝に
指定されました

█荒滝（滝畑四十八滝）
滝畑ダムの上流には、マイナスイオンの
あふれる大小様々な滝が流れています

█高野街道（酒蔵どおり）
天野酒の酒蔵では、今も地酒づくりが行
われています
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　　　　　　　グラビア

 2 基調論文 統合的な野生動物管理システムの構築に向けて 梶　光一（東京農工大学大学院農学研究院 教授 ）

 6 北海道名寄市 特定外来生物の防除・啓発活動で住民と協働 小林訓伯

 8 宮城県栗原市 池干しによるオオクチバス駆除 三塚牧夫

 10 千葉県いすみ市 特定外来生物キョンの製品化 石川雄揮

 12 長野県小諸市 永続的な野生鳥獣対策システムを構築 竹下　毅

 14 福井県鯖江市 若狭牛の放牧によるイノシシ対策 服部義和

 16 兵庫県 捕獲から製品流通までネットワークを活用 入舩郁也

 18 鳥取県鳥取市 狩猟を通して人と触れ合うハンター民宿 上田知子

 20 島根県美郷町 農家自らイノシシを捕獲し、肉や皮を商品化 森田朱音

 22 徳島県 ジビエ・ビジネスを通じた野生生物マネジメント体制 内藤直樹

 24 熊本県熊本市 ジビエ肉を新たな地域資源として有効活用 田川敬二

 26 副基調論文 捕獲鳥獣のジビエ利用を通じた地域づくりの可能性 山内芳紀（農林水産省農村環境課鳥獣対策室鳥獣利活用推進係長）

 30 トピックス　名桜大学 おきなわの健康長寿復活へ、公立大学を拠点に支援活動を展開 高瀬幸一

 32 地域トピックス　長野県松本市 若い力を地域づくりに生かす 山岸清治
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˔ ๺ւಓ໊ࢢد（p６- ７）

実
施
⑥
「
え
ご
ま
」
を
特
産
品
と
す
る
活

動
⑦
子
ど
も
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

の
継
続
⑧
福
祉
を
視
点
と
し
た
地
域
づ
く

り
の
実
践
⑨
「
食
」
を
通
し
て
の
世
代
間

交
流
、
地
域
づ
く
り
の
実
践
、
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
域
住
民
・
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
・
公
民
館
職
員
が
一
体

に
な
っ
て
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
松
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.m

atsum
oto.

nagano.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

成
果

（
１
）
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
の
実
施

①
入
山
辺
地
区
の「
巨
峰
干
し
ぶ
ど
う
」

の
開
発
・
販
売
②
中
央
地
区
野
菜
市
で
の

入
山
辺
地
区
の
野
菜
販
売
③
奈
川
地
区
の

え
ご
ま
商
品
の
開
発
・
販
売
④
中
央
地
区

の
カ
フ
ェ
「
あ
げ
つ
ち
」、
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
地
域
の
中
で
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
大

き
な
成
果
で
す
。

（
２
）
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

若
い
イ
ン
タ
ー
ン
が
地
域
づ
く
り
に
携

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
刺
激
を

受
け
、「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
意

欲
を
持
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
が
こ
う
し
た
意
欲
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
自
身
の
成
長

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
自
身
の
成
長
も

欠
か
せ
な
い
成
果
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。地
域
住
民
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

担
当
地
区
へ
の
愛
着
が
わ
き
、「
も
っ
と

地
区
を
よ
く
し
よ
う
！
」
と
様
々
な
実
践

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
か
つ
、
地
域
住
民

の
主
体
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
新
卒

で
イ
ン
タ
ー
ン
と
な
っ
た
者
は
、
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
一
緒

に
働
く
市
職
員
か
ら
地
域
の
見
方
を
学

び
、
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
イ
ン
タ
ー
ン
１
期
生
の
意
識

１
期
生
は
、
平
成
30
年
３
月
を
も
っ
て

イ
ン
タ
ー
ン
期
間
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

松
本
市
外
出
身
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
任
期

満
了
後
に
松
本
市
へ
の
定
着
を
希
望
し
、

ま
た
、
全
員
が
終
了
後
も
何
ら
か
の
形
で

地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
お
り
、「
地
元
定
着
を
図
る
」

と
い
う
目
的
は
、
達
成
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
開

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価

３
年
間
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
培
っ
て
き

た
「
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
・
能
力
」

へ
の
評
価
を
、「
松
本
市
地
域
づ
く
り
ヤ

ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
就

職
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
、「
松
本
市

地
域
づ
く
り
ヤ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
２
月
６
日
に
１

期
生
５
人
が
、
初
の
認
定
者
と
な
り
ま
し

た
。
２
期
生
以
降
は
、
就
職
に
活
か
せ
る

よ
う
早
め
に
認
定
し
て
い
く
と
と
も
に
、

民
間
企
業
な
ど
へ
の
周
知
を
的
確
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

（
２
）
事
業
の
継
続
性

イ
ン
タ
ー
ン
が
い
な
く
な
っ
た
後
、
地

域
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
継
続
で
き
る

よ
う
な
事
業
展
開
や
住
民
の
意
識
変
化
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ン
あ
り
き
で
は
な
い
事
業
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

（
３
）
他
大
学
と
の
連
携

議
会
な
ど
か
ら
、「
市
内
の
他
大
学
と

も
連
携
を
考
え
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
」

と
い
う
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他

大
学
で
も
松
本
大
学
の
よ
う
な
対
応
が
可

能
か
確
認
し
つ
つ
、
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
４
）
起
業
支
援
の
あ
り
方

現
在
は
、
起
業
を
希
望
す
る
者
へ
の
支

援
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
に
起
業
を
希
望
す
る

者
へ
の
、
官
民
連
携
し
た
支
援
方
法
等
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ヤングマイスター認定証交付式

鎌田地区　お宝発掘発表会

中央地区　カフェあげつちの様子

CBI 講座の様子
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シカに特化したお祭り「文鹿祭」。今年は神戸市の生田
神社で開催、シカ肉の良さやシカ革の風合いを伝えた
● 兵庫県（p16-17）

獣肉料理で地域の交流会

● 鳥取県鳥取市（p18-19）

徳島大学狩猟サークル「レビアヤークト」。
岐阜での狩猟実習
● 徳島県（p22-23）

毎年、処理加工者・シェフ向けに開催する
ジビエ料理の研修会
● 熊本県熊本市（p24-25）

レザー製造風景。イノシシの革をつかったクラフト商品づくり。
お母さんたちの笑顔も「おおち山くじら」の魅力の一つです
● 島根県美郷町（p20-21）



特 集
は
じ
め
に

こ
の
た
び
６
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た
第
五
次
環
境
基
本

計
画
で
は
、
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
や
地
方
か
ら
都
市
へ
の
若
者
の
流

入
超
過
に
よ
る
農
林
業
の
担
い
手
減
少
が
、
森
林
・
里
地

里
山
の
荒
廃
、
野
生
鳥
獣
害
の
増
加
、
生
物
多
様
性
の
低

下
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
環

境
・
経
済
・
社
会
の
課
題
が
相
互
に
関
連
し
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
国
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
考
え
方
も
活
用
し
て
、
地
域
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で

最
大
限
活
用
し
、よ
り
幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
、

自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成
し
つ
つ
、
地
域
資
源
等
を

補
完
し
支
え
合
う
「
地
域
循
環
共
生
圏
」
の
創
造
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

本
計
画
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
大
の
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ

が
、
人
口
減
少
に
よ
る
野
生
動
物
の
分
布
域
の
拡
大
と
生

息
数
の
激
増
が
も
た
ら
す
環
境
・
経
済
・
社
会
に
与
え
る

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ
る
。
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
地

方
で
獣
害
が
顕
著
で
あ
る
が
、
野
生
動
物
と
ヒ
ト
と
の
関

係
は
、
都
市
へ
の
侵
入
定
着
、
外
来
種
に
よ
る
生
物
多
様

性
の
攪
乱
や
被
害
、
人
獣
共
通
感
染
症
、
希
少
野
生
動
物

の
生
息
環
境
の
劣
化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
と
直
面

し
て
い
る
。
東
日
本
で
は
、
過
去
１
世
紀
ほ
ど
不
在
だ
っ

た
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
が
拡
大
し
て
お
り
、
２
０
１

１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
後
に
発
生
し
た
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
人
の
避
難
、
狩
猟
者
の
減
少
、
放
射

能
汚
染
な
ど
が
こ
れ
を
加
速
化
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
国
は
２
０
０
０
年
以

来
、
野
生
動
物
の
管
理
や
捕
獲
強
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
法
改
正
や
制
度
改
革
を
実
施
し
、
毎
年
、
大
型
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
額
を
上
回
る
１
０
０
億
円
超
の
対
策
費
を

投
入
し
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
顕
著
な

効
果
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
農
山
村
に
お
け
る

人
口
減
少
に
と
も
な
う
野
生
動
物
の
分
布
拡
大
と
生
息
数

の
増
加
が
さ
ら
に
進
行
し
、
や
が
て
は
都
市
へ
も
波
及
す

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

統
合
的
な
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

︱
個
体
数
管
理
、
資
源
利
用
、
被
害
管
理
、
生
態
系
保
全
な
ど
を
調
整
︱

梶
　
光
一

東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院 

教
授

筆者プロフィール

梶 光一氏
（かじ・こういち）

1953年東京都生まれ。北海道大学農学部卒。北海
道大学で修士号と博士号を取得。専門は野生動物保護
管理学。北海道大学ヒグマ研究グループ出身。15年間
の北海道環境科学研究センター勤務を経て、2006年よ
り東京農工大学大学院農学研究院教授。30年間にわた
りエゾシカ調査に従事し、北海道の全域のエゾシカの
モニタリングシステムと管理計画を策定する。知床岬で
エゾシカの大発生のメカニズムの研究に従事し、知床
世界自然遺産地域のエゾシカの管理計画の策定を行う。
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大
型
野
生
動
物
は
、
複
数
県
に
ま
た
が
っ
て
分
布
し
、

多
雪
地
に
生
息
す
る
シ
カ
は
大
規
模
な
季
節
移
動
を
行

う
。
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
の
現
場
は
、
国
立
公
園
な
ど

の
自
然
保
護
区
か
ら
集
落
・
個
人
の
田
畑
ま
で
空
間
ス
ケ

ー
ル
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
応
じ
た
野

生
動
物
管
理
が
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
集
落
と
い

っ
た
行
政
・
自
治
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
に
ま
た
が
っ
て

実
施
さ
れ
、
そ
こ
に
、
農
林
家
、
狩
猟
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研

究
者
な
ど
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
関
係
者
に
よ
る

協
働
の
取
り
組
み
や
、
個
体
数
管
理
、
資
源
利
用
、
被
害

管
理
、
生
態
系
保
全
な
ど
様
々
な
管
理
目
的
を
調
整
し
て

統
合
的
に
管
理
を
す
る
仕
組
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
本

論
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
「
地
域
ぐ
る
み
で
の
野
生
動
物

対
策
」
を
進
め
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
視
点
が
重
要

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

捕
獲
制
度
：
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
と

猟
区
制
度
に
よ
る
個
体
数
管
理

集
落
、
市
町
村
さ
ら
に
は
県
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
野
生
動
物
の
保
全
や
管
理

等
行
政
が
実
施
す
る
業
務
で
あ
る
。
今
日
の
野
生
動
物
管

理
シ
ス
テ
ム
は
欧
米
に
お
け
る
狩
猟
制
度
を
も
と
に
発
展

し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で
は
野
生
動
物
は
自

然
資
源
と
し
て
伝
統
的
知
識
と
技
術
に
基
づ
い
て
利
用
さ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
。

欧
米
で
は
、
1₉
世
紀
後
半
に
狩
猟
が
特
権
階
級
か
ら
市

民
に
開
放
さ
れ
る
と
狩
猟
鳥
獣
の
乱
獲
が
生
じ
、そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
独
自
の
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
た
（
表
１
）。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
土
地
所
有
者
は
狩
猟
権
を
も
ち
、
猟
区
ご
と

に
捕
獲
数
を
割
り
当
て
る
猟
区
制
度
が
発
達
し
た
。
土
地

所
有
者
は
狩
猟
権
を
有
す
る
一
方
で
、
被
害
に
対
し
て
管

理
責
任
も
負
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
猟
区
制
に
対
し
、
北
米

で
は
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
を
導
入
し
、
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
ご

と
に
タ
グ
を
販
売
し
て
捕
獲
数
を
規
制
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
と
も
、
狩
猟
が
個
体
数
管
理
に
果
た

す
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
文
化
的
役
割
が
大
き
い

こ
と
が
共
通
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
明

確
な
相
違
点
が
あ
る
。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
猟
区
制
度
が
土
地
に
根
ざ
し
た
慣
習
と

法
律
に
基
づ
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
の
に

対
し
、
北
米
の
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
は
、
国
ま
た
は
地

方
政
府
が
法
律
に
よ
っ
て
狩
猟
県
を
管
理
す
る
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
（
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
猟
区
制
度
に
お
い
て
も
、
一
元
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
国
・
地
方
政
府
の
関
与
の
程
度
が

弱
く
、
地
域
の
力
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
シ
フ

ト
す
る
）。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
野
生
鳥
獣
は
ジ
ビ
エ
と
し
て
商
業
利

用
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
北
米
で
は
自
家
消
費

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
捕
獲
制
度

欧
米
の
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
に
比
較
す
る
と
日
本

の
捕
獲
制
度
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
日
本
で
は
野
生
動

物
は
無
主
物
（
無
主
の
動
産
）
と
み
な
さ
れ
、
狩
猟
が
一

般
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
以
外
で
は
土
地
所
有
権
に

か
か
わ
ら
ず
に
狩
猟
が
可
能
な
乱
場
制
を
と
っ
て
い
る

（
表
１
）。
今
日
ほ
ど
野
生
動
物
の
問
題
が
深
刻
で
は
な
か

っ
た
時
代
に
は
、
野
生
動
物
の
捕
獲
は
趣
味
に
よ
る
狩
猟

に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
有
害
捕
獲
は

ご
く
一
部
の
補
完
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

大
型
野
生
動
物
の
増
加
や
分
布
拡
大
に
対
応
す
る
た
め

に
、
捕
獲
を
強
化
す
る
法
改
正
や
制
度
改
革
に
よ
っ
て
捕

獲
制
度
が
多
様
化
し
た
。
狩
猟
の
ほ
か
に
許
可
捕
獲
（
報

奨
金
に
依
存
す
る
有
害
捕
獲
、
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

計
画
（
以
下
、「
特
定
計
画
」）
に
も
と
づ
く
個
体
数
調
整
）、

国
の
交
付
金
に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
な
ど
、

目
的
や
機
能
が
異
な
る
多
様
な
捕
獲
制
度
が
乱
立
・
混
在

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
確
に
定
義
さ
れ
た
管
理
地
域

（
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
）
ご
と
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
一
元
的
に
集

約
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
体
数
管

理
に
果
た
す
狩
猟
の
役
割
が
相
対
的
に
低
下
す
る
一
方

で
、
許
可
捕
獲
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
に
改
正
さ
れ
た
「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」
で

は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
増
加
を
背
景
に
、
減
少

国 野生

動物

管理主体 捕獲の制度 捕獲の担い手

公共財

自家消費
限定

州政府 管理ユニット

タグ制度

狩猟者
（専門的捕獲技術者）

ドイツ 無主物

市場流通

土地所有者
・ハンター協
会(州の認
可）

猟区制度

割当制度

狩猟者，狩猟森
林官，職業狩猟
者

日本 無主物

自家消費

市場流通

廃棄

環境省・林
野・農水省

都道府県・
市町村
（管理主体あいまい）

登録狩猟

許可捕獲 （個
体数調整・有害
駆除）

指定管理鳥獣
捕獲

狩猟者，

実施隊，

認定事業者

北米とヨーロッパ、日本の捕獲制度の比較

アメリカ
合衆国

表１

特 集
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す
る
狩
猟
者
に
代
わ
る
捕
獲
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
、

捕
獲
に
事
業
者
の
参
入
を
図
り
、
国
や
都
道
府
県
の
役
割

を
強
化
し
た
。個
体
数
管
理
を
都
道
府
県
は
特
定
計
画（
環

境
省
所
管
）
や
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
の
に
対
し
、
市
町
村
は
鳥
獣
害
防
止
特
別
措
置

法
（
農
水
省
所
管
）
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
お
り
、
捕
獲

情
報
な
ど
が
一
元
的
に
収
集
で
き
な
い
こ
と
や
、
特
定
計

画
で
定
め
た
地
域
ご
と
の
捕
獲
目
標
数
が
設
定
で
き
な
い

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
環
境
基
本
計
画
で
は
、
抜
本
的
な
鳥

獣
捕
獲
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
捕
獲
し
た
鳥
獣
の

一
部
に
つ
い
て
、
食
肉
（
ジ
ビ
エ
）
や
革
の
利
用
な
ど
地

域
資
源
と
し
て
の
計
画
的
・
持
続
的
な
有
効
活
用
を
図
る

等
、地
域
に
お
け
る
産
業
化
を
推
進
す
る
」
こ
と
並
び
に
、

「『
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
』
の

議
論
を
踏
ま
え
、
２
０
１
９
年
度
に
ジ
ビ
エ
利
用
量
を
倍

増
さ
せ
る
等
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
を

考
慮
し
た
狩
猟
者
の
育
成
等
の
取
組
を
進
め
ジ
ビ
エ
利
用

拡
大
を
図
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
被
害
を
低
減

さ
せ
る
た
め
の
個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用
の
拡
大
の
た

め
の
資
源
管
理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

次
節
で
、
個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

個
体
数
管
理
と
ジ
ビ
エ
利
用

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
を
め
ぐ
る
被
害
対
策
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
は
、
岐
阜
大
学
の
鈴
木
正
嗣
教
授
が
次
の
よ
う
な

指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
鈴
木 

２
０
１
７
）。
野
生
動
物
の
被

害
管
理
に
つ
い
て
は
「
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と
環
境
整
備

と
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
農
地
に
接
近
し
て
く

る
個
体
を
重
点
的
に
捕
獲
す
る
こ
と
」
が
必
須
で
あ
る
の

に
対
し
、利
活
用
を
最
優
先
と
す
る
と
、捕
獲
時
期
（
肉
質
）

の
問
題
、
利
用
と
防
除
の
場
の
問
題
、
警
戒
心
の
増
加
な

ど
捕
獲
効
率
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
鈴

木
教
授
は
、
野
生
鳥
獣
と
家
畜
と
の
相
違
を
認
識
し
、
自

然
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
個
体
群
動
態
に
基
づ
く
資

源
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
蹄
類
が
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た

り
農
業
が
衰
退
し
工
業
化
が
進
み
、
若
者
を
中
心
に
都
市

に
流
入
し
た
た
め
に
田
園
地
域
の
耕
作
放
棄
が
進
行
し
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
人
の
居
住
区
に

シ
カ
が
定
着
す
る
ア
ー
バ
ン
・
デ
ィ
ア
の
出
現
、
交
通
事

故
の
増
加
、
牛
結
核
や
ブ
ル
セ
ラ
症
な
ど
が
シ
カ
か
ら
家

畜
に
伝
染
す
る
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
明
確
な
管
理
目
標
を
設
定
し
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
有
蹄
類

が
影
響
を
与
え
て
い
る
全
て
の
土
地
利
用
の
利
害
に
関
係

す
る
統
合
的
な
有
蹄
類
管
理
を
試
み
る
こ
と
を
提
言
し
て

い
る
（A

ppolonio et al. 2010

）。
す
な
わ
ち
、
管
理
目

的
に
は
、
個
体
数
調
整
、
利
用
あ
る
い
は
保
全
に
か
か
わ
る

個
体
群
管
理
か
ら
、
農
業
、
林
業
、
生
息
地
保
全
、
リ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
他
の
土
地
利
用

へ
の
影
響
の
管
理
も
含
め
て
、
管
理
政
策
を
改
善
あ
る
い
は

調
節
す
る
と
い
う
統
合
的
管
理
の
提
言
で
あ
る
。

現
在
、
農
水
省
に
よ
り
、
食
品
と
し
て
流
通
す
る
ジ
ビ

エ
の
安
全
性
向
上
及
び
透
明
性
確
保
の
た
め
、
認
証
基
準

や
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
ジ
ビ
エ
認
証
制
度
制
定
に
向

け
た
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ビ
エ
利

用
拡
大
を
考
慮
し
た
狩
猟
者
の
育
成
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
ジ
ビ
エ
の
利
用
倍
増
を
目
指
す

モ
デ
ル
地
区
づ
く
り
が
全
国
17
カ
所
で
始
ま
る
。
食
肉
や

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
約
７
％
に

過
ぎ
な
い
が
こ
れ
を
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
お
り
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
者
た
ち
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に
野
生

動
物
を
生
態
系
の
構
成
要
素
と
し
て
と
ら
え
、
農
林
業
被

害
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
再
生
可
能
な
地
域
の

自
然
資
源
と
し
て
持
続
的
に
保
全
し
利
用
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
で
あ
る
。

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
野
生
動
物
は
土
地
所
有
者
が
狩
猟

権
を
有
し
、
野
生
動
物
は
地
域
の
大
切
な
自
然
資
源
と
し

て
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
狩
猟
が
文
化
と
し

て
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
野

生
動
物
は
無
主
物
で
あ
り
、
農
家
や
林
業
家
に
と
っ
て
は

被
害
を
も
た
ら
す
や
っ
か
い
も
の
で
、
莫
大
な
税
金
を
投

入
し
つ
づ
け
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
狩
猟
が
盛
ん
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
事

例
と
日
本
で
も
開
始
さ
れ
た
地
域
主
体
の
野
生
動
物
管
理

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仕
組
み

狩
猟
が
盛
ん
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仕
組
み
（
上
野
ら
２
０

１
３
）
を
み
る
と
、
市
町
村
が
狩
猟
獣
の
管
理
計
画
の
責

任
者
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て
い
る
野
生
生
物

委
員
会
が
管
理
目
標
の
決
定
、
捕
獲
許
可
頭
数
の
設
定
や

狩
猟
区
域
の
承
認
、
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

管
理
計
画
を
審
査
す
る
。
土
地
所
有
者
が
市
町
村
の
管
理

目
標
を
も
と
に
、
猟
区
ご
と
に
雌
雄
別
の
捕
獲
数
を
決
定
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し
て
い
る
。
狩
猟
獣
の
管
理
目
的
は
、
狩
猟
獣
を
自
然
資

源
と
し
て
、
農
林
業
の
負
荷
を
考
慮
し
て
持
続
的
に
収
穫

す
る
こ
と
に
あ
る
。狩
猟
管
理
の
中
心
は
市
町
村
で
あ
り
、

自
然
管
理
局
な
ど
上
位
組
織
の
役
割
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

調
査
委
託
な
ど
に
と
ど
ま
る
。
土
地
所
有
者
は
狩
猟
権
の

販
売
で
、
狩
猟
者
は
捕
獲
し
た
シ
カ
肉
の
販
売
で
収
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
へ
の
経
済
的
効
果
が
大
き
い
た

め
に
被
害
へ
の
許
容
度
が
高
い
。

西
興
部
猟
区
の
シ
カ
管
理

北
海
道
北
部
に
位
置
す
る
人
口
１
１
０
０
人
ほ
ど
の
西

興
部
村
に
２
０
０
４
年
に
猟
区
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
目

的
は
、
①
エ
ゾ
シ
カ
を
地
域
の
自
然
資
源
と
位
置
づ
け
、

狩
猟
に
よ
っ
て
個
体
数
管
理
を
行
い
、
農
林
業
被
害
を
抑

制
す
る
こ
と
②
ガ
イ
ド
付
き
の
狩
猟
に
よ
っ
て
安
全
な
狩

猟
を
実
現
す
る
こ
と
③
入
猟
者
の
宿
泊
・
飲
食
や
地
元
ガ

イ
ド
の
雇
用
に
よ
り
地
域
経
済
に
寄
与
す
る
こ
と
④
狩
猟

技
術
を
蓄
積
し
、初
心
者
の
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
を
行
う
こ
と
、

で
あ
り
、
専
門
的
捕
獲
技
術
者
育
成
な
ど
の
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
（
伊
吾
田
２
０
１
３
）。
西
興
部
猟

区
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と

同
様
の
管
理
目
的
の
持

続
的
な
資
源
利
用
と
農

林
業
被
害
抑
制
を
目
指

し
た
活
動
が
開
始
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
教
育
猟

区
の
役
割
を
備
え
て
い

る
。
近
年
で
は
、
エ
ゾ

シ
カ
協
会
が
開
始
し
た

シ
カ
捕
獲
者
の
教
育
と

認
証
を
行
う
シ
カ
捕
獲

認
証
制
度
の
う
ち
野
外
実
習
や
実
技
試
験
を
担
当
し
て
お

り
、
日
本
で
の
狩
猟
者
育
成
モ
デ
ル
を
先
導
し
て
い
る
。

島
根
県
三
郷
町
の
イ
ノ
シ
シ
管
理

島
根
県
三
郷
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
猟
友
会
に
丸
投
げ
し

て
い
た
駆
除
を
獣
害
対
策
の
受
益
者
（
農
業
者
、
家
庭
菜

園
を
営
む
一
般
住
民
、
自
治
会
代
表
者
）
に
よ
る
駆
除
体

制
に
変
更
し
、
資
源
価
値
の
な
い
と
さ
れ
て
い
た
夏
に
捕

獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
資
源
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
住
民
主
導
の
地
域
お
こ
し
を
実
施
し
て
い
る
（
安
田
２

０
１
３
）。
そ
の
結
果
、
高
齢
化
に
よ
る
獣
害
対
策
の
担

い
手
不
足
の
解
消
と
次
世
代
の
継
承
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
２
０
０
４
年
に
お
お
ち
山
く
じ
ら
生
産
者
組
合
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
に
は
事
業
譲
渡
を
受
け

て
株
式
会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら
が
設
立
さ
れ
、
駆
除
捕
獲

さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
利
用
を
図
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

山
端
（
２
０
１
８
）
は
地
域
社
会
に
お
け
る
獣
害
対
策

と
し
て
、①
地
域
に
寄
せ
付
け
な
い
（
誘
引
物
を
な
く
す
）

②
地
域
に
侵
入
さ
せ
な
い
（
柵
の
設
置
）
③
加
害
個
体
を

捕
獲
す
る
④
頭
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、こ
と
を
あ
げ
、

こ
れ
に
対
応
す
る
獣
害
管
理
主
体
の
役
割
は
、そ
れ
ぞ
れ
、

個
人
、
地
域
・
集
落
、
行
政
、
す
な
わ
ち
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」に
対
応
す
る
こ
と
、こ
れ
ら
の
役
割
を
明
確
に
し
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
て
学
校
区
な
ど
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
単
位
で
の
獣
害
対
策
に
取
り
組
む
体
制
が
構
築
で

き
れ
ば
獣
害
は
解
決
可
能
と
し
て
い
る
。
地
域
が
主
体
的

に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
の
①
～
③
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
先
導
モ
デ
ル
が
西
興
部
猟
区
や
三
郷
町

の
獣
害
対
策
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
主
体
の
野
生
動

物
管
理
が
地
域
住
民
ば
か
り
で
な
く
外
部
の
人
々
も
巻
き

込
ん
だ
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

国
の
進
め
る
ジ
ビ
エ
振
興
に
つ
い
て
も
、
地
域
主
体
の
自

然
資
源
管
理
に
位
置
づ
け
る
こ
と
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の

持
続
的
管
理
と
農
林
業
被
害
の
抑
制
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
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特 集
๷
আ
׆
ಈ
の
き
ỳ
͔
け

໊
寄
市
は
、
北
海
道
の
北
部
に
位
置
し
、
人
口
約
２
ສ

８
ઍ
人
。
基
װ
産
業
は
一
次
産
業
、
主
な
農
産
物
は
も
ち

米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
അ
鈴
ॼ
、
か
΅
ち
Ỵ
で
あ
り
、
広

大
な
農
地
を
活
用
し
、๛
か
な
資
源
に
ܙ
ま
れ
て
い
ま
す
。

ؾ
ީ
に
つ
い
て
は
夏
季
と
ౙ
季
の
פ
ஆ
ࠩ
は
ý÷
ˆ
（
夏
ú÷

ˆ
、
ౙ
Ϛ
イ
φ
ス
ú÷
ˆ
）
あ
り
ま
す
が
、
夏
は
࣪
ؾ
が
少

な
く
、
ౙ
は
雪
質
日
本
一
の
ϐ
Ϡ
シ
リ
ス
Ω
ー
場
や
԰
಺

カ
ー
リ
ン
グ
施
設
な
ど
ౙ
を
ָ
し
む
こ
と
の
出
来
る
環
境

が
整
っ
て
お
り
、
自
然
あ
;
れ
る
過
ご
し
や
す
い
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

໊
寄
市
࿑
連
自
治
研
究
推
進
委
員
会（
以
下「
自
治
研
」）

は
、
໊
寄
市
北
国
ത
物
ؗ
খ
さ
な
自
然
؍
察
ク
ラ
ブ
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
特
定
外
来
生
物
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ
の

防
除
活
動
及
び
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ܒ
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

特
定
外
来
生
物
と
は
、
外
来
生
物
法
で
ࣂ
育
・
࠿
ഓ
・

保
管
・
ӡ
ൖ
・
販
売
・
譲
渡
・
༌
入
な
ど
が
原
ଇ
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
国
಺
で
の
拡
散
を
防
ぎ
、
す

で
に
定
着
（
ؼ
化
）
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
防
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ

は
β
リ
ガ
ニ
ペ
ス
ト
（
人
体
に
は
害
が
あ
り
ま
せ
ん
）
と

い
う
ݻ
有
の
ە
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
໊
寄
の
๛
か

な
自
然
に
生
息
す
る
在
来
種
の
ニ
ϗ
ン
β
リ
ガ
ニ
が
生
息

で
き
な
い
環
境
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

໊
寄
市
に
お
け
る
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ
の
被
害
及
び
生
息

が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
ฏ
成
ù÷
年
で
あ
り
、
当
時
、
ࢲ
は

環
境
部
門
の
部
ॺ
に
ۈ
務
し
て
お
り
、
実
害
が
発
生
し
た

た
め
、
行
政
活
動
と
し
て
防
除
及
び
ঢ়
گ
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。

自
治
研
で
は
、
以
前
か
ら
ΰ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
໊
寄
の
自
然
環
境
を
क
っ
て

い
く
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
஥
間
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
の
で
、
自
治
研
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
防
除
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上

で
、
防
除
の
方
法
や
個
体
の
ॲ
分
方
法
、
防
除
活
動
を
行

う
た
め
の
環
境
省
へ
の
ਃ
੥
方
法
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
近
ྡ
市
で
β
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ζ

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ஂ
体
が
自
主
的
に
他
の
Տ
઒
防
除

を
実
施
し
て
お
り
、
代
表
者
の
方
に
防
除
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ߨ

ࢣ
と
し
て
も
ট
き
、
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
市
民
向
け

の
ษ
強
会
を
開
࠵
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
中

で
、
住
民
の
中
に
も
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方

が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
が
実
施

し
て
い
け
る
と
൑
அ
、自
治
研
単
独
で
の
活
動
で
は
な
く
、

住
民
と
連
携
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ॅ
ຽ
と
の
ڠ
ಇ

住
民
と
の
協
働
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
Ω
ー
Ϛ
ン
と
な

っ
て
く
れ
た
動
物
ප
Ӄ
の
先
生
が
い
ま
す
。
本
市
で
ウ
チ

ダ
β
リ
ガ
ニ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
防
除
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
β
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ζ
に
所
ଐ

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
住
民
向
け
の
ษ
強
会
を
開
࠵
す

る
ࡍ
に
は
ษ
強
会
参
加
へ
の
੠
か
け
や
、
カ
ニ
᝷
を
࢖
用

し
て
の
防
除
活
動
で
は
᝷
の
設
置
か
ら
引
き
上
げ
ま
で
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
防
除
活
動
を
実
施

し
て
い
た
Տ
઒
は
北
海
道
で
第
２
の
௕
さ
の
ఱ
Ԙ
઒
で
し

た
の
で
、
઒
幅
も
広
く
、
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ
を
防
除
し
き

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
年
数
を
経
過
す
る
こ
と
に
駆
除

量
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
ఱ
Ԙ
઒
の
支
流

Տ
઒
で
も
生
息
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
支

流
に
ൟ
৩
が
進
む
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
捕
獲
し
、
個
体
を
移
動
も
し
く
は
ࣂ
育
を
し
て
し
ま
う

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

北
海
道
名
寄
市

特
定
外
来
生
物
の
防
除
・

 

啓
発
活
動
で
住
民
と
協
働

小
林
　
訓
伯

名
寄
市
労
連
自
治
研
推
進
委
員
長

︱
地
元
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
自
然
環
境
を
क
る
︱
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可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
防
除
活
動
か
ら
ܒ
発
活
動
に
重

心
を
移
し
、
夏
ٳ
み
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
研
म

会
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ࢠ
Ͳ
΋
ͨ
ͪ
と
ڞ
に
ֶ
Ϳ

子
ど
も
向
け
の
ܒ
発
活
動
は
、
自
然
環
境
に
関
心
を
持

ち
活
動
を
し
て
い
る
、
໊
寄
市
北
国
ത
物
ؗ
খ
さ
な
自
然

؍
察
ク
ラ
ブ
に
協
力
を
依
པ
し
、
夏
ٳ
み
期
間
中
に
実
施

さ
れ
る
؍
察
ク
ラ
ブ
の
カ
リ
Ω
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
ฏ
成
ùü

年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
ܒ
発
活
動
と
し
て
、
１
時
間
程
度
の

ߨ
義
を
行
い
ま
し
た
。
特
定
外
来
生
物
及
び
໊
寄
や
北
海

道
に
は
い
な
い
外
来
種
に
つ
い
て
の
ク
イ
ζ
を
織
り
交
ͥ

◆◆◆

て
、子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
い
工
෉
を
し
な
が
ら
、

「
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ
は
元
々
日
本
に
は
生
息
し
て
い
な
い

生
物
で
す
。
食
用
と
し
て
༌
入
さ
れ
た
も
の
が
、
人
の
手

に
よ
っ
て
移
動
さ
れ
、
Տ
઒
な
ど
に
ࣺ
て
ら
れ
た
た
め
ൟ

৩
し
て
し
ま
い
ま
す
」
な
ど
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

初
年
度
は
、
β
リ
ガ
ニ
バ
ス
タ
ー
ζ
か
ら
ߨ
ࢣ
を
ট
き
、

実
施
し
ま
し
た
が
、
次
年
度
か
ら
は
自
治
研
推
進
委
員
が

自
ら
ߨ
ࢣ
を
し
て
い
ま
す
。
ウ
チ
ダ
β
リ
ガ
ニ
の
生
態
系

を
学
ん
だ
上
で
、
Տ
઒
で
の
防
除
活
動
を
体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
実
ࡍ
に
防
除
を
体
験
し
て
も
ら
う
上
で

駆
除
の
成
果
が
あ
っ
た
方
が
、
子
ど
も
た
ち
も
ウ
チ
ダ
β

リ
ガ
ニ
に
興
味
を
示
し
、
大
き
な
個
体
を
発
ݟ
す
る
と
׻

੠
を
上
げ
、お
お
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。一
方
で
、

年
々
捕
獲
の
個
体
数
は
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ඇ
ৗ
に

残
೦
に
感
じ
ま
す
。
駆
除
し
た
特
定
外
来
生
物
は
ॲ
分
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
個
体

の
性
別
、
体
௕
を
計
ଌ
、
ॲ
分
し
た
の
ち
、
希
๬
者
に
は

試
食
し
て
も
ら
い
ま
す
。
外
来
生
物
が
ѱ
い
の
で
は
な
く
、

本
来
の
生
態
系
を
考
え
ず
、
持
ち
込
ん
だ
人
が
ѱ
い
の
で

す
。
ଚ
い
໋
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
の
防
除
・
ܒ
発
活
動
の
中
で
、
住
民
や

子
ど
も
た
ち
と
自
然
環
境
を
क
る
と
い
う
目
的
を
共
有
し

な
が
ら
、
共
に
学
び
、
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
と
一
ॹ
に
学
び
な
が
ら
、
໊
寄
の
自
然
環
境
を
क
っ

て
い
け
る
よ
う
に
住
民
と
連
携
し
、
こ
の
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ʣޙআͨ͠ウνμβϦΨχʢॲ෼ۦ

ମଌఆݸのޙআۦ

ܠशձの෩ߨ
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特 集
औ
り
組
み
の
ܦ
Ң

伊
౾
প
・
಺
প
は
ٶ
৓
県
北
部
に
広
が
る
自
然
ބ
প
で
、

ラ
ム
サ
ー
ル
৚
約
の
ొ
࿥
࣪
地
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
φ
Ϛ
ζ
の
が
っ
こ
う
」
は
、
こ
の
伊
౾
প
・
಺
প
の
प

ล
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
ஂ
体
で
す
。
प
ล
の
か
つ
て

の
๛
か
な
自
然
を
と
り
໭
し
、
水
田
の
生
態
系
を
回
෮
す

る
た
め
、
農
家
、
地
域
住
民
、
土
地
改
ྑ
区
৬
員
、
ٶ
৓

県
農
業
土
木
৬
員
有
ࢤ
、
生
態
系
の
専
門
家
、
ا
業
が
集

ま
り
ฏ
成
1ü
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

結
成
時
の
主
な
活
動
は
、「
খ
規
模
水
田
ڕ
道
の
開
発
・

૎
上
実
験
・
ී
及
活
動
」「
;
ゆ
み
ず
た
ん
΅
（
ౙ
期
୷

水
水
田
）
に
よ
る
無
農
ༀ
・
無
化
学
ං
ྉ
水
Ҵ
࠿
ഓ
の
取

り
組
み
」「
田
ん
΅
の
学
校
の
開
࠵
（
農
作
業
体
験
・
田

ん
΅
の
生
き
も
の
調
査
・
こ
ど
も
の
環
境
教
育
）」で
し
た
。

そ
れ
ら
に
取
り
組
む
中
、
伊
౾
প
・
಺
প
、
そ
の
上
流
域

た
め
஑
に
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
ਁ
入
し
、
在
来
生
物
の
生
息

を
大
き
く
ڴ
か
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
ฏ
成
1ý
年
よ
り
、「
伊
౾
প
・
಺
প
と
そ
の
上

◆◆◆

流
域
た
め
஑
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
駆
除
活
動
」
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
ฏ
成
ú÷
年
３
月
ま
で
の
ঢ়
گ

を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

͜
Ε
·
Ͱ
の
੒
Ռ

ฏ
成
ù÷
年
に
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
か
ら
、
伊

౾
প
・
಺
প
上
流
域
で
、
大
規
模
た
め
஑
１
７
０
カ
所
中
、

úû
カ
所
に
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
生
息
し
て
い
る
と
い
う
調
査

結
果
が
報
ࠂ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
「
φ
Ϛ
ζ
の
が
っ

こ
う
」
の
調
査
で
伊
౾
প
に
஫
ぐ
荒
઒
流
域
の
た
め
஑
２

カ
所
で
生
息
が
確
認
さ
れ
、計
úý
カ
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
が
調
査
し

て
い
な
い
খ
規
模
た
め
஑
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
の
た
め
஑
に
も
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
生
息
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
し
た
。

「
φ
Ϛ
ζ
の
が
っ
こ
う
」
で
は
、
大
規
模
た
め
஑
の
駆

除
を
実
施
す
る
ࡍ
に
は
、
ྡ
接
の
খ
規
模
た
め
஑
の
所
在

地
や
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
生
息
の
有
無
を
確
認
し
、
生
息
し

て
い
る
場
合
は
同
時
に
駆
除
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆◆◆

஑
ׯ
し
実
施
に
は
、
た
め
஑
の
水
を
利
用
す
る
農
家
の

ྃ
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
め
஑
の
管
理
者
、
地

元
区
௕
な
ど
に
આ
明
し
ྃ
解
を
得
て
、
さ
ら
に
関
係
者
を

集
め
て
஑
ׯ
し
の
目
的
等
を
આ
明
、
ྃ
解
を
得
て
行
い
ま

す
。
個
人
所
有
の
た
め
஑
の
場
合
は
、
所
有
者
の
ྃ
解
を

得
て
行
い
ま
す
。

「
φ
Ϛ
ζ
の
が
っ
こ
う
」
で
は
、
ฏ
成
ù1
年
と
ฏ
成
ùú

年
に
こ
の
地
域
で
全
国
外
来
種
駆
除
研
म
会
（
࠲
学
と
実

技
）
を
地
域
環
境
資
源
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
開
࠵
し
ま
し

た
。
ま
た
、
多
面
的
機
能
交
付
金
の
活
動
ஂ
体
に
出
向
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
࠵
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
て
進
め
ま
し
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
生
息
し
て
い

る
úý
カ
所
の
大
規
模
た
め
஑
と
ྡ
接
খ
規
模
た
め
஑
の
駆

除
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
水
系
ご
と
に
上
流
部
の
た
め
஑

か
ら
、
下
流
の
水
田
の
農
業
ഉ
水
࿏
と
ഉ
水
機
場
༡
水
஑

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
に
し
、
一
水
系
が
完
ྃ
し
た

ら
次
の
水
系
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ฏ
成
1ý
年
、
ࢲ
の
居
住
地
で
あ
る
ീ
୔
઒
水
系
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所

の
調
査
前
だ
っ
た
の
で
主
要
な
た
め
஑
を
対
৅
と
し
ま
し

た
。
ฏ
成
ùû
年
ま
で
に
、
大
規
模
た
め
஑
５
カ
所
の
஑
ׯ

し
で
４
カ
所
に
生
息
し
て
い
て
駆
除
を
し
ま
し
た
。
う
ち

１
カ
所
は
次
年
度
に
も
行
い
完
全
に
駆
除
で
き
た
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ྡ
接
の
খ
規
模
た
め
஑
は
、
５
カ
所
で
行
い
４
カ
所
に

生
息
を
確
認
、
駆
除
し
ま
し
た
。

ീ
୔
઒
水
系
で
は
、
11
回
の
஑
ׯ
し
で
８
カ
所
の
オ
オ

ク
チ
バ
ス
を
駆
除
し
ま
し
た
。
ฏ
成
ù₉
年
現
在
で
オ
オ
ク

チ
バ
ス
の
生
息
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
は
、
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
の
調
査
報

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

宮
城
県
栗
原
市

︱
ラ
ム
サ
ー
ル
৚
約
࣪
地
、
伊
౾
প
・
಺
প
上
流
域
た
め
஑
群
で
︱

三
塚
　
牧
夫

ナ
マ
ズ
の
が
っ
こ
う
　
事
務
局
長

池
干
し
に
よ
る
オ
オ
ク
チ
バ
ス
駆
除
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ࠂ
書
の
成
果
に
基
づ
き
、
ྡ
接
地
の
ଠ
田
઒
水
系
、
伊
౾

প
に
直
接
流
入
す
る
流
域
、
র
ӽ
઒
水
系
、
荒
઒
水
系
の

ॱ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

駆
除
活
動
を
始
め
て
か
ら
ฏ
成
ù₉
年
度
຤
の
1û
年
間
で

ý÷
回
の
஑
ׯ
し
を
行
い
û₉
カ
所
の
た
め
஑
で
オ
オ
ク
チ
バ

ス
を
駆
除
し
ま
し
た
。
そ
の
಺
༁
は
、
大
規
模
た
め
஑
で

û÷
回
（
う
ち
úù
カ
所
に
生
息
）
実
施
し
ま
し
た
が
、
র
ӽ

઒
水
系
の
た
め
஑
２
カ
所
に
再
放
流
さ
れ
、
再
駆
除
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ྡ
接
す
る
খ
規
模
た
め
஑
の
஑
ׯ
し
は
ù÷
回
（
う
ち
17

カ
所
に
生
息
）
実
施
し
て
い
ま
す
。
環
境
省
報
ࠂ
の
大
規

模
た
め
஑
úý
カ
所
（
úù
カ
所
済
）
の
駆
除
が
進
ま
な
い
の

は
、
ྡ
接
す
る
ະ
調
査
の
খ
規
模
た
め
஑
の
生
息
調
査
と

駆
除
を
並
行
し
て
い
る
こ
と
と
஑
ׯ
し
の
時
期
が
、
か
ん

が
い
用
水
期
間
ऴ
ྃ
後
の
９
月
か
ら
1ù
月
初
め
の
時
期
ま

で
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
要
因
で
す
。

͜
Ε
͔
Β
の
՝
୊
と
ํ
向
ੑ

今
後
は
、
駆
除
し
た
た
め
஑
へ
の
ີ
放
流
を
防
止
す
る

た
め
の
؂
視
カ
ϝ
ラ
の
設
置
や
地
域
住
民
と
連
携
し
た
؂

視
体
制
の
構
築
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
地
域
住
民
の
高

齢
化
と
人
口
減
少
で
ݫ
し
い
ঢ়
گ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
を
駆
除
し
た
た
め
஑
で
は
、
ア
ϝ

リ
カ
β
リ
ガ
ニ
や
ウ
シ
ガ
エ
ル
が
増
加
し
、
駆
除
が
必
要

と
な
り
、
在
来
の
生
態
系
の
෮
元
に
新
た
な
問
題
が
生
じ

◆◆◆

て
き
て
い
ま
す
。

外
来
種
駆
除
は
行
政
が
地
域
住
民
向
け
の
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ܒ
໤
活
動
と
ҙ
識
の
高
༲
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
খ
学
生
・
中
学
生
を
対

৅
に
、
外
来
種
に
つ
い
て
の
環
境
教
育
も
重
要
で
す
。
ฏ

成
ùý
年
８
月
に
行
っ
た
水
ล
の
生
き
も
の
調
査
の
体
験
活

動
で
知
ら
せ
た
こ
と
を
、
次
回
の
活
動
で
、
初
参
加
の
友

達
に
伝
え
て
い
た
࢟
を
ݟ
て
、
子
ど
も
の
自
然
体
験
活
動

を
含
む
環
境
教
育
の
展
開
は
有
効
で
あ
る
と
ࢥ
い
ま
し
た
。

ࢲ
た
ち
は
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
を
駆
除
し
た
প
や
た
め
஑

に
在
来
ڕ
や
エ
ビ
な
ど
が
໭
り
、
そ
れ
ら
を
都
市
住
民
に

提
ڙ
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。஑͠ׯのഉਫۀ࡞

େܕιϦにΑるۦআ

஑͠ׯにΑΓۦআ͞ΕͨΦΦΫνόスͳͲの֎དྷछのڕ
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近
年
、
ઍ
༿
県
಺
で
は
特
定
外
来
種
で
あ
り
有
害
鳥
獣

の
Ω
ョ
ン
と
ݺ
ば
れ
る
খ
型
の
シ
カ
が
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。
推
定
生
息
数
は
県
಺
だ
け
で
お
よ
そ
５
ສ
頭
と
も

言
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
۩
体
的
な
対
策
を
ߨ
じ
な
け
れ
ば
、

1÷
年
以
಺
に
１
０
０
ສ
頭
を
ӽ
え
る
と
の
推
計
も
出
て
い

ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
ほ
ど
の
ਙ
大
な
農
業
被
害
は
報
ࠂ
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
Ω
ョ
ン
が
޷
む
ミ
カ
ン
な
ど
の
׷
٦
系
や

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
大
౾
な
ど
の
༿
や
ハ
ー
ブ
な
ど
は
ස
ൟ

に
食
害
に
ૺ
う
た
め
、
ࢲ
が
住
む
い
す
み
市
で
は
畑
の
多

く
が
ω
ッ
ト
柵
に
よ
る
防
除
を
༨
ّ
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
Ω
ョ
ン
が
こ
の
ω
ッ
ト
に
絡
ま
り
ഁ
յ
し
て

し
ま
う
た
め
、
イ
タ
チ
ご
っ
こ
の
ঢ়
گ
で
す
。

さ
ら
に
は
生
息
数
が
多
い
た
め
、
ं
と
の
ি
ಥ
事
故
が

ى
き
た
り
、
特
に
生
息
数
の
多
い
地
域
で
は
Ω
ョ
ン
特
有

の
「
Ϊ
ェ
ー
ʂ
」
と
い
う
ؾ
味
の
ѱ
い
໐
き
੠
に
೰
ま
さ

れ
て
い
る
住
民
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
表
面
で
は
分
か
り

に
く
い
が
ゆ
え
に
ݒ
೦
さ
れ
る
の
が
、
ઍ
༿
県
ݻ
有
の
自

然
・
生
態
系
の
ഁ
յ
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
外
来
種
で

あ
れ
ば
生
態
系
に
及
΅
す
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
水
面
下

で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
ઍ
༿
県
の
自
然
ք
に
生
じ
て
い
る

の
か
、
不
安
は
ਚ
き
ま
せ
ん
。

Ω
ἀ
ン
捕
獲
の
಺
৘

ࢲ
は
、
狩
猟
໔
許
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
２
０

１
５
年
の
９
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
の
獣
害
対
策
担
当

と
し
て
い
す
み
市
へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

৬
業
は
報
道
൪
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
自
然
と
は
無
ԑ

な
生
活
を
ૹ
っ
て
い
た
人
間
で
す
。
そ
ん
な
ࢲ
が
協
力
ୂ

に
着
任
し
て
４
日
ほ
ど
で
Ω
ョ
ン
の
捕
獲
・
対
策
の
任
へ

と
着
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
調
べ
た
の
は
「
な
ͥ
Ω
ョ
ン
の
ൟ
৩
は
ૣ
く
、
そ

し
て
捕
獲
は
進
ま
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
Ω

ョ
ン
は
一
度
に
１
頭
し
か
子
ڙ
を
産
み
ま
せ
ん
が
、
生
後

半
年
で
೛
৷
が
可
能
で
、
ൟ
৩
期
も
通
年
で
す
。
ま
た
、

先
ഐ
猟
ࢣ
の
方
々
に
࢕
う
と
、
Ω
ョ
ン
は
よ
く
分
か
ら
な

い
動
物
だ
し
、イ
ノ
シ
シ
の
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
も
な
い
、

そ
の
上
に
中
型
ݘ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
ば
し
っ
こ
い
た
め

捕
ま
え
に
く
く
、
ै
来
の
イ
ノ
シ
シ
用
の
᠘
で
は
す
り
抜

◆◆◆

け
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
可
Ѫ
ら
し

く
弱
い
動
物
の
た
め
、
と
ࡴ
ॲ
理
が
ጨ
ら
れ
る
と
い
う
੠

も
多
く
ฉ
か
れ
ま
し
た
。

ಛ
ఆ
֎
དྷ
生
物
ɾ
༗
֐
ௗ
्
の
੡
඼
Խ

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
ࢲ
は
ઍ
༿
県
಺
の
ハ

ン
タ
ー
が
Ω
ョ
ン
を
捕
獲
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ࢥ
い
つ
い
た
の
が
、
Ω
ョ

ン
自
体
に
価
値
を
ݟ
出
す
こ
と
で
し
た
。
実
は
Ω
ョ
ン
の

革
は
レ
β
ー
の
中
で
も
最
高
級
品
質
の
も
の
と
し
て
国
಺

の
市
場
で
も
一
定
の
ध
要
が
あ
り
、
伝
統
的
工
ܳ
品
で
あ

る
ҹ
伝
用
の
革
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

Ω
ョ
ン
は
本
来
中
国
・
୆
࿷
に
生
息
し
て
い
る
た
め
、
そ

れ
ら
革
੡
品
も
全
て
中
国
産
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

初
の
७
国
産
Ω
ョ
ン
革
と
い
う
৮
れ
込
み
で
売
り
出
せ

ば
、
あ
る
程
度
は
市
場
で
も
ڝ
え
る
し
、
い
す
み
市
の
高

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
新
し
い
໊
産
に
も
な
り
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
ࢥ
い
立
っ
て
か
ら
実
現
化
ま
で
は
一
直
ઢ
で
し

た
。
猟
友
会
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
པ
み
込
ん
で
基
本
的
な

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

千
葉
県
い
す
み
市

︱
最
高
級
品
の
ൽ
を
伝
統
工
ܳ
品
に
利
用
︱

特
定
外
来
生
物
キ
ョ
ン
の
製
品
化

૿͑ଓけるಛఆ֎དྷछΩϣン

石
川
　
雄
揮

い
す
み
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

猟
友
会
所
属
ハ
ン
タ
ー
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ൽ
ണ
ぎ
の
技
術
を
習
得
し
、
そ
の
あ
と
半
年
ほ
ど
は
毎
日

の
よ
う
に
独
自
で
ൽ
ണ
ぎ
工
程
の
୹
ॖ
化
に
向
け
た
研
ᮎ

を
積
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
๓
੡
技
術
を
習
い
、
最
初
の

੡
品
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
向
け
の
フ
Ỹ
ー
ス
ト
ベ
ビ

ー
シ
ュ
ー
ζ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ζ
に

し
た
の
は
「
有
害
鳥
獣
の
ൽ
」
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
少
し
で
も

ྑ
く
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ࡢ
年
か
ら
࠵
行
を
始
め
た
狩
猟
体
験
ツ
ア
ー
の
中
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
ほ
ど
ベ
ビ
ー
シ
ュ

ー
ζ
を
中
心
に
Ω
ョ
ン
革
を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
࠵
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
２
月
に
無
ҹ
ྑ
品
と

コ
ラ
ボ
開
࠵
し
た
お
り
に
は
ื
集
開
始
か
ら
数
日
で
定
員

の
２
倍
以
上
の
Ω
Ỿ
ン
セ
ル
଴
ち
が
で
る
ほ
ど
の
人
ؾ
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
ژ
の
大
島
で
も
Ω
ョ
ン
の
増
加

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ϝ
デ
ィ
ア
の
஫
目
度

も
高
く
、
す
で
に
新
ฉ
・
テ
レ
ビ
な
ど
合
わ
せ
て
1÷
社
近

く
に
取
ࡐ
さ
れ
、
今
も
事
あ
る
ご
と
に
取
ࡐ
の
オ
フ
Ỹ
ー

を
受
け
て
い
ま
す
。
Ω
ー
ケ
ー
ス
や
ࡒ
布
、
Ω
ョ
ン
の
֯

で
で
き
た
ҹ
ؑ
や
ҹ
伝
੡
品
な
ど
も
ほ
΅
試
作
品
が
完
成

し
て
い
て
、
今
年
の
９
月
以
߱
か
ら
市
場
で
の
販
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

༗
֐
ௗ
्
ۦ
আ
の
՝
୊

猟
友
会
は
あ
と
３
年
ほ
ど
で
会
員
数
が
半
減
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
鳥
獣
駆
除
活
動
に
対
す
る
世
間

の
理
解
は
進
ま
ず
、
そ
の
た
め
に
住
民
の
方
と
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
り
、
駆
除
の
で
き
な
い
山
が
出
て
き
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
地
域
だ
け
で
な
く
全
国
的
に

解
決
す
る
た
め
、
自
然
・
生
態
系
学
習
と
と
も
に
狩
猟
・

駆
除
活
動
へ
の
理
解
・
関
心
を
強
く
広
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
年
の
９
月
以
߱
か
ら
狩
猟
を
テ
ー
Ϛ
と
し
た
ツ
ア
ー

や
ا
業
研
म
を
主
࣠
に
狩
猟
関
連
の
自
然
体
験
事
業
を
い

◆◆◆

す
み
市
で
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
Ω
ョ
ン
の
革
を
活
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
੡
品
の
開
発
・
販
売
も
続
け
て

い
き
、
Ω
ョ
ン
肉
の
利
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

狩
猟
は
一
般
的
な
自
然
体
験
と
異
な
り
、
自
然
と
同
化

す
る
体
験
で
す
。
໋
を
ѻ
う
仕
事
と
な
る
た
め
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
も
生
じ
る
か
と
ࢥ
い
ま
す
が
、
ࢲ
が
狩
猟
に
ັ

入
ら
れ
た
の
は
森
に
息
づ
く
生
໋
へ
の
Ҟ
ܟ
の
೦
だ
け
で

は
な
く
、
イ
ノ
シ
シ
や
Ω
ョ
ン
な
ど
の
໋
と
正
面
か
ら
向

き
合
っ
た
こ
と
で
、
自
分
自
਎
の
໋
の
重
み
ま
で
心
Ԟ
か

ら
ؾ
付
か
さ
れ
た
た
め
で
す
。

ス
ー
パ
ー
の
食
肉
コ
ー
φ
ー
で
感
じ
取
る
の
は
困
難
だ

と
ࢥ
い
ま
す
が
、
ࢲ
た
ち
の
਎
体
は
Ω
ョ
ン
や
イ
ノ
シ
シ

の
よ
う
な
ز
ສ
も
の
໋
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
の
前
で

్
ઈ
え
る
動
物
の
໋
を
自
分
自
਎
の
໋
と
ଊ
え
た
時
、
よ

う
や
く
人
は
本
来
ܟ
ҙ
を
෷
う
べ
き
も
の
や
本
質
的
な
໋

の
重
み
に
ؾ
づ
く
の
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え

に
な
ら
な
く
て
も
、
狩
猟
・
駆
除
の
現
場
は
必
ず
人
と
し

て
Կ
が
し
か
の
根
元
的
な
ؾ
づ
き
や
強
い
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
を

օ
さ
ん
に
も
た
ら
し

ま
す
。

動
物
の
໋
を
利
用

す
る
な
と
い
う
൷
൑

も
あ
る
か
と
ࢥ
い
ま

す
が
、
毎
日
の
よ
う

に
໋
と
正
面
か
ら
向

き
合
う
猟
ࢣ
だ
か
ら

こ
そ
知
っ
て
い
る
、

本
質
的
な
໋
の
重
み

を
人
々
に
伝
え
て
い

く
࢖
໋
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ΩϣンֵϕϏーγϡーζのϫーΫγϣοϓ
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特 集
໺
生
ௗ
्
対
策
Λ
औ
り
ר
く
ঢ়
گ

全
国
的
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
や
人
的
被
害

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
野
生
鳥
獣
対
策
（
特
に
捕
獲

対
策
）
を
現
場
で
担
っ
て
き
た
猟
友
会
は
高
齢
化
に
よ
る

会
員
減
少
が
進
み
、
ত
࿨
üú
年
に
約
ûú
ສ
人
い
た
会
員
数

は
ฏ
成
ùû
年
に
は
約
11
ສ
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
環
境

省
鳥
獣
関
係
統
計
）。
こ
の
た
め
、
多
く
の
自
治
体
で
行

わ
れ
て
き
た
「
猟
友
会
に
པ
っ
た
野
生
鳥
獣
対
策
」
が
成

り
立
た
な
い
地
域
や
自
治
体
が
現
れ
始
め
て
お
り
、
特
に

人
口
の
少
な
い
地
方
自
治
体
で
は
、
鳥
獣
対
策
に
ै
事
す

る
人
ࡐ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
４
ສ
２
ઍ
人
を
超
え
る
খ
諸
市
に
お
い
て
も
、
খ

諸
市
猟
友
会
の
会
員
数
は
最
も
多
い
時
（
ত
࿨
ü÷
年
代
）

で
２
５
０
人
以
上
が
在
੶
し
て
い
た
が
、
ฏ
成
ùù
年
に
は

71
人
に
ま
で
減
少
し
た
（
ฏ
成
ú÷
年
に
は
úû
人
ま
で
減

少
）。
こ
の
た
め
、「
猟
友
会
に
代
わ
る
捕
獲
ै
事
者
の
確

保
」
な
ら
び
に
「
新
た
な
野
生
鳥
獣
対
策
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
ฏ
成
ùú
年
４
月
か
ら
鳥
獣
対
策
の
コ
ー
デ
ィ

ω
ー
タ
役
と
な
る
野
生
鳥
獣
専
門
員
（
以
下
、
専
門
員
と

ུ
す
）
を
雇
用
し
、「
新
た
な
野
生
鳥
獣
対
策
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
本
ߘ
で
は
、「
খ
諸
市
野
生
鳥

獣
対
策
実
施
ୂ
」
の
結
成
、
捕
獲
個
体
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
述
べ
る
。

な
お
、
本
ߘ
の
ҙ
ݟ
に
わ
た
る
部
分
は
ච
者
の
個
人
的

ݟ
解
で
あ
り
、
ච
者
の
所
ଐ
す
る
組
織
の
公
式
ݟ
解
で
な

い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
அ
り
し
て
お
く
。

ઐ
໳
һ
の
ޏ
用
と
࣮
ࢪ
ୂ
の
݁
੒

খ
諸
市
で
は
専
門
員
と
狩
猟
໔
許
を
取
得
し
た
市
৬
員

数
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
খ
諸
市
被
害
対
策
実
施
ୂ
」（
以

下
「
چ
実
施
ୂ
」）
を
結
成
し
た
。
چ
実
施
ୂ
は
主
に
中

型
獣
（
特
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
）
対
策
を
行
い
、
猟
友
会
は
大

型
獣
（
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
）
対
策
を
主
に
行
う
と
い
う
２

部
ୂ
に
よ
る
分
業
体
制
を
ෑ
い
て
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
対
策
が
஗
れ
て
い
た
中
型
獣
の
被
害
ܰ
減
を

実
現
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
猟
友
会
員
の
減
少
は

◆◆◆

続
い
て
お
り
、
捕

獲
ै
事
者
の
଴
۰

改
善
や
被
害
・
出

຅
ঢ়
گ
を
一
元
化

し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
費
用

対
効
果
の
高
い
対

策
を
実
ફ
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ฏ
成

ù7
年
度
か
ら
猟
友

会
に
許
可
捕
獲
を

委
託
す
る
こ
と
を
や
め
、市
役
所
৬
員
、狩
猟
໔
許
保
持
者
、

獣
ҩ
ࢣ
、
鳥
獣
保
護
員
、
野
生
動
物
の
研
究
者
か
ら
構
成

さ
れ
る「
খ
諸
市
野
生
鳥
獣
対
策
実
施
ୂ
」へ
と
再
編
成
し
、

こ
の
実
施
ୂ
が
鳥
獣
対
策
を
一
ׅ
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

市
役
所
৬
員
を
除
く
実
施
ୂ
員
は
全
て
ඇ
ৗ
ۈ
特
別
৬

の
公
務
員
と
な
り
、
公
務
災
害
補
ঈ
を
受
け
る
こ
と
や
、

捕
獲
を
行
っ
た
ࡍ
に
支
෷
わ
れ
る
報
ঈ
費
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、捕
獲
ै
事
者
の
଴
۰
改
善
が
図
ら
れ
た
。ま
た
、

捕
獲
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
੺
外
ઢ
自
動
ࡱ
影
カ
ϝ
ラ
を

活
用
し
、
ࡱ
影
ස
度
が
高
い
場
所
に
᠘
を
設
置
す
る
な
ど
、

限
ら
れ
た
人
ࡐ
・
᠘
で
捕
獲
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

ඃ
֐
ܰ
ݮ
の
࣮
ݱ
と 

໺
生
ௗ
्
対
策
අ
用
の
ߴ
ಅ

実
施
ୂ
の
活
動
に
よ
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
数
は
大
幅
に
増

加
し
た
（
ࣛ
の
捕
獲
数
ʀ
ฏ
成
ùú
年
度
⽅
ü7
頭
ˣ
ฏ
成
ùÿ

年
度
⽅
３
１
１
頭
）。
そ
の
結
果
、
農
業
被
害
額
は
大
幅

に
減
少
し
た
が
、実
施
ୂ
員
に
支
෷
う
報
ঈ
費
が
増
加
し
、

加
え
て
駆
除
個
体
の
ম
٫
ॲ
分
費
が
高
ಅ
す
る
と
い
う
新

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

長
野
県
小
諸
市

︱
実
施
ୂ
の
結
成
と
ࣛ
肉
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
੡
造
販
売
︱

竹
下
　
毅

小
諸
市
農
林
課
　
野
生
鳥
獣
専
門
員

永
続
的
な
野
生
鳥
獣
対
策
シ
ス
テ
ム
を
構
築

খॾࢢ໺ੜௗ्ରୂࢪ࣮ࡦの૊৫ਤ
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た
な
課
題
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、
駆
除
し
た
ࣛ
を
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
へ
と
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
で
ॲ
理
経
費
を
ܰ

減
す
る
と
共
に
、
売
上
金
を
鳥
獣
対
策
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
Ӭ
続
的
な
野
生
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
を
行
う
体
制
の

構
築
を
目
指
し
た
。

໺
生
ௗ
्
঎
඼
Խ
ࢪ
ઃ
ӡ
Ӧ
ࣄ
ۀ
の
։
࢝

ฏ
成
ùÿ
年
３
月
、
௕
野
県
の
༡
ٳ
施
設
を
ങ
い
取
り
、

◆◆◆

保
݈
所
か
ら
「
食
肉
ॲ
理
業
」
な
ら
び
に
「
食
肉
販
売
業
」

の
認
可
を
受
け
た
Ӵ
生
レ
ベ
ル
の
高
い
施
設
で
あ
る
「
খ

諸
市
野
生
鳥
獣
商
品
化
施
設
」
を
ݐ
設
し
た
。
ま
た
、
金

ଐ
୳
知
機
や
放
射
ઢ
量
検
査
機
を
整
備
し
、
全
頭
検
査
を

行
う
こ
と
で
ࣛ
肉
の
安
全
性
を
担
保
し
た
。

ฏ
成
ùÿ
年
度
に
捕
獲
さ
れ
た
３
１
１
頭
の
ࣛ
の
う
ち
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
に
活
用
さ
れ
た
ࣛ
は
２
７
６
頭
で
、
解
体
し

た
シ
カ
肉
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
原
ྉ
と
し
て
販
売
し
た
。

খ
諸
市
の
捕
獲
か
ら
駆
除
個
体
の
有
効
活
用
ま
で
の
取
り

組
み
は
農
林
水
産
省
が
主
࠵
す
る
ฏ
成
ùÿ
年
度
鳥
獣
被
害

対
策
優
ྑ
活
動
表
জ
（
被
害
防
止
部
門
（
ஂ
体
））
に
お

い
て
、最
優
ल
৆
で
あ
る
農
林
水
産
大
ਉ
৆
を
受
৆
し
た
。

ฏ
成
ù₉
年
度
か
ら
は
、
近
ྡ
の
ܰ
Ҫ
୔
町
や
ࠤ
ٱ
市
で

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
も
商
品
化
施
設
に
て
解
体
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
解
体
頭
数
は
６
０
０
頭
を
超
え
た
。
ま
た
、
খ
諸

市
オ
リ
ジ
φ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
（
̠
Ｏ
̢
Ｏ
̧
Ｏ

̥
̧
̚
̢
̞
̪
̢
商
品
）
の
開
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま

で
に
ࣛ
肉
ウ
エ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
ࣛ
肉
ジ
Ỿ
ー
Ω
ー
、
ࣛ
肉

ド
ラ
イ
フ
ー
ド
の
３
種
類
を
̠
Ｏ
̢
Ｏ
̧
Ｏ 

̥
̧
̚
̢
̞
̪
̢

商
品
と
し
て
੡
造
・
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
খ
諸
ブ
ラ

ン
ド
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
は
、
ฏ
成
ù₉
年
７
月
よ
り
「
খ
諸
市

;
る
さ
と
ೲ
税
」
の
ฦ
ྱ
品
に
も
な
り
、
半
年
間
で
１
０

０
ສ
円
以
上
の
寄
付
が
あ
っ
た
。
市
の
予
ࢉ
を
࢖
っ
て
駆

除
さ
れ
೩
や
さ
れ
て
い
た
シ
カ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農

林
業
・
生
態
系
被
害
ܰ
減
、
捕
獲
ै
事
者
の
確
保
、
雇
用

ଅ
進
に
ܨ
が
り
、
Ӭ
続
的
な
野
生
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
が

可
能
と
な
る
こ
と
を
期
଴
し
て
い
る
。

ௗ
्
対
策
΁
の
ఏ
ݴ

若
い
世
代
の
狩
猟
に
関
す
る
ྙ
理
؍
の
変
化
な
ど
か
ら

猟
友
会
員
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
捕
獲
ै
事
者
を
೗
Կ

に
確
保
す
る
か
が
今
後
の
鳥
獣
行
政
に
お
い
て
重
要
な
課

題
と
な
る
。
捕
獲
ै
事
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
金
મ

面
を
含
め
捕
獲
ै
事
者
の
଴
۰
を
ྑ
く
す
る
必
要
が
あ
る

上
、
Ծ
に
捕
獲
数
が
増
加
す
る
と
野
生
鳥
獣
対
策
に
か
か

る
費
用
が
増
加
し
て
し
ま
う
。
地
方
自
治
体
の
ࡒ
政
が
ݫ

し
い
中
で
、
鳥
獣
対
策
に
高
額
な
予
ࢉ
を
つ
ぎ
込
む
༨
力

は
な
い
。
各
自
治
体
が
ة
機
感
と
新
し
い
発
૝
を
持
っ
て

鳥
獣
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
଴
す
る
。

◆◆◆
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૿
͑
る
イ
ノ
シ
シ
ඃ
֐

福
Ҫ
県
ḉ
ߐ
市
の
東
端
、
中
山
間
地
で
三
方
を
山
に
ғ

ま
れ
た
Տ
࿨
田
地
区
の
東
部
で
は
、
ฏ
成
1ù
年
に
標
高
６

０
０
ἇ
の
఼
上
山
の
林
道
で
イ
ノ
シ
シ
の
ࠟ
੻
が
ݟ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ଆ
ߔ
が
ຒ
め
ら
れ
て
林
道
管
理
に
支
ো

を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
里
で
は
、
ฏ
成
1û
年
に

山
ࡍ
の
畑
で
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
発
生
。
個
々
に
防
護
柵

で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
効
果
は
あ
ま
り
な
く
被
害
ൣ

ғ
は
拡
大
。
ฏ
成
1ý
年
７
月
、
福
Ҫ
߽
Ӎ
災
害
に
ૺ
い
農

地
や
山
の
෮
چ
作
業
を
優
先
し
て
い
る
間
に
イ
ノ
シ
シ
の

行
動
ൣ
ғ
は
広
が
り
個
々
の
防
ޚ
柵
は
ฏ
ୱ
地
に
も
ݟ
え

て
き
ま
し
た
。

ू
མ
͙
る
み
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

ฏ
成
17
年
に
Տ
࿨
田
地
区
区
௕
会
が
獣
害
対
策
を
ḉ
ߐ

市
௕
に
要
๬
。
市
は
被
害
調
査
と
現
地
確
認
を
行
う
と
と

も
に
「
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
行
動
」
な
ど
の
ߨ
習
会
で
住

◆◆◆◆◆◆

民
に
対
策
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。
区
௕
会
と
の
協
議
を
重

Ͷ
、
市
は
੗
み
分
け
対
策
と
し
て
「
山
ࡍ
で
集
落
を
ғ
う

ి
ؾ
柵
設
置
」
に
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
各
集
落
が
検
討

に
入
り
ま
し
た
。

地
区
東
部
の
上
Տ
಺
、
୔
、
ඌ
Ֆ
、
東
ਗ਼
水
の
４
集
落

の
う
ち
東
ਗ਼
水
集
落
で
は
、
す
で
に
山
ࡍ
の
ะ
場
（
ほ
じ

Ỷ
う
）
を
農
家
個
人
が
ి
ؾ
柵
で
ғ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ฏ
成
1ÿ
年
に
山
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
出
຅
を
止
め
よ
う
と
全

ùÿ
ށ
参
加
で
集
落
ぐ
る
み
の
山
ࡍ
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

ඌ
Ֆ
集
落
は
ý÷
ށ
の
う
ち
３
割
強
が
ඇ
農
家
で
農
作
物

被
害
と
は
関
係
な
く
「
ి
ؾ
柵
は
૲
מ
が
大
変
」
と
ݟ
ૹ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ཌ
1ÿ
年
、
イ
ノ
シ
シ
が
集
落
಺

を
า
き
回
る
と
農
業
被
害
だ
け
で
な
く
人
的
ة
害
も
発
生

す
る
ڪ
れ
が
あ
り
、
被
害
者
が
出
て
か
ら
で
は
஗
い
と
し

て
、
設
置
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
൝
ご
と
に

振
り
分
け
て
「
設
置
と
管
理
は
各
൝
に
任
せ
る
」
集
落
ぐ

る
み
対
策
と
な
り
ま
し
た
。

ྡ
接
す
る
୔
集
落
ûý
ށ
の
૯
会
で
は
当
初
「
農
家
の
問

題
」と
し
て
被
害
ҙ
識
の
共
有
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ඌ
Ֆ
集
落
の
設
置
後
に
な
っ
て
出
຅
が
増
加
し
だ
し
た
ฏ

成
1₉
年
に
「
農
地
・
水
」
組
織
を
中
心
に
集
落
の
下
区
間

に
設
置
さ
れ
て
つ
な
が
り
ま
し
た
。
上
区
間
は
「
個
々
の

問
題
」
と
ݟ
ૹ
ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
理
解
が
得
ら

れ
た
ฏ
成
ù1
年
に
全
ઢ
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

最
東
端
の
上
Տ
಺
集
落
üù
ށ
は
居
住
地
か
ら
ะ
場
が
ԕ

く
཭
れ
て
い
る
こ
と
と
、
他
集
落
の
担
い
手
農
家
に
全
て

任
せ
て
い
る
た
め
に
水
Ҵ
よ
り
も
਎
近
な
畑
の
被
害
を
重

視
。
さ
ら
に
、
Ԟ
深
い
山
ࡍ
で
は
設
置
と
管
理
が
困
難
と

し
て
防
除
対
策
は
個
々
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

์
຀
に
よ
る
地
域
͙
る
み
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

Տ
࿨
田
地
区
東
部
４
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
の
಺
容
で
対
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
出
຅
は
続
い
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
は
人
が
近
寄
ら
な
い
場
所
で
、
ะ
場
は
上

Տ
಺
地
੶
、
山
林
が
୔
地
੶
と
入
り
組
ん
で
い
て
管
理
の

ᐆ
ດ
な
場
所
で
し
た
。
そ
し
て
、
被
害
は
ඌ
Ֆ
に
東
ਗ਼
水

に
と
集
落
を
ӽ
え
て
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
म
会

で
ฉ
い
た
「
牛
を
放
຀
す
る
と
、
牛
が
野
生
動
物
の
エ
サ

と
な
る
૲
を
食
べ
獣
害
対
策
と
な
る
」
こ
と
を
市
に
相
ஊ

し
た
と
こ
ろ
、
県
の
事
業
に
「
若
ڱ
牛
の
放
຀
で
イ
ノ
シ

シ
対
策
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各

集
落
の
区
௕
と
農
家
組
合
௕
に
土
地
改
ྑ
理
事
、
農
地
・

水
担
当
者
と
山
林
地
主
を
集
め
て
県
市
の
担
当
者
か
ら
同

対
策
の
આ
明
を
受
け
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
へ
の
不
安

は
あ
り
ま
し
た
が
、
放
຀
は
ࢥ
っ
て
い
た
よ
り
؆
単
そ
う

で
牛
の
࿩
題
に
ջ
か
し
さ
も
感
じ
、
放
຀
に
前
向
き
な
1û

人
の
自
主
参
加
で
「
Տ
࿨
田
東
部
美
し
い
山
里
の
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

ฏ
成
1₉
年
1÷
月
、
ి
຀
柵
を
設
置
し
て
林
಺
に
放
຀
。

入
຀
式
に
、
地
域
の
子
ڙ
た
ち
を
Ҋ
಺
す
る
と
਌
子
連
れ

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

福
井
県
鯖
江
市

︱
山
里
の
೐
わ
い
を
取
り
໭
し
て
地
域
を
活
性
化
︱

服
部
　
義
和

河
和
田
東
部
美
し
い
山
里
の
会
　
事
務
局
長

若
狭
牛
の
放
牧
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
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で
多
く
の
人
が
๚
れ
、
エ
サ
や
り
体
験
に
प
り
の
૲
を
מ

っ
て
牛
に
与
え
ま
し
た
。
山
の
૲
が
無
く
な
っ
て
か
ら
は

田
ะ
に
下
ろ
し
て
イ
ノ
シ
シ
の
Ӥ
だ
っ
た
ೋ
൪
ึ
も
牛
の

Ӥ
へ
と
な
り
ま
し
た
。
ü÷
日
の
放
຀
で
し
た
が
、
地
域
の

活
性
化
に
も
一
役
ങ
い
そ
う
な
感
৮
で
し
た
。

์
຀
͕
ࢁ
ཬ
の
೐
わ
͍
Λ
औ
り
໭
͠
ͨ

ฏ
成
ù÷
年
は
５
月
຤
に
林
಺
の
放
຀
を
始
め
、
７
月
に

は
民
家
近
く
の
ٳ
耕
田
に
移
動
し
て
の
牛
の
૲
מ
り
と
な

り
ま
し
た
。
近
所
の
人
は
食
べ
切
れ
な
い
野
菜
を
牛
に
手

渡
し
で
食
べ
さ
せ
る
な
ど
、
放
棄
野
菜
の
࡟
減
に
も
な
り

◆◆◆

ま
し
た
。
úü
年
ぶ
り
の
牛
に
ջ
か
し
さ
を
感
じ
る
人
は
多

く
、
近
所
の
お
年
寄
り
が
ଙ
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た
り
、

保
育
園
の
ԕ
足
や
̥
̩
̖
イ
ベ
ン
ト
の
ݟ
学
、
毎
日
の
散

า
コ
ー
ス
に
も
な
っ
た
り
し
て
、
प
り
の
૲
を
מ
っ
て
手

渡
し
で
食
べ
さ
せ
る
子
ど
も
た
ち
も
現
れ
ま
し
た
。

ฏ
成
ù1
年
か
ら
は
林
಺
放
຀
地
を
東
ਗ਼
水
境
ま
で
広
げ
、

イ
ノ
シ
シ
用
の
ి
ؾ
柵
も
ซ
設
し
て
放
棄
農
道
も
า
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
୔
集
落
で
雑
૲
管
理
を

し
て
い
た
Տ
࿨
田
઒
అ
防
は
牛
の
Ӥ
場
と
な
り
、
放
຀
地

は
拡
大
し
て
６
Ἃ
に
増
え
ま
し
た
。
స
຀
に
も
慣
れ
て
୭

で
も
牛
を
引
け
る
の
が
ָ
し
み
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

集
落
を
ӽ
え
た
ి
ؾ
柵
の
設
置
と
若
ڱ
牛
の
林
಺
放
຀

に
よ
る
؇
ি
ଳ
整
備
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
は

1÷
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ฏ
成
ùû
年
度
か
ら
は
市
の「
里
山
放
຀
保
全
推
進
事
業
」

を
受
け
、
大
学
生
や
市
民
な
ど
と
の
交
流
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。Ҵ
Ս
立
て
や
Ҵ
מ
り
Ҵ
Ս
ֻ
け
に「
収

穫
ࡇ
」
の
໫
つ
き
な
ど
、
田
ࣷ
の
฻
ら
し
体
験
で
都
市
農

村
交
流
も
߃
例
化
し
て
、地
域
活
性
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
の
՝
୊

こ
の
牛
の
放
຀
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
も
1÷
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
ฏ
成
ùû
年

度
か
ら
費
用
の
一
部
を
市

に
པ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
な
ど
、
自
立
し
た
収
益

が
๡
し
く
、
継
続
で
き
る

か
が
今
後
の
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
຀

に
無
理
が
生
じ
た
場
合
で

も
山
ࡍ
の
ి
ؾ
柵
設
置
を

؇
ি
ଳ
ҡ
持
の
た
め
の
地

域
の
事
業
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
૆
代
々
受
け
継
い
だ

地
域
で
現
代
の
田
ࣷ
の
฻

ら
し
方
を
模
ࡧ
し
、
多
様

な
生
物
と
の
共
生
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

Γמの૲ాߞٳ

Τα΍Γ

ྛ಺์຀
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ω
ỽ
τ
ϫ
ー
Ϋ
ൃ
଍
͔
Β 

ݱ
ࡏ
に
ࢸ
る
·
Ͱ
の
า
み

近
年
農
作
物
や
森
林
を
荒
ら
す
野
生
鳥
獣
の
農
林
業
被

害
が
新
ฉ
ࢴ
面
を
೐
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
種
類
も
様
々
で

シ
カ
に
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ
Ϛ
や
サ
ル
、
ツ
Ω
ノ
ワ
グ

Ϛ
に
よ
る
人
਎
事
故
の
可
能
性
な
ど
、
現
ঢ়
被
害
と
不
安

ࡐ
ྉ
を
ڍ
げ
る
と
ඇ
ৗ
に
深
刻
な
ঢ়
گ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
都
会
で
生
活
し
て
い
る
と
、
そ
の
可
Ѫ
い
෩
๴

と
仕
૲
で
自
然
の
中
を
駆
け
回
っ
て
い
る
࢟
は
な
ん
と
も

ඍ
স
ま
し
く
、
大
半
の
方
が
ࣖ
に
す
る
の
は
「
な
ん
だ
か

大
変
ら
し
い
よ
」
と
い
う
「
な
ん
だ
か
」
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
直
接
家
計
や
様
々
な
事
ฑ
へ
影
響
を
及
΅
す
と
こ

ろ
ま
で
の
実
感
は
な
い
。
こ
こ
数
年
来
の
「
農
作
物
を
食

い
荒
す
獣
害
」
の
特
集
や
報
道
も
ஸ
ೡ
に
消
費
者
に
આ
明

す
る
と
こ
ろ
ま
で
フ
Ỽ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
ޡ
解

の
解
消
に
ࢸ
る
。

「
ひ
Ỷ
う
ご
ニ
ϗ
ン
ジ
カ
推
進
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

◆◆◆

シ
カ
に
よ
る
被
害
ܰ
減
を
図
る
と
と
も
に
、
人
と
シ
カ
が

共
存
で
き
る
生
態
系
の
創
出
、
そ
し
て
地
域
資
源
と
し
て

新
た
な
活
用
に
よ
る
地
域
創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
઒
上
（
捕
獲
者
）、
઒

中
（
解
体
ॲ
理
・
タ
ン
φ
ー
ʗ
革
੡
作
者
）、
઒
下
（
੡

品
や
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
ʗ
提
ڙ
者
）
に
携
わ
る
当
ω
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
員
が
担
う
。
例
え
ば
、
有
識
者
の
આ
明
を
民

間
事
業
主
が
よ
り
਎
近
な
感
֮
と
し
て
補
足
し
ט
み
ࡅ
い

て
店
頭
で
消
費
者
に
伝
え
る
。
ま
た
、
研
म
や
セ
ミ
φ
ー

を
開
࠵
す
る
こ
と
で
ॲ
理
施
設
や
猟
ࢣ
の
生
々
し
い
や
り

取
り
を
技
術
と
し
て
分
か
り
や
す
く
画
૾
や
ࣸ
真
、
ө
૾

で
提
ڙ
し
、
同
業
者
・
Է
・
খ
売
（
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ

ン
関
連
）
を
ܒ
໤
し
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
口

コ
ミ
や
手
渡
し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
地
道
な
活
動
が
少
し

ず
つ
実
を
結
び
、
よ
う
や
く
「
ジ
ビ
エ
」
と
い
う
フ
レ
ー

ζ
と
共
に
認
知
・
理
解
さ
れ
て
き
た
。

県
಺
֤
地
域
と
࿈
ܞ

シ
カ
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
ฌ
ݿ
県
全

体
で
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
を
県
಺
各
地
域
と
連
携
す
る
こ
と

で
利
活
用
に
ܨ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
た
だ
、
そ
れ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
進
め
方
や
今
ま
で
の
個
人
の
経
験
、

ഓ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
手
法
を
当
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
共

有
し
、
会
員
の
ا
業
や
個
人
が
金
も
時
間
も
ݒ
け
て
ഓ
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
レ
シ
ϐ
を
੯
し
み
な
く
提
ڙ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
民
間
ا
業
が
手
放
し
で
協
力
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
਎
も
਎
を
切
る
֮
ޛ
で
ී
及
に
貢
献
す
る
と
い

う
強
い
ࢥ
い
に
よ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
害
獣
と
し
て
や
む
を
得
ず
捕
獲
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
野
生
鳥
獣
の
໋
（
肉
・
革
・
֯
）
を
無
ବ

な
く
活
用
す
る
こ
と
で
よ
り
ྑ
い
地
域
社
会
や
฻
ら
し
を

形
成
し
、
઒
上
か
ら
઒
下
ま
で
の
人
と
人
を
ܨ
ぎ
、
持
続

可
能
（
サ
ス
テ
ィ
φ
ビ
リ
テ
ィ
）
な
ビ
ジ
ω
ス
と
し
て
実

現
さ
せ
、
ະ
来
へ
ܨ
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ฌ
ݿ
県
下
で
捕
獲
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
解
体
ॲ
理
、

そ
し
て
都
心
部
へ
流
通
さ
せ
る
。
こ
の
時
ど
の
よ
う
な
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
肉
の
ঢ়
態
）
が
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

調
理
方
法
が
現
在
の
Ϛ
ー
ケ
ッ
ト
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
൐
う
価
֨
は
い
っ
た
い
い
く
ら
が
適

正
で
、
業
販
・
Է
・
খ
売
の
各
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
の

で
あ
ろ
う
か
。
ൽ
も
同
様
で
੡
品
に
す
る
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
物
を
ଗ
え
れ
ば
、
海
外
か
ら
༌

入
さ
れ
る
ࣛ
革
と
ࠩ
別
化
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
様
々

な
問
題
提
ى
と
モ
ラ
ル
・
ル
ー
ル
作
り
か
ら
、
提
ڙ
方
法

を
検
討
し
た
。

そ
し
て
、
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
以
前
か
ら
自
਎
が
経
営
し

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

兵
庫
県

捕
獲
か
ら
製
品
流
通
ま
で

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

入
舩
　
郁
也

ひ
ょ
う
ご
ニ
ホ
ン
ジ
カ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
会
長

︱
シ
カ
を
地
域
資
源
と
し
て
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ω
ス
を
実
現
︱
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て
い
る
ਆ
ށ
市
中
心
部
の
実
店
ฮ（
ࣛ
肉
専
門
レ
ス
ト
ラ
ン
）

で
、
こ
れ
ま
で
の
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
で
は
な
く
、
ೃ

染
み
の
あ
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
フ
ー
ド
、
࿨
食
ベ
ー
ス
に
落
と

し
込
み
、
よ
り
食
べ
や
す
く
、
ప
ఈ
的
に
下
ॲ
理
し
た
も

の
を
低
価
֨
で
提
ڙ
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
近
ྡ
に
あ
る
、

ࣛ
革
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
੡
品
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
φ
シ
ョ
ッ

プ
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
消
費
を
ଅ
し
た
。
さ
ら
に
は
、

ニ
ー
ζ
と
価
֨
を
調
査
し
会
員
に
情
報
を
提
ڙ
し
た
。

χ
ϗ
ン
ジ
カ
利
׆
用
ී
ٴ
イ
ϕ
ン
τ

シ
カ
に
特
化
し
た
お
ࡇ
り
「
文
ࣛ
ࡇ
」
̗
̪
Ｎ
̠
̖

Ｓ
̖
̞
も
現
在
に
ࢸ
る
ま
で
４
回
開
࠵
し
、
今
年
は
ਆ
ށ

◆◆◆

三
ٶ
「
生
田
ਆ
社
」
に
て
フ
ー
ド
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
提
ڙ

す
る
Ϛ
ル
シ
ェ
を
ا
画
開
࠵
し
た
。
多
く
の
来
場
者
に
ࣛ

肉
の
ྑ
さ
や
、
ࣛ
革
の
෩
合
い
、
農
林
業
被
害
の
現
ঢ়
を

伝
え
る
こ
と
で
、「
シ
カ
が
か
わ
い
そ
う
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
、
理
解
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
文
ࣛ
ࡇ
」
を
開
࠵
す
る
こ
と
で
、
ฌ
ݿ

県
で
年
間
捕
獲
数
実
੷
・
活
用
頭
数
は
、
ฏ
成
ùü
年
度
約

３
ສ
９
ઍ
頭
・
活
用
頭
数
約
８
０
０
頭
、
ฏ
成
ùý
年
度
約

４
ສ
５
ઍ
頭
・
活
用
頭
数
約
２
３
０
０
頭
、
ฏ
成
ù7
年
度

約
４
ສ
６
ઍ
頭
・
活
用
頭
数
約
３
４
０
０
頭
、
ฏ
成
ùÿ
年

度
約
４
ສ
４
ઍ
頭
・
活
用
頭
数
約
３
９
０
０
頭
（
ฌ
ݿ
県

行
政
機
関
が
೺
Ѳ
し
て
い
る
ॲ
理
施
設
に
お
け
る
頭
数
）

と
年
々
活
用
さ
れ
る
頭
数
も
拡
大
し
て
き
た
。

ࣛ
肉
の
成
分
は
高
タ
ン
パ
ク
低
カ
ロ
リ
ー
、
మ
分
も
๛

෋
で
、
美
容
と
݈
߁
に
最
適
な
食
ࡐ
だ
。
人
の
食
ࡐ
と
し

て
適
さ
な
い
物
は
、
ペ
ッ
ト
（
ݘ
や
ೣ
）
フ
ー
ド
へ
と
活

用
さ
れ
て
い
る
。

「
ひ
Ỷ
う
ご
ニ
ϗ
ン
ジ
カ
推
進
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

様
々
な
ஂ
体
・
ا
業
・
個
人
商
店
に
ࢸ
る
ま
で
、
業
種
・

役
割
も
多
岐
に
わ
た
る
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。安
心
・

安
全
な
ࣛ
肉
を
安
定
ڙ
څ
す
る
方
向
で
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ミ
φ
ー
も
開
࠵
し
、
ฌ
ݿ
県
಺
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
共
通

の
形
で
消
費
者
に
提
ڙ
出
来
る
な
ど
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が

各
地
域
で
力
を
発
ش
し
協
力
す
る
こ
と
で
一
า
一
า
前
進

し
て
い
る
。
野
生
の
ࣛ
肉
を
ؾ
ܰ
に
家
庭
の
食
୎
で
ঌ
し

上
が
っ
て
௖
け
る
日
も
近
い
。

ֵࣛ੡඼

ࣛ೑のΧοティングηϛφー

ਆࢢށ಺のࣛ೑ઐ໳Ϩスτϥン
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特 集
໺
生
ಈ
物
՝
୊
は
ਓ
と
ਓ
Ͱ 

考
͑
ಈ
く
と
ֶ
Μ
ͩ
ֶ
生
࣌
୅

ハ
ン
タ
ー
民
宿
̗
̖
ổ
̗
̖
̧
開
業
の
原
点
は
、
動
物

に
興
味
が
あ
り
、
野
生
動
物
保
護
で
世
ք
に
出
た
い
ʂ
と

い
う
大
学
生
時
代
の
ເ
で
し
た
。
研
究
関
連
で
ア
フ
リ
カ

の
β
ン
ビ
ア
に
行
か
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
り
、
野

生
動
物
生
態
調
査
׭
の
日
本
人
ঁ
性
の
お
࿩
を
࢕
っ
た
と

き
の
「
動
物
だ
け
じ
Ỵ
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
と
࿩
を
す
る

の
が
大
切
」
と
い
う
言
༿
で
し
た
。
野
生
動
物
と
人
間
の

ڑ
཭
が
近
い
場
所
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
人
਎
被
害
も

多
い
。
そ
れ
で
家
଒
を
ࣦ
っ
た
人
に
「
野
生
動
物
を
क
ろ

う
ʂ
」
と
い
う
言
༿
は
か
け
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
一
方

で
、
野
生
動
物
は
国
の
重
要
な
؍
光
資
源
で
も
あ
る
。
野

生
動
物
課
題
は
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
ࢲ
自
਎
、「
野
生
動
物
保
護
」
と
い
う
視
点
よ
り
「
人

と
野
生
動
物
の
੗
み
分
け
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
よ
う
に

◆◆◆

な
り
ま
し
た
。

そ
の
課
題
は
、
日
本
に
も
あ
る
と
ؾ
づ
き
、
獣
害
対
策

に
関
わ
ろ
う
と
決
ҙ
し
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
北

海
道
に
て
開
࠵
さ
れ
る
狩
猟
セ
ミ
φ
ー
の
情
報
を
ݟ
つ

け
、
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
セ
ミ
φ
ー
の
中
で
、
猟
ࢣ
さ

ん
が
エ
ゾ
シ
カ
に
向
か
っ
て
ラ
イ
フ
ル
を
発
射
し
、
ݟ
事

に
໋
中
し
た
ॠ
間
を
目
に
し
て
感
໏
を
受
け
ま
し
た
。
参

加
者
と
と
も
に
エ
ゾ
シ
カ
を
解
体
し
、
໷
は
ࣛ
肉
̗
̗
̦

を
し
な
が
ら
૝
い
を
ޠ
り
合
う
。
か
っ
こ
い
い
ʂ
シ
カ
被

害
で
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
て
る
ʂ
肉
が
美
味
し
い
ʂ

そ
れ
を
通
じ
て
人
と
ޠ
り
合
え
る
ʂ
そ
う
だ
、
狩
猟
を
や

ろ
う
ʂ
と
ࢥ
い
、
੎
い
で
狩
猟
໔
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

狩
猟
を
通
し
て
人
と
৮
れ
合
う
、
そ
れ
が
ハ
ン
タ
ー
民
宿

̗
̖
ổ
̗
̖
̧
の
構
૝
の
原
点
で
し
た
。

野
生
動
物
の
課
題
は
人
と
人
で
考
え
動
い
て
い
く
と
感

じ
、
そ
う
し
て
人
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
ࢲ
自
਎
も
ָ

し
さ
を
֮
え
ま
し
た
。

Ҡ
ॅ
ͦ
͠
て
地
域
Ͱ
の
࣮
ફ
の
は
じ
·
り

ฏ
成
ùù
年
に
ࢲ
は
鳥
取
県
の
Ｎ
̥
Ｏ
法
人
学
生
人
ࡐ
バ

ン
ク
（
農
山
村
へ
の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
೿
ݣ
な
ど
を

通
し
て
地
域
と
若
者
を
つ
な
ぐ
組
織
）
に
ब
৬
し
、
地
域

で
の
人
と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
会
社
や
地
域

の
ご
ԑ
や
協
力
に
よ
り
、
鳥
取
市
Տ
原
町
ٷ
Տ
಺
と
い
う

「
村
」
に
ฏ
成
ùú
年
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
आ
り

た
空
き
家
で
ハ
ン
タ
ー
民
宿
̗
̖
ổ
̗
̖
̧
を
開
業
。
獣

肉
ྉ
理
体
験
を
中
心
に
狩
猟
や
田
ࣷ
฻
ら
し
に
৮
れ
る
場

を
提
ڙ
し
、「
獣
害
対
策
ʷ
ܜ
い
の
場
づ
く
り
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
民
泊
を
営
ん
で
い
ま
す
。
結
ࠗ
し
２
ࣇ
の
฼
と

な
っ
た
現
在
で
も
খ
さ
く
続
け
て
い
ま
す
。

村
で
Կ
か
を
始
め
る
以
前
に
ま
ず
、
村
の
住
人
と
し
て

の
心
得
を
ҙ
識
し
ま
し
た
。স
إ
で
元
ؾ
に
ѫ
ࡰ
を
す
る
、

村
の
共
同
作
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
に
は
必
ず
参
加

す
る
、
Қ
࿑
会
や
立
ち
࿩
な
ど
で
い
ろ
ん
な
人
の
૝
い
を

ฉ
く
、
自
分
が
Կ
を
し
た
く
て
こ
こ
に
来
た
の
か
き
ち
ん

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

鳥
取
県
鳥
取
市

︱
獣
肉
ྉ
理
体
験
で
田
ࣷ
に
৮
れ
る
場
を
提
ڙ
、

 

地
域
と
交
流
も
︱

上
田
　
知
子

ハ
ン
タ
ー
民
宿
Ｂ
Ａ
‐
Ｂ
Ａ
Ｒ
女
将

狩
猟
を
通
し
て
人
と
触
れ
合
う
ハ
ン
タ
ー
民
宿

ԉୂϝンόーٷ໼ࡾ
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と
お
࿩
を
す
る
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

村
の
人
と
の
関
係
性
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

村
の
住
人
で
௕
年
狩
猟
を
趣
味
と
し
ຏ
か
れ
た
技
術
を
も

っ
た
方
、
村
を
深
く
Ѫ
し
貢
献
す
る
た
め
に
狩
猟
者
に
な

っ
た
方
、
そ
し
て
獣
害
対
策
を
通
し
て
人
と
関
わ
り
た
い

ࢲ
の
３
人
で
、
ฏ
成
ùû
年
に
ハ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
を
結
成
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
໊
は
「
三
໼
ٷ
ԉ
ୂ
（
み
つ
や
き
ỵ
う

え
ん
た
い
）」。
地
域
の
山
野
を
क
る
こ
と
、
獲
れ
た
獣
肉

資
源
を
村
に
ؐ
元
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

࣮
ફ
と
޿
͕
り

三
໼
ٷ
ԉ
ୂ
の
活
動
指
਑
の
ひ
と
つ
が
、
獲
れ
た
獣
肉

◆◆◆

資
源
を
村
に
ؐ
元
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
手
段
と

し
て
、
ฏ
成
ùü
年
य़
か
ら
獣
肉
を
࢖
っ
て
村
の
中
で
の
交

流
会
を
ا
画
ӡ
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
交
流
会
で
は
、
村

の
全
ú1
世
ଳ
の
中
か
ら
、
1÷
代
～
7÷
代
の
幅
広
い
年
齢
層

の
方
ù÷
人
前
後
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
交
流

会
の
開
࠵
を
重
Ͷ
る
に
つ
れ
、
次
は
こ
う
し
た
ら
面
ന
そ

う
と
い
う
੠
が
出
て
き
て
実
ફ
。
獣
肉
だ
け
で
な
く
、
村

の
資
源
を
交
流
会
で
ָ
し
む
機
会
を
つ
く
る
、
村
の
人
が

山
で
収
穫
し
た
山
菜
や
、収
穫
し
た
て
の
ࢬ
౾
を
ビ
ー
ル
・

お
ञ
と
と
も
に
村
の
み
ん
な
で
ָ
し
ん
で
い
ま
す
。

交
流
会
の
会
࿩
の
中
で
は
「
ù÷
年
ú÷
年
後
も
こ
の
村
が

元
ؾ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
૝
い
も
開
か
れ
ま
す
。

そ
の
૝
い
を
も
と
に
、
村
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
৴
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。
交
流
会
に
よ
そ
の
人

も
お
誘
い
し
て
、

村
の
人
と
஥
ྑ
く

な
っ
て
も
ら
う
場

を
つ
く
る
。
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
し
た

い
人
は
そ
の
ま
ま

ハ
ン
タ
ー
民
宿
̗

̖
ổ
̗
̖
̧
に
泊

ま
っ
て
も
ら
う
。

宿
泊
人
数
も
増
や

そ
う
と
三
໼
ٷ
ԉ

ୂ
の
リ
ー
ダ
ー
が

農
家
民
宿
「
猟
ࢣ

宿
」
を
ฏ
成
ù7
年

に
開
業
し
、
ٷ
Տ

಺
に
は
民
宿
が
２

ݢ
に
な
り
ま
し

た
。交

流
会
を
重
Ͷ
て
い
く
と
、
獣
肉
ྉ
理
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
も
っ
と
増
や
そ
う
と
い
う
方
向
に
な
り
、
村
の
ঁ
性

方
の
力
を
お
आ
り
し
、
獣
肉
レ
シ
ϐ
を
一
ॹ
に
考
え
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
庭
で
つ
く
れ
る
Թ
か
み
の
あ
る
獣

肉
ྉ
理
の
提
ڙ
ϝ
ニ
ュ
ー
が
増
え
ま
し
た
。ࣛ
肉
大
࿨
ࣽ
、

ࣛ
肉
ロ
ー
ス
ト
、
ழ
肉
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
ು
、
ழ
ࣛ
ハ
ン
バ

ー
グ
等
々
。
獣
肉
ྉ
理
は
こ
う
し
て
美
味
し
く
作
れ
る
と

い
う
こ
と
を
交
流
会
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
村
で
の
獣
肉

へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
近
年
は
交
流

会
の
準
備
の
と
き
に
ঁ
性
方
に
も
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
美
味
し
く
ָ
し
く
ス
ム
ー
ζ
に
ӡ

営
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
住
人
同
࢜
で
૝
い
や
Ҋ
を
ޠ
り
合
う
こ

と
や
、
Կ
か
や
っ
て
み
る
こ
と
を
܁
り
ฦ
す
こ
と
で
取
り

組
み
が
۩
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

໺
生
ಈ
物
՝
୊
͔
Β
生
·
Ε
ͨ
ỏ

ਓ
と
ਓ
と
Ͱ
考
͑
ಈ
く
ͻ
と
ͭ
の
ܗ

獣
害
対
策
・
狩
猟
・
交
流
で
生
ま
れ
た
三
໼
ٷ
ԉ
ୂ
の

活
動
。
人
と
人
と
で
考
え
動
き
ָ
し
い
も
の
を
作
っ
て
い

く
ひ
と
つ
の
形
。
問
題
解
決
を
し
な
く
て
は
ʂ
と
ݞ
に
力

を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
ເ
を
ָ
し
く
ޠ
り
、
で
き
る
こ

と
を
ߜ
り
込
み
、
や
る
こ
と
を
決
め
て
や
っ
て
い
く
。
今

い
る
立
ち
位
置
や
、
਎
の
प
り
の
ঢ়
گ
を
踏
ま
え
て
で
き

る
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
や
っ
て
い
く
。
大
切
な
の
は
、
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
Ͷ
る
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
１
า
ず
つ
ָ
し
く
続
け
、
そ
れ
が
結
果
的
に
獣
害
対

策
と
な
る
な
ど
、
家
଒
や
地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
つ
な

が
る
よ
う
前
へ
進
み
ま
す
。

◆◆◆
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ඃ
֐
対
策
と
͠
て
の
捕
獲
と 

狩
猟
と
͠
て
の
捕
獲

島
根
県
༢
ஐ
܊
美
郷
町
は
、
２
８
０
ฏ
方
ἅ
の
面
積
に

人
口
約
４
７
０
０
人
、
人
口
ີ
度
1ý
人
ʗ
ฏ
方
ἅ
と
過
ૄ

の
先
進
地
島
根
県
の
中
で
も
最
も
人
口
ີ
度
の
低
い
自
治

体
で
す
。
急
फ़
な
山
間
を
分
け
入
る
よ
う
に
中
国
地
方
最

大
の
઒
「
ߐ
の
઒
」
が
流
れ
、
山
と
઒
の
間
の
わ
ず
か
な

ฏ
野
に
খ
さ
な
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

美
郷
町
（
چ
༢
ஐ
町
）
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
深
刻
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代
前
半
の
こ
と
。

当
時
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
あ
る
と
役
場

が
猟
友
会
に
依
པ
し
て
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
い
ま
し

た
。
美
郷
町
で
は
ౙ
に
農
業
を
行
わ
な
い
た
め
、
農
作
物

被
害
で
困
る
の
は
主
に
夏
場
。
農
家
は
、
୮
ਫ਼
込
め
て
作

っ
た
作
物
が
一
໷
に
し
て
ダ
ϝ
に
さ
れ
る
の
で
、
夏
場
に

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
一
方
、
狩
猟
者

の
方
は
、
ࢷ
の
少
な
い
夏
イ
ノ
シ
シ
よ
り
も
、
ࢷ
の
ノ
ッ

◆◆◆

た
ౙ
イ
ノ
シ
シ
を
獲
り
た
い
た
め
、
夏
場
の
捕
獲
に
積
極

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被
害
を
及
΅
す
イ
ノ
シ
シ

の
対
策
と
し
て
の
捕
獲
を
求
め
る
農
家
と
、
肉
と
し
て
の

価
値
が
高
い
ౙ
イ
ノ
シ
シ
を
獲
り
た
い
狩
猟
者
の
間
で
、

お
互
い
の
ࢥ
࿭
が
か
み
合
わ
な
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま

し
た
。イ

ノ
シ
シ
Λ
೑
に

そ
こ
で
、
美
郷
町
役
場
（
چ
༢
ஐ
町
役
場
）
は
１
９
９

９
年
に
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
を
猟
友
会
に
一
任
す
る
体
制
を

や
め
、
農
家
が
自
ら
狩
猟
໔
許
を
取
得
し
て
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
を
す
る
よ
う
に
ଅ
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
る
農
家

が
自
分
た
ち
の
手
で
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
対
策
し
よ
う

と
い
う
の
で
す
。

２
０
０
４
年
に
は
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
食
肉
利
用
す

る
た
め
、
約
û÷
人
の
農
家
が
出
資
し
て
イ
ノ
シ
シ
の
食
肉

ॲ
理
を
行
う
「
お
お
ち
山
く
じ
ら
生
産
者
組
合
」
を
設
立
。

◆◆◆

夏
場
に
捕
獲
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
も
美
味
し
く
食
肉
利
用
す

る
た
め
に
研
究
機
関
（
農
研
機
構
）
と
研
究
を
重
Ͷ
、
生

体
ൖ
ૹ
（
イ
ノ
シ
シ
を
生
き
た
ま
ま
食
肉
ॲ
理
場
ま
で
ൖ

ૹ
す
る
）
と
い
う
方
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

生
体
ൖ
ૹ
に
は
様
々
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
捕

獲
者
が
「
止
め
ࢗ
し
」
を
し
な
く
て
よ
い
こ
と
。
狩
猟
経

験
の
๡
し
い
農
家
は
、「
わ
な
」
の
管
理
は
で
き
て
も
捕

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
後
ॲ
理
は
ۤ
手
で
す
。
生
体
ൖ
ૹ
を

す
る
こ
と
で
捕
獲
者
で
あ
る
農
家
の
負
担
が
ܰ
く
な
る
た

め
、
よ
り
積
極
的
に
捕
獲
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、イ
ノ
シ
シ
を
食
肉
利
用
す
る
た
め
に
大
変
重
要
な「
止

め
ࢗ
し
」
と
い
う
工
程
を
、
Ӵ
生
環
境
の
整
っ
た
食
肉
ॲ

理
場
で
専
ै
の
ϝ
ン
バ
ー
が
行
え
る
の
で
、
品
質
の
安
定

化
に
も
ܨ
が
り
ま
す
。

組
合
設
立
以
߱
、
美
郷
町
で
は
ৗ
に
町
民
約
１
０
０
人

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

島
根
県
美
郷
町

農
家
自
ら
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
、

 

肉
や
皮
を
商
品
化

森
田
　
朱
音

株
式
会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら
　
代
表
取
締
役

︱
イ
ノ
シ
シ
と
共
生
す
る
地
域
を
つ
く
る
︱
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が
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
た
め
の
駆
除
ొ
࿥
（
捕
獲
者
の

ొ
࿥
）
を
し
て
お
り
、
毎
年
約
４
０
０
～
５
０
０
頭
の
イ

ノ
シ
シ
を
食
肉
ॲ
理
し
て
い
ま
す
。
੡
造
し
た
肉
は
「
お

お
ち
山
く
じ
ら
」の
ブ
ラ
ン
ド
໊
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

お
฼
͞
Μ
͕
࡞
る
イ
ノ
シ
シ
Ϩ
β
ー
঎
඼

か
つ
て
美
郷
町
に
は
た
く
さ
ん
の
๓
੡
工
場
が
あ
り
、

そ
こ
で
地
元
の
お
฼
さ
ん
た
ち
が
働
き
、
๓
੡
の
࿹
を
ຏ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
も
あ
っ
て
か
、
２
０
０
９
年

に
は
1ù
人
の
්
人
会
ϝ
ン
バ
ー
が
「
੨
空
ク
ラ
フ
ト
」
と

い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
さ
ら
な

る
有
効
利
用
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
革
を
つ
か
っ
た
ク
ラ

フ
ト
商
品
づ
く
り
を
し
よ
う
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
補

助
金
に
པ
ら
ず
自
分
た
ち
で
一
つ
一
つ
道
۩
を
そ
ろ
え
、

試
行
ࡨ
ޡ
し
な
が
ら
の
活
動
で
す
。
੨
空
ク
ラ
フ
ト
は
、

◆◆◆

毎
ि
水
༵
日
に
集
会
所
に
集
っ
て
活
動
し
ま
す
。
お
฼
さ

ん
た
ち
が
世
間
࿩
を
し
な
が
ら
チ
ク
チ
ク
਑
仕
事
を
し

て
、
み
ん
な
で
স
い
合
っ
て
お
஡
を
飲
む
水
༵
日
の
集
会

所
。
美
郷
町
に
は
毎
ि
の
よ
う
に
視
察
の
方
が
来
ら
れ
ま

す
が
、
օ
さ
ん
こ
の
お
฼
さ
ん
た
ち
の
元
ؾ
の
ྑ
さ
に
ѹ

౗
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ੈ
୅
ަ
୅
と
地
域
ޏ
用
の
֦
େ

２
０
０
４
年
に
設
立
し
た
お
お
ち
山
く
じ
ら
生
産
者
組

合
も
活
動
し
て
い
く
中
で
、
作
業
ϝ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
に
は

食
肉
ॲ
理
の
事
業
を
若
者
に
引
き
継
ぎ
、
株
式
会
社
お
お

ち
山
く
じ
ら
を
設
立
。
現
在
は
ࢲ
を
含
む
３
人
の
移
住
者

が
専
ै
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
お
り
、
੡
造
し
た
肉
を

東
ژ
の
飲
食
店
を
中
心
と
し
て
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
イ
ノ
シ
シ

肉
を
࢖
っ
た
؈
٧
の

੡
造
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
夏
場
の
ࢷ

が
少
な
い
肉
を
中
心

に
ࣽ
込
み
ྉ
理
の
؈

٧
を
３
種
類
੡
造
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
イ
ノ
シ
シ
を
食
べ

た
こ
と
が
な
い
人
に

も
食
べ
や
す
い
よ
う

؈
٧
を
開
け
た
だ
け

で
本
֨
的
な
ジ
ビ
エ

ྉ
理
が
ָ
し
め
る
商

◆◆◆

品
で
す
。
今
で
は
、
地
元
の
お
฼
さ
ん
３
人
を
パ
ー
ト
雇

用
し
、
地
元
の
仕
事
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

お
お
ͪ
ࢁ
く
じ
Β
ࣄ
ۀ
Λ
ܧ
ଓ
͢
る
ͨ
め
に

１
９
９
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
お
お
ち
山
く
じ
ら
の
事
業

が
約
ù÷
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
ら
れ
る
の
に
は
、
３
つ

の
ϙ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
「
被

害
を
受
け
る
当
事
者
が
自
ら
動
く
仕
組
み
を
作
っ
た
」
こ

と
。
猟
友
会
や
役
場
に
པ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分

で
Կ
と
か
す
る
「
自
立
」
の
ਫ਼
ਆ
を
持
っ
て
い
る
強
さ
で

す
。
２
つ
目
は「
地
域
み
ん
な
が
当
事
者
に
な
れ
る
よ
う
、

分
業
し
た
」
こ
と
。
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
農
家
が
行
い
、

食
肉
の
੡
造
は
専
門
の
ϝ
ン
バ
ー
が
行
う
分
業
の
仕
組
み

を
作
っ
た
こ
と
で
、
捕
獲
数
と
品
質
の
安
定
化
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は
、「
਎
の
ৎ
に
合
っ
た
活
動
」

で
す
。
活
動
当
初
か
ら
補
助
金
な
ど
の
大
き
な
投
資
に
པ

ら
ず
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

初
期
投
資
を
少
な
く
し
、
ঃ
々
に
大
き
な
活
動
に
育
て
て

い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
௕
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

ࢥ
い
ま
す
。

ủ
ਓ
お
͜
͠
Ứ

今
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
を
࣠
に
元
ؾ
に
な
っ
た
美
郷
町
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
は
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
む
人
ひ
と
り
ひ
と
り
が

役
割
を
も
っ
て
活
動
す
る
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ

は
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
た
め
の
「
地
域
資
源
」
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、「
地
域
お
こ
し
」
な
ら
͵
、
地
域
住
民
が
よ

り
ً
く
「
人
お
こ
し
」
を
し
て
い
こ
う
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

Πノγγ٧؈ɻ201�೥に੡଄Λ։࢝ͨ͠Πノγγの٧؈ɻΠンλーωοτ
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ビ
ジ
ω
ス
Λ
௨
じ
ͨ
໺
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
τ

現
代
日
本
に
お
け
る
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
は
、「
ど

こ
か
の
」「
୭
か
の
」
問
題
か
ら
地
方
に
お
け
る
市
民
生

活
に
直
接
関
わ
る
問
題
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
中
山
間

地
域
に
限
っ
て
い
え
ば
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
な
ど

の
野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
と
過
ૄ
高
齢
化
は
相
関
し

て
い
る
。
な
ͥ
な
ら
、
過
ૄ
高
齢
化
に
と
も
な
う
耕
作
放

棄
地
や
空
き
家
の
増
加
が
動
物
の
生
息
地
や
移
動
ル
ー
ト

を
提
ڙ
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
管
理
が
不
े
分
な
耕
作

地
も
ま
た
動
物
に
と
っ
て
֨
޷
の
Ӥ
場
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
物
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
Ỿ
ー
が
、
過
ૄ
地
域
で
ࡉ
々
と
営
農
し
て
い
る
人
び
と

の
ҙ
ཉ
を
ୣ
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
口

減
少
時
代
の
日
本
社
会
は
、
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
の

ݟ
直
し
に
ഭ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ঢ়
گ
の
中
で
、
࿡
次
産
業
化
に
よ
る
特
産
品

◆◆◆

づ
く
り
と
鳥
獣
害
対
策
を
݉
Ͷ
る
事
業
と
し
て
の
ジ
ビ
エ

商
品
開
発
の
可
能
性
が
取
り
ࠫ
ଡ
さ
れ
て
ٱ
し
い
。
し
か

し
、
特
産
品
づ
く
り
に
よ
る
売
り
上
げ
の
向
上
と
い
う
商

業
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、
؊
心
の
野
生
生
物

Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
に
は
寄
与
し
な
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま

う
。
全
国
各
地
で
野
生
獣
肉
を
原
ࡐ
ྉ
と
す
る
商
品
開
発

が
行
わ
れ
た
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム
も
、
࠾
ࢉ
面
で
の
難
し
さ
と

野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
の
有
効
性
に
関

す
る
課
題
の
中
で
ひ
と
こ
ろ
の
੎
い
を
ࣦ
い
つ
つ
あ
る
よ

う
に
ݟ
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
ಙ
島
大
学
の
狩
猟
サ
ー

ク
ル
「
レ
ビ
ア
Ϡ
ー
ク
ト
」
と
૯
合
科
学
部
・
಺
౻
研
究

ࣨ
で
は
、
あ
え
て
ジ
ビ
エ
商
品
販
売
体
制
の
構
築
に
よ
る

野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
へ
の
貢
献
を
目
指
し
た
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

ủ
Ք
͙
Ϙ
ラ
ン
ς
ỹ
Ξ
Ứ
と
͠
て
の

ジ
ビ
エ
ɾ
ビ
ジ
ω
ス
の
֬
ཱ

現
在
の
食
肉
市
場
で
消
費
さ
れ
て
い
る
動
物
に
つ
い
て

◆◆◆

は
、
௕
い
家
畜
化
の
歴
史
を
経
た
結
果
、
野
生
鳥
獣
と
比

べ
て
安
価
で
安
定
的
な
ڙ
څ
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
野
生
獣
肉
を
家
畜
と
同
じ
価

֨
ଳ
の
日
ৗ
的
な
食
肉
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。し
か
し
、

現
代
社
会
に
お
け
る
食
の
多
様
化
は
、「
自
然
ࢤ
向
」「
本

物
ࢤ
向
」「
エ
Ω
ゾ
チ
ッ
ク
」「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
」
な
食

の
ニ
ー
ζ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
に
は
ඇ
日
ৗ
的

な
食
の
ニ
ー
ζ
に
応
え
る
食
肉
と
し
て
の
可
能
性
が
あ

る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
野
生
獣
肉
の
安
定
的
な
ڙ
څ
体
制

の
構
築
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
地
元
の
猟
友
会
等

と
協
議
し
て
一
定
の
品
質
の
肉
を
安
定
的
に
ڙ
څ
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

開
発
す
る
商
品
は
、
ご
く
あ
り
;
れ
た
ι
ー
セ
ー
ジ
に
限

定
し
た
。
な
ͥ
な
ら
、
原
ࡐ
ྉ
に
野
生
獣
肉
を
࢖
用
す
る

だ
け
で
消
費
者
に
は
े
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
商
品
そ
の
も
の
の
開
発
よ
り
も

品
質
管
理
と
安
定
ڙ
څ
体
制
の
構
築
に
コ
ス
ト
を
か
け
る

べ
き
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
原
ࡐ
ྉ
は
シ
カ
に
限
定
し
た
。
࢛
国
に
は
ク
Ϛ

は
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
し
、
日
本
で
は
サ
ル
を
食

べ
た
い
と
い
う
人
は
極
め
て
ك
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
は
ハ
ン
タ
ー
が
食
味
を
޷
ん
で
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
シ
カ
は
ಙ
島
県
だ
け
で
も
年
間
１
ສ
頭
以
上

が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
の
に
、
統
計
上
は
数
ඦ
頭
し
か
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
捕
獲
に
対
し
て
日
当
や
報
奨

金
等
が
猟
ࢣ
に
支
෷
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ࡒ
源
は
税
金

で
あ
る
。
シ
カ
の
駆
除
費
用
は
פ
ྫྷ
地
の
除
雪
費
用
と
同

様
に
、
現
ঢ়
で
は
そ
れ
自
体
が
新
た
な
経
済
活
動
を
生
み

出
さ
な
い
コ
ス
ト
と
し
て
地
方
ࡒ
政
を
ѹ
ഭ
す
る
一
因
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ඇ
ৗ
に
多
く
の
頭
数
が
捕
獲

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
シ
カ

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

徳
島
県

ジ
ビ
エ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た

 

野
生
生
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

内
藤
　
直
樹

徳
島
大
学
　
狩
猟
サ
ー
ク
ル
「
レ
ビ
ア
ヤ
ー
ク
ト
」
顧
問

︱
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
市
民
を
巻
き
込
む
︱
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肉
の
資
源
化
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
方
で
、
資
源
化

に
よ
っ
て
得
た
利
益
は
、
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
に
投

資
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
野
生
動
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
に
関
わ
る
社
会
的
ا
業
や
協

同
組
合
の
よ
う
な
「
Ք
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
۩
体
的
に
は
、
シ
カ
肉

加
工
品
の
販
売
益
を
ハ
ン
タ
ー
の
収
入
源
に
す
る
こ
と
と

ຒ
設
ॲ
理
費
用
を
೧
出
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ै
来
の
ジ
ビ
エ
商
品
販
売
事
業
に
は
、
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ

ϝ
ン
ト
体
制
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
に
ܽ
け
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
ا
画
の
段
階
か
ら
地
元
の

猟
友
会
関
係
者
や
行
政
関
係
者
に
協
力
を
得
て
、
事
業
に

よ
る
利
益
を
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
に
投
資
す
る
社
会

的
ا
業
の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

Ϋ
ラ
ウ
υ
ϑ
Ỹ
ン
σ
ỹ
ン
ά

Ổ
͞
·
͟
·
ͳ
ࢢ
ຽ
Λ
ר
き
ࠐ
Ή
ྗ

上
ه
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
1÷
月

７
日
か
ら
11
月
1ù
日
ま
で
の
期
間
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
に
て
前
ه
の
活
動
に
関
わ
る
資
金
提
ڙ

を
ݺ
び
か
け
た
。
２
０
１
６
年
に
ಙ
島
大
学
は
国
立
大
学

の
中
で
は
先
駆
的
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
研
究
資
金
獲
得
と
研
究
成
果
の
社
会
ؐ
元
を
実
施
す
る

た
め
の
組
織
（
一
般
社
ஂ
法
人
大
学
支
ԉ
機
構
）
を
構
築

し
た
。
こ
の
組
織
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

Ｏ
̩
Ｓ
̪
̘
̡
̚
を
ӡ
営
し
て
い
る
（https://otsucle.

◆◆◆

jp/cf/project/revier�jagt.htm
l

）。
今
回
は
ü÷
ສ
円

の
資
金
提
ڙ
を
ݺ
び
か
け
、
最
ऴ
的
に
約
₉÷
ສ
円
の
資
金

が
集
ま
っ
た
。
૯
支
ԉ
者
数
は
１
０
８
人
に
達
し
、
支
ԉ

者
の
ൣ
ғ
も
ಙ
島
県
や
࢛
国
だ
け
で
な
く
全
国
に
及
ん

だ
。
現
在
は
開
発
し
た
ι
ー
セ
ー
ジ
を
出
資
者
に
お
ಧ
け

し
、
大
学
生
協
や
ω
ッ
ト
を
通
じ
た
販
売
体
制
の
構
築
を

模
ࡧ
し
て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
の
日
本
に
お
け
る
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ

ン
ト
体
制
の
再
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
ࢲ
た
ち
市
民
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
多
く
の

市
民
が
狩
猟
に
行
け
る
わ
け
で
も
、
野
生
動
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ

ン
ト
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
わ
け

で
も
な
い
。
そ
こ
ま
で
「
強
い
」
参
加
で
な
く
て
も
、
野

生
動
物
や
そ
の
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
へ
の

関
心
や
知
識
・
ス
Ω
ル
を
਎
に
つ
け

る
環
境
教
育
や
ྙ
理
的
消
費
な
ど
を

通
じ
た「
弱
い
」参
加
も
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
取
り
組
み
は
、
地
元
猟
友
会
や
行

政
関
係
者
、
大
学
関
係
者
と
い
っ
た

「
強
い
」
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
飲
食
店
や
学
生
等
の
中
程
度
の
参

加
者
お
よ
び
全
国
で
関
心
を
も
つ「
弱

い
」
参
加
者
を
野
生
生
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ

ン
ト
に
関
わ
る
課
題
に
巻
き
込
む
こ

と
に
成
ޭ
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
野
生
動
物
Ϛ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
考
え
る
ࡍ
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

資
金
獲
得
プ
ロ
セ
ス
が
も
つ
市
民
を

巻
き
込
む
力
に
も
஫
目
し
て
ほ
し
い
。

ୈҰճେֶ4%(T�"8"3%4��Ͱのൃද෩ܠ

γΧのൽണ͗

ιーηーδの࡞ࢼ඼ͱ͢るγΧのղମ
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۽
本
県
の
ҕ
ୗ
ࣄ
ۀ
と
͠
て
ス
λ
ー
τ

一
般
的
に
「
く
さ
い
」「
ߗ
い
」「
Ӵ
生
面
で
不
安
」
等
、

Ϛ
イ
φ
ス
イ
ϝ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ジ
ビ
エ
肉
。
۽
本
県
で

も
年
間
約
４
ສ
８
ઍ
頭
の
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ॲ
理
加
工
さ
れ
て
い
る
の
は
そ

の
う
ち
の
わ
ず
か
３
％
程
度
に
ཹ
ま
っ
て
い
る
の
が
現
ঢ়

で
す
。
ฏ
成
ùû
年
当
時
、
ॲ
理
加
工
施
設
は
県
಺
に
1÷
数

カ
所
あ
り
ま
し
た
が
、規
模
や
設
備
の
ハ
ー
ド
面
の
違
い
、

解
体
方
法
や
Ӵ
生
管
理
体
制
、
商
品
規
֨
・
形
ঢ়
の
違
い
、

さ
ら
に
は
安
定
ڙ
څ
の
体
制
等
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
Է

業
者
の
参
入
も
困
難
で
、
ॲ
理
加
工
施
設
と
飲
食
店
等
と

の
Ϛ
ッ
チ
ン
グ
も
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
ঢ়
گ
で
し

た
。そ

こ
で
、
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
地
域

の
新
た
な
資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
経

済
の
活
性
や
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
農
業
被
害
の
ܰ
減
に

ܨ
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
۽
本
県
が
中
心
と
な
っ
て
、

狩
猟
に
携
わ
る
猟
ࢣ
や
県
಺
各
地
の
害
獣
肉
ॲ
理
加
工
施

◆◆◆

設
、
飲
食
店
、
ϗ
テ
ル
、
ཱྀ
ؗ
、
関
係
市
町
村
を
構
成
員

に
、
く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
研
究
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
来
、
研
究
会
の
活
動
は
۽
本
県
の
委
託
事
業
と
し
て
県

の
予
ࢉ
で
行
わ
れ
、
そ
の
事
務
局
業
務
を
当
社
（
有
限
会

社
ハ
ン
ζ
）
が
受
託
し
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
Λ
৽
͠
͍
Φ
シ
Ỿ
Ϩ
ͳ
料
理
に

「
農
業
被
害
と
か
、ॐ
で
仕
ཹ
め
た
と
か
、݂
抜
き
と
か
、

本
来
、
ྉ
理
と
は
無
ԑ
の
イ
ϝ
ー
ジ
は
極
力
、
出
さ
ず
、

࠼
り
๛
か
に
お
ࡼ
に
盛
ら
れ
た
き
れ
い
な
ྉ
理
だ
け
を
売

っ
て
い
こ
う
」。
参
加
店
ฮ
を
ื
集
す
る
に
あ
た
り
、
ま

ず
行
っ
た
の
が
地
産
地
消
や
食
ࡐ
に
こ
だ
わ
っ
た
シ
ェ
フ

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
県
಺
に
な
い
か
調
査
す
る
こ
と
で
し

た
。
Կ
の
຺
絡
も
な
く
個
別
に
参
加
店
ฮ
を
ื
る
の
で
は

な
く
、
す
で
に
Կ
ら
か
の
テ
ー
Ϛ
で
活
動
し
て
い
る
シ
ェ

フ
グ
ル
ー
プ
を
ݟ
つ
け
核
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
拡
散
し
て

い
っ
た
方
が
、
い
ず
れ
は
ऴ
わ
る
行
政
支
ԉ
を
ݟ
ӽ
し
た

取
り
組
み
と
し
て
は
自
活
・
自
律
し
て
い
く
可
能
性
が
高

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
Ѩ

◆◆◆

ો
の
世
ք
農
業
Ҩ
産
認
定
の
提
এ
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

イ
タ
リ
ア
ྉ
理
・
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ミ
Ϡ
モ
ト
（
۽
本
市
）

の
オ
ー
φ
ー
シ
ェ
フ
ٶ
本
݈
真
さ
ん
で
し
た
。
趣
ࢫ
に
ࢍ

同
い
た
だ
き
、
食
と
農
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
φ
ル
集
ஂ
と

し
て
す
で
に
組
織
活
動
を
行
っ
て
い
た
「
ア
ル
チ
β
ン
ク

ラ
ブ
」
の
ϝ
ン
バ
ー
シ
ェ
フ
に
੠
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

す
ぐ
に
1÷
数
店
ฮ
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以

来
、
毎
年
、
く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
ྉ
理
フ
ェ
ア
を
行
い
、
参

加
店
ฮ
は
今
年
、
ü÷
店
ฮ
に
な
り
ま
し
た
。

۽
本
県
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
地
域
の
新
た
な
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
フ
ェ
ア
に
参
加
す

る
シ
ェ
フ
に
は
「
農
業
被
害
と
か
駆
除
と
か
ॲ
理
方
法
と

か
は
ヨ
コ
に
置
い
と
い
て
、
お
し
Ỵ
れ
で
、
美
味
し
そ
う

で
、
き
れ
い
な
ྉ
理
を
き
れ
い
な
お
ࡼ
に
ࡌ
せ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
」
と
お
ئ
い
し
ま
し
た
。
結
果
、
こ
れ
ま
で
の

郷
土
ྉ
理
的
な
イ
ϝ
ー
ジ
と
は
全
く
違
う
新
઱
で
お
し
Ỵ

れ
な
ྉ
理
が
ଗ
い
ま
し
た
。

ジ
ビ
エ
の
ध
ཁ
૑
ग़
と
࢈
ۀ
Խ
Λ
໨
ࢦ
͠
て

研
究
会
で
は
ジ
ビ
エ
の
ध
要
創
出
と
産
業
化
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
。
ࡢ
年
か
ら
は
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
で
の
ਫ਼
肉
取
り
ѻ
い
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
研
究
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
事
務
局
と
し
て
は
産
地
と
ྉ
理
人
の
間
を
と
り
も

つ
コ
ー
デ
ィ
ω
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
一
൪
の
仕
事
で

し
た
。

く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
ྉ
理
フ
ェ
ア
を
は
じ
め
、
ॲ
理
施
設

ˍ
シ
ェ
フ
向
け
研
म
会
、
ジ
ビ
エ
ྉ
理
モ
ニ
タ
ー
試
食
会

（
۽
本
・
福
Ԭ
）、
ジ
ビ
エ
ྉ
理
教
ࣨ
（
۽
本
・
福
Ԭ
）、

◆◆◆

生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

熊
本
県
熊
本
市

︱
地
域
経
済
の
活
性
や
地
域
づ
く
り
に
︱

田
川
　
敬
二

く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
研
究
会
　
事
務
局
長

有
限
会
社
ハ
ン
ズ
代
表
取
締
役

ジ
ビ
エ
肉
を
新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
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商
ஊ
会
（
福
Ԭ
）、
社
食
フ
ェ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
研
म
会
な
ど
を
通
じ
各
ॲ
理
加
工
施
設

の
Ӵ
生
管
理
や
商
品
づ
く
り
に
対
す
る
ҙ
識
や
技
術
も
向

上
し
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ݫ
し
い
Ӵ
生
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
ॲ
理
加
工
施
設
の
イ
ノ
シ
シ
肉（
ス
ラ
イ
ス
パ
ッ
ク
）

が
県
಺
複
数
の
イ
オ
ン
系
ྻ
店
ฮ
の
ਫ਼
肉
コ
ー
φ
ー
に
並

び
、
家
庭
消
費
へ
の
第
一
า
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県

಺
の
調
理
ࢣ
専
門
学
校
「
専
म
学
校
ৗ
൫
学
Ӄ
」
で
は
毎

年
１
回
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
解
体
実
ԋ
や
ਫ਼
肉
加
工
体

験
と
プ
ロ
の
シ
ェ
フ
に
よ
る
ジ
ビ
エ
ྉ
理
ߨ
習
を
行
う

「
く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
特
別
授
業
」
が
全
国
で
初
め
て
正
式

な
カ
リ
Ω
ュ
ラ
ム
と
し
て
࠾
用
さ
れ
࿩
題
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
活
動
当
初
か
ら
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
流

通
Է
業
者
の
参
入
に
つ
い
て
も
、
県
಺
事
業
者
２
社
が
流

通
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
期
଴
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

く
·
΋
と
ジ
ビ
エ
ί
ン
ι
ー
シ
Ξ
Ϝ
͕
࢝
ಈ

今
後
の
最
大
の
課
題
は
「
出
口
」
で
す
。
そ
こ
を
目
指

し
て
今
年
、く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
コ
ン
ι
ー
シ
ア
ム
が
始
動
。

産
学
׭
一
体
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
ジ
ビ
エ
振
興
を
目
指
し

ま
す
。

ジ
ビ
エ
コ
ン
ι
ー
シ
ア
ム
で
は
、「
۽
本
県
産
ジ
ビ
エ

ブ
ラ
ン
ド
」
を
担
保
し
流
通
量
を
増
や
す
た
め
に
、
ط
存

の
県
಺
ॲ
理
加
工
施
設
は
「
ࢬ
肉
」
ま
で
の
加
工
で
出
荷

し
、
ࠎ
抜
き
～
ਫ਼
肉
加
工
を
新
設
の
加
工
場
「
セ
ン
ト
ラ

ル
ॲ
理
場
」で
行
う
よ
う
な
仕
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

牛
肉
や
ಲ
肉
と
比
べ
て
も
ଝ
৭
な
く
美
味
し
く
、
そ
れ
を

流
通
し
や
す
い
価
֨
で
販
売
で
き
る
こ
と
が
ジ
ビ
エ
振
興

◆◆◆

の
カ
Ϊ
と
考
え
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ॲ
理
場
構
૝
は
大
き
な
ҙ

義
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ਫ਼
肉
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、
加
工
品
の
੡
造
も
行
い
、
残
ᕓ
な
ど
は
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
や
ං
ྉ
等
へ
の
利
活
用
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と

の
で
き
る
機
能
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で

Ӵ
生
基
準
、
֨
付
け
、
部
位
別
け
も
、
۽
本
県
産
は
一
定

の
出
口
基
準
が
で
き
、
在
ݿ
管
理
も
一
元
化
し
、
い
つ
で

も
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
಺
産
地
に
も
ॲ
理
加
工
と
֨
付
け
の
基
準
を
設
け
て

い
る
地
域
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
１
カ
所
で
集
約
し
て

行
う
と
こ
ろ
は
۽
本
が
全
国
初
の
試
み
で
は
な
い
で
し
Ỷ

う
か
。
ま
た
、
来
日
す
る
外
国
人
（
特
に
߳
ߓ
、
୆
࿷
な

ど
۽
本
と
の
国
ࡍ
定
期
ศ
ब
ߤ
先
）
へ
の
新
し
い
日
本
食

ࡐ
と
し
て
の
販
࿏
な
ど
新
し
い
Ϛ
ー
ケ
ッ
ト
を
۽
本
か
ら

開
୓
し
て
い
く
ઓ
ུ
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
振
興
に
は
産
地
と
ྉ

理
人
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ω
ー
タ
ー

が
ઈ
対
に
必
要
で
す
。
そ
れ
は

当
研
究
会
の
よ
う
に
活
動
費
は

県
か
ら
支
څ
さ
れ
、
産
地
と
実

ध
者
の
྆
方
か
ら
利
益
を
得
て

い
な
い
中
立
的
な
立
場
で
自
由

に
動
け
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。
日
本
全
国
で
ジ
ビ

エ
の
利
活
用
が
進
み
、
捕
獲
さ

れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
１
頭

で
も
多
く
美
味
し
い
ྉ
理
や
加

工
品
と
し
て
消
費
し
て
い
く
こ

と
が
自
然
か
ら
の
ܙ
み
と
し
て

「
໋
」
を
い
た
だ
く
ࢲ
達
の
࢖
໋

な
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

ϓϩγェϑにΑるδϏΤྉཧࣨڭ΋։࠵ʢࢣߨ͸ٶຊ݈ਅγェϑʣ
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生
き
物
対
策
と
地
域
づ
く
り

約
８
割
を
占
め
る
ঢ়
گ
と
な
っ
て
い
ま
す
（
林
野
庁
調
べ
）。

捕
獲
͠
ͨ
໺
生
ௗ
्
の
ジ
ビ
エ
利
用

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
各
地
で
農
作
物
の
被
害
防
止
等

を
目
的
と
し
た
市
町
村
等
の
許
可
に
基
づ
く
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
（
以
下
、「
有
害
捕
獲
」）
が
進
め
ら
れ
、
近

年
で
は
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
頭
数
よ
り
多
く
、
直
近
の
ฏ

成
ù7
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
約
üü
ສ
頭
（
う

ち
有
害
捕
獲
ú₉
ສ
頭
、
狩
猟
17
ສ
頭
）、
シ
カ
が
約
ýù
ສ

頭
（
う
ち
有
害
捕
獲
ûü
ສ
頭
、
狩
猟
17
ສ
頭
）、
シ
カ
と

イ
ノ
シ
シ
を
あ
わ
せ
る
と
約
１
１
７
ສ
頭
が
捕
獲
さ
れ
て

い
ま
す
（
環
境
省
調
べ
）（
図
２
）。

多
く
の
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

ジ
ビ
エ
の
利
用
量
に
つ
い
て
は
、
ฏ
成
ù₉
年
度
、
全
国
の

食
肉
ॲ
理
業
の
許
可
を
有
す
る
ॲ
理
加
工
施
設
５
６
３
施

︱
外
食・খ
売
産
業
と
連
携
し
て
農
山
村
地
域
の
所
得
向
上
へ
︱

山
内
　
芳
紀

農
林
水
産
省
農
村
環
境
課
鳥
獣
対
策
室 

鳥
獣
利
活
用
推
進
係
長

捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
通
じ
た

 

地
域
づ
く
り
の
可
能
性

は
じ
め
に

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
金
額
で
示
せ
る
被

害
だ
け
で
な
く
、
農
業
者
の
営
農
ҙ
ཉ
の
減
退
に
も
ܨ
が

り
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
る
な
ど
農
山
村
地
域
に
深
刻

な
影
響
を
及
΅
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
対
策
の
一
手

段
と
し
て
捕
獲
し
た
後
に
は
、
ຒ
٫
や
ম
٫
な
ど
適
正
に

ॲ
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、࿑
力
や
費
用
も
負
担
と
な
り
、

ま
さ
に
有
害
鳥
獣
は
地
域
に
と
っ
て
໽
介
者
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
捕
獲
後
に
廃
棄
し
て
い
た

野
生
鳥
獣
を
野
生
鳥
獣
肉（
フ
ラ
ン
ス
ޠ
で
ジ
ビ
エ
。以
下
、

「
ジ
ビ
エ
」）
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
国
と
し
て
も
捕
獲
頭
数
の
増
加
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
低
減
だ
け
で
な
く
、
外
食
・
খ
売
産
業

な
ど
様
々
な
分
野
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
農
山
村
地
域

の
所
得
向
上
が
期
଴
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み

を
全
国
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
ߘ
で
は
、
捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
め
ぐ
る
最
近

の
ঢ়
گ
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ
利
用
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
各
地
域
に
お
い

て
ジ
ビ
エ
利
用
に
取
り
組
む
ࡍ
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
޾
い
で
す
。

な
お
、
文
中
ҙ
ݟ
に
わ
た
る
部
分
は
ࢲ
ݟ
で
あ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

໺
生
ௗ
्
に
よ
る
೶
࡞
物
౳
の
ඃ
֐
ঢ়
گ

全
国
の
農
作
物
の
被
害
額
（
図
１
）
は
、
ฏ
成
ùÿ
年
度

が
１
７
２
億
円
と
４
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依

然
高
い
水
準
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
被
害
が
全
体
の
約
６
割
（
１
０
７
億
円
）
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
森
林
に
お
け
る
被
害
も
深

刻
で
あ
り
、
ฏ
成
ùý
年
度
の
森
林
の
被
害
面
積
は
全
国
で
は

年
間
９
ઍ
ϔ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
の
う
ち
シ
カ
に
よ
る
被
害
が

ਤ̍ɿ೶࡞෺ඃֹ֐のਪҠʢ೶ྛਫ࢈লௗ्ରࣨࡦௐ΂ʣ
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設
を
対
৅
に
、
初
め
て
全
国
を
໢
ཏ
し
た
ジ
ビ
エ
の
利
用

量
等
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
（
野
生
鳥
獣
資
源
利
用
実
態
調

査（
農
林
水
産
省
大
ਉ
׭
๪
統
計
部
））。同
調
査
に
よ
る
と
、

ฏ
成
ùÿ
年
度
に
解
体
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
は
全
体
で

８
ສ
９
２
３
０
頭
・
Ӌ
。
う
ち
、
シ
カ
は
５
ສ
５
６
６
８

頭
（
全
体
の
ýù
％
）、
イ
ノ
シ
シ
は
２
ສ
７
４
７
６
頭
（
全

体
の
ú1
％
）
で
、
ॲ
理
加
工
施
設
か
ら
販
売
等
に
よ
り
利

用
さ
れ
た
量
は
全
体
で
１
２
８
３
Ἁ
と

な
り
ま
し
た
。

同
調
査
に
よ
る
ฏ
成
ùÿ
年
度
の
解
体

頭
数
と
ฏ
成
ù7
年
度
の
捕
獲
頭
数
の
比

較
に
よ
る
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
用
さ
れ
た

割
合
の
推
計
は
、
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
あ

わ
せ
て
約
７
％
（
シ
カ
９
％
、イ
ノ
シ
シ
５
％
）
で
あ
り
、

捕
獲
頭
数
の
う
ち
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
割
合
は
１

割
に
も
ຬ
た
な
い
ঢ়
گ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
利
用
֦
େ
に
向
け
ͨ

੓
෎
の
औ
り
組
み

ジ
ビ
エ
の
利
用
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
Ӵ
生
管
理
や
野

生
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど
関
係
す
る
分
野
が
多
岐
に
渡
る
た

め
、
農
林
水
産
省
だ
け
で
な
く
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
省
庁
（
಺
ֳ
׭
๪
、
ް
生

࿑
働
省
、
環
境
省
、
؍
光
庁
、
農
林
水
産
省
）
で
構
成
さ

れ
る「
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」

が
ฏ
成
ù₉
年
４
月
に
開
࠵
さ
れ
、
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向

け
た
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
連
絡
会
議
に
お
け
る
有
識
者
か

ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、「
ฏ
成
ú÷
年
度
に
ジ
ビ
エ
利
用
の

モ
デ
ル
と
な
る
地
区
を
整
備
し
、
ฏ
成
ú1
年
度
の
ジ
ビ
エ

利
用
量
を
ฏ
成
ùÿ
年
度
と
比
べ
て
倍
増
さ
せ
る
」
と
い
う

ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
に
向
け
た
政
府
目
標
が
示
さ
れ
る
と
と

も
に
、
外
食
や
খ
売
等
を
始
め
、
農
泊
・
؍
光
や
学
校
څ

食
、
さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
ジ
ビ
エ
の
利
用
拡
大
が
加
速
す
る
よ
う
政
府
と
し

て
取
り
組
む
対
応
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
ฏ
成
ù₉
年
５

月
ùú
日
第
ù1
回
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に

て
報
ࠂ
）（
図
３
）。

主
要
な
提
Ҋ
で
あ
る
ジ
ビ
エ
利
用
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て

は
、
ॲ
理
頭
数
が
一
定
規
模
以
上
で
、
Ӵ
生
管
理
が
ప
ఈ
さ

れ
、
捕
獲
か
ら
ൖ
ૹ
・
ॲ
理
加
工
、
販
売
が
し
っ
か
り
と
つ

な
が
っ
て
ビ
ジ
ω
ス
と
し
て
持
続
で
き
る
地
区
と
し
て
、
ฏ

成
ú÷
年
３
月
に
全
国
か
ら
17
地
区
を
બ
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
、
関
係
省
庁
と
も
ۓ

ີ
に
連
携
し
な
が
ら
、
安
全
で
ྑ
質
な
ジ
ビ
エ
の
安
定
ڙ

څ
、
ジ
ビ
エ
の
全
国
的
な
ध
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
利
用
֦
େ
に
向
け
ͨ

֤
ஈ
֊
の
औ
り
組
み

捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
が
ジ
ビ
エ
と
し
て
消
費
さ
れ
る
ま

ਤ̎ɿΠノγγͱγΧのั֫಄਺ʢڥ؀লௐ΂ʣ
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で
の
最
も
一
般
的
な
外
食
・
খ
売
り
向
け
の
流
れ
は
、
①

捕
獲
現
場
に
お
い
て
、
捕
獲
・
捕
ࡴ
・
放
݂
が
な
さ
れ
、

②
ジ
ビ
エ
の
ॲ
理
加
工
施
設
に
お
い
て
ॲ
理
・
加
工
さ
れ

た
後
、
③
Է
売
業
者
を
介
し
て
流
通
・
販
売
が
行
わ
れ
、

④
外
食
・
খ
売
業
者
や
一
般
消
費
者
に
ಧ
き
消
費
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
①
を
捕
獲
段
階
、
②
を
ॲ
理
加
工
段
階
、

③
を
流
通
段
階
、
④
を
ध
要
（
消
費
）
段
階
に
大
き
く
分

類
で
き
ま
す
。

現
在
１
割
に
も
ຬ
た
な
い
ジ
ビ
エ
利
用
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、
上
ه
の
各
段
階
に
お
い
て
ϙ
イ
ン
ト
と
な
る

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
・
ॲ
理
加
工
段
階
（
い

わ
ゆ
る
઒
上
ଆ
）
の
取
り
組
み
と
ध
要
（
消
費
）
段
階
（
い

わ
ゆ
る
઒
下
ଆ
）
の
取
り
組
み
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で

は
、
過
৒
ڙ
څ
ຢ
は
商
品
不
足
と
い
っ
た
ภ
っ
た
ঢ়
態
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ं
の
྆
ྠ
の
よ
う
に
઒
上
ଆ
か
ら

઒
下
ଆ
の
各
段
階
の
取
り
組
み
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
流
通
段
階
を
円
׈
に
す

る
取
り
組
み
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
こ
の

考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
現
在
、
農
林
水
産
省
が
取
り
組
ん

で
い
る
主
な
取
り
組
み
಺
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
捕
獲
・
処
理
加
工
段
階
〉

ジ
ビ
エ
の
安
定
ڙ
څ
に
向
け
た
捕
獲
・
ॲ
理
加
工
段
階

で
は
、野
生
鳥
獣
の
ॲ
理
加
工
施
設
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

移
動
式
解
体
ॲ
理
ं
（
以
下
、「
ジ
ビ
エ
カ
ー
」）
の
導
入

も
支
ԉ
し
て
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
カ
ー
と
は
、
ԕ
方
の
捕
獲

現
場
か
ら
ॲ
理
加
工
施
設
に
ൖ
入
す
る
（
ൖ
ૹ
に
時
間
を

要
す
る
）
場
合
で
も
、
ं
಺
に
て
解
体
、
಺
ଁ
摘
出
、
は

く
ൽ
ま
で
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
肉
質
の
劣
化
防
止
が
可

能
と
な
る
特
घ
ं
྆
で
、
民
間
ا
業
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
ジ
ビ
エ
カ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
捕
獲
個
体
の
放
݂

か
ら
は
く
ൽ
ま
で
の
時
間
を
最
খ
限
に
で
き
、
安
全
で
ྑ

質
な
ジ
ビ
エ
の
確
保
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

〈
流
通
段
階
〉

流
通
段
階
で
は
、ジ
ビ
エ
を
取
り
ѻ
う
外
食
業
ք
か
ら
、

ॲ
理
加
工
施
設
に
お
け
る
Ӵ
生
管
理
の
確
保
、
大
口
取
引

や
円
׈
な
流
通
を
阻
害
し
て
い
た
商
品
の
荷
࢟
の
ル
ー
ル

化
（
ロ
ー
ス
や
モ
モ
と
い
っ
た
部
位
の
カ
ッ
ト
チ
Ỿ
ー
ト

の
作
成
）、
そ
し
て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
ߪ
入
す
る
た

め
の
商
品
ラ
ベ
ル
の
ه
ࡌ
߲
目
の
ル
ー
ル
化
（
獣
種
や
金

ଐ
検
出
ث
の
検
査
の
有
無
等
）が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
各
ॲ
理
加
工
施
設
に

お
い
て
、

○
ジ
ビ
エ
の
Ӵ
生
管
理
の
指
਑
で
あ
る
「
野
生
鳥
獣
肉
の

Ӵ
生
管
理
に
関
す
る
指
਑
（
ް
生
࿑
働
省
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）」
に
基
づ
く
Ӵ
生
管
理
の
ॱ
क

○
規
定
さ
れ
た
カ
ッ
ト
チ
Ỿ
ー
ト
の
ॱ
क

○
規
定
さ
れ
た
表
示
ラ
ベ
ル
ه
ࡌ
事
߲
の
ॱ
क

が
な
さ
れ
て
い
る
か
第
三
者
機
関
が
審
査
し
、
९
क
し
て
い

る
ॲ
理
加
工
施
設
を
認
証
す
る
制
度
を
ฏ
成
ú÷
年
５
月
に

制
定
し
ま
し
た
。
認
証
さ
れ
た
施
設
は
、
安
全
安
心
な
ジ

ビ
エ
の
生
産
・
ڙ
څ
を
通
じ
て
外
食
業
者
等
と
の
取
引
が
し

қ
く
な
る
こ
と
か
ら
、
販
売
量
の
増
加
が
期
଴
で
き
ま
す
。

〈
需
要
段
階
〉

ध
要
段
階
で
は
、
ジ
ビ
エ
を
消
費
す
る
੄
野
を
開
୓
す

る
た
め
、ฏ
成
ùÿ
年
度
か
ら
「
ジ
ビ
エ
ྉ
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
࠵
し
、
家
庭
ྉ
理
や
学
校
څ
食
向
け
の
ジ
ビ
エ
ྉ
理

レ
シ
ϐ
の
ื
集
・
ී
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

各
地
で
ྉ
理
人
等
を
対
৅
と
し
た
ジ
ビ
エ
ྉ
理
セ
ミ
φ
ー

を
開
࠵
し
、
フ
レ
ン
チ
を
は
じ
め
࿨
食
や
中
՚
な
ど
様
々

な
外
食
分
野
に
お
い
て
ジ
ビ
エ
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

の
ྉ
理
方
法
の
ී
及
を
ଅ
進
し
て
い
ま
す
。

ฏ
成
ú÷
年
度
か
ら
は
、
ジ
ビ
エ
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

ී
及
ܒ
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ビ
エ
に
興
味
が
あ
り

次
世
代
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
若
者
層
（
ù÷
～
ú÷
代
）

を
主
な
タ
ー
ή
ッ
ト
と
す
る
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
や
、
ジ
ビ
エ

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
ジ
ビ
エ
̥
̧
動
画
の
発
৴
な
ど
全
国

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ݱ
৔
の
औ
り
組
み
ࣄ
ྫ 

ớ
࿨
Վ
ࢁ
県
ݹ
࠲
઒
町
Ờ

全
国
各
地
で
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
り
組
み
が
地
域
づ
く
り

の
核
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

࿨
Վ
山
県
ݹ
࠲
઒
町
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
年
間
、
シ
カ
を
約

ਤ̐ɿδϏΤར༻֦େに޲け֤ͨஈ֊のऔΓ૊ΈϙΠンτ
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校
の
学
校
څ
食
で
ジ
ビ
エ
ྉ
理
を
提
ڙ

と
い
っ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
た
め
捕
獲
個
体
を
ങ
い
取
り
し
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
利
活

用
す
る
こ
と
で
、
捕
獲
ै
事
者
の
費
用
負
担
の
ܰ
減
や
捕

獲
ҙ
ཉ
の
向
上
が
図
ら
れ
、
農
作
物
被
害
の
ܰ
減
効
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ジ
ビ
エ
を
核
と
し
た
新
た

な
食
文
化
の
創
出
や
、
؍
光
٬
の
誘
٬
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
産
業
・
؍
光
振
興
に
も
ܨ
が
り
ま
し
た
。

捕
獲
ௗ
्
の
ジ
ビ
エ
利
用
Λ
௨
じ
ͨ

地
域
づ
く
り
の
Մ
ೳ
ੑ

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
全
国
的
に
深
刻

化
・
広
域
化
し
て
い
る
た
め
、
全
国
各
地
で
多
く
の
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
一
方

で
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
࿨
Վ
山
県
ݹ
࠲
઒
町
の
よ
う

に
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
ジ
ビ
エ
を
利
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
可
能
性
を
ൿ
め
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
ア
レ
ル
Ϊ
ー
対
策
と
し
て
ݘ
や
ೣ
の

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
ジ
ビ
エ
を
利
用
す
る
取
り
組
み
や
、
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
ൽ
を
利
用
し
ൽ
革
੡
品
を
作
る
取
り
組

み
、イ
ノ
シ
シ
を
ࣂ
ྉ
原
ྉ
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
、

農
家
民
泊
の
売
り
と
し
て
の
ジ
ビ
エ
ྉ
理
の
提
ڙ
、
狩
猟

体
験
と
セ
ッ
ト
で
ジ
ビ
エ
を
食
べ
る
ا
画
の
ཱྀ
行
商
品
な

ど
、
各
地
で
ジ
ビ
エ
を
産
業
と
し
て
利
用
し
た
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
肉
と
し
て
も
、
シ
カ
肉
は
牛
肉
と
比
べ
て

ࢷ
๱
分
が
少
な
く
మ
分
が
多
い
な
ど
、
ϔ
ル
シ
ー
な
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
特
௃
に
着
目
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
心
が
高
い
ঁ
性
や

体
作
り
に
関
心
が
高
い
ア
ス
リ
ー
ト
を
主
な
タ
ー
ή
ッ
ト

１
１
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
を
約
３
０
０
頭
近
く
捕
獲
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
廃
棄
ॲ
分
さ
れ
て
い
る
ঢ়
گ
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ฏ
成
ùý
年
1ù
月
に
ݹ
࠲
઒
ジ
ビ
エ
振

興
協
議
会
を
設
立
し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
で
捕
獲
さ
れ
た
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
「
地
域
の
ๅ
」
と
位
置
づ
け
、
食
文
化

の
創
出
や
؍
光
・
産
業
振
興
に
取
り
組
む
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
۩
体
的
に
は
、

○
ྑ
質
な
肉
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
狩
猟
者
を
対
৅
と

し
た
研
म
を
開
࠵
し
、
食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る
た
め
の
捕

獲
・
ॲ
理
方
法
な
ど
を
習
得
し
た
ジ
ビ
エ
ハ
ン
タ
ー
を
育
成

○
ω
ッ
ク
や
カ
タ
な
ど
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
部
位
の
活

用
に
向
け
て
、
パ
テ
ィ
に
シ
カ
肉
ミ
ン
チ
7ù
％
を
࢖
用
し

た
「
里
山
の
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー
」
を
地
元
ا
業
と
共
同
開

発
し
、
参
加
し
た
第
６
回
全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
（
ࣸ
真
）

○
地
元
ا
業
と
連
携
し
、
食
を
通
じ
て
地
域
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、「
里
山
の
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー
Ω
Ỿ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
࠵
し
、
バ
ー
ガ
ー
ߪ
入
者
に
ந
બ
で
ݹ
࠲
઒
町

に
ট
଴
し
、
狩
猟

体
験
や
ジ
ビ
エ

バ
ー
ベ
Ω
ュ
ー
、

φ
イ
ト
サ
フ
Ỹ
リ

ツ
ア
ー
等
を
ا
画

○
਎
近
な
食
ࡐ
と

し
て
シ
カ
肉
を
ී

及
さ
せ
、
食
を
通

じ
た
໋
の
大
切
さ

や
地
元
産
業
を

知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
町
಺
খ
中
学

と
し
た
販
売
を
展
開
す
る
地
域
も
ݟ
ら
れ
ま
す
（
イ
ノ
シ

シ
肉
も
ಲ
肉
と
比
べ
て
మ
分
や
ビ
タ
ミ
ン
が
多
い
な
ど
の

特
௃
が
あ
り
ま
す
）。

紹
介
し
た
取
り
組
み
は
あ
く
ま
で
一
例
で
す
。
ジ
ビ
エ
を

利
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
ࡍ
は
、
ジ
ビ
エ

と
օ
さ
ん
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
の

か
関
係
者
の
օ
さ
ん
で
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
前
ه
の
よ

う
に
、
ジ
ビ
エ
に
は
幅
広
い
可
能
性
が
あ
り
、
各
地
域
な

ら
で
は
の
存
在
と
し
て
活
༂
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
農
作
物
被
害
の
原
因
と
し
て
Ϛ
イ

φ
ス
の
存
在
で
あ
っ
た
有
害
鳥
獣
を
、
プ
ラ
ス
の
存
在
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
と
と

も
に
、
ジ
ビ
エ
を
新
た
な
地
域
資
源
と
し
た
農
山
ړ
村
の
活

性
化
が
全
国
各
地
に
広
ま
る
こ
と
を
期
଴
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
情
報
）

農
林
水
産
省
ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ジ
ビ
エ
利
用
や
鳥

獣
被
害
対
策
に
関
す
る
情
報
を
掲
ࡌ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
ཡ
下
さ
い
。

ợ
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
コ
ー
φ
ー
Ụ

http://w
w

w
.m

a⒎ .go.jp/j/nousin/gibier/indeY.htm
l

ợ
鳥
獣
被
害
対
策
コ
ー
φ
ー
Ụ

http://www.ma⒎ .go.jp/j/seisan/tyo[yu/higai/indeY.html

ま
た
、
ジ
ビ
エ
利
用
に
取
り
組
む
地
域
を
支
ԉ
す
る
た

め
、
農
林
水
産
省
が
׭
民
連
携
で
対
応
す
る
ジ
ビ
エ
利
用

に
関
す
る
相
ஊ
૭
口
を
ฏ
成
ù₉
年
９
月
に
設
置
し
ま
し

た
。
お
ؾ
ܰ
に
ޚ
相
ஊ
く
だ
さ
い
。

ợ
ジ
ビ
エ
相
ஊ
૭
口
Ụ

http://w
w

w
.m

a⒎ .go.jp/j/nousin/gibier/soudan.htm
l

専
用
ి
࿩
⽅
０
３
ổ
３
５
０
２
ổ
６
５
７
１

専
用
ϝ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⽅gibier�soudan!

m
a⒎ .go.jp

஍ۀاݩͱڞಉ։ൃͨ͠ʮཬࢁのδϏΤόーΨーʯ͕
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TOPICS
トピックス健

康
長
寿
県
に

陰
り
が
見
え
て
き
た
沖
縄
県

か
つ
て
ԭ
ೄ
県
は
݈
߁
௕
ण
日
本
一
で

し
た
が
、
現
在
の
ฏ
ۉ
ण
໋
は
உ
性
が
全

国
úý
位
、
ঁ
性
が
全
国
７
位
に
ま
で
低
下

し
、
ං
ຬ
率
も
全
国
１
位
と
い
う
現
ঢ়
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ýü
ࡀ
ະ
ຬ
の

ࢮ
๢
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
る
な
ど
、

深
刻
な
݈
߁
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ

の
要
因
と
し
て
は
、
食
の
欧
米
化
の
加
速

的
な
ਁ
透
や
ं
社
会
に
よ
る
深
刻
的
な
ӡ

動
不
足
、「
な
ん
く
る
な
い
さ
～
（
Կ
と

か
な
る
よ
）」
の
県
民
性
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
も
は
や
݈
߁
௕
ण
で
あ
っ
た
ࠒ
の
面

影
は
ݟ
る
こ
と
も
で
き
な
い
現
ঢ়
に
な
っ

て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
県
を

ڍ
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
特
に

地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
は
取
り
組
み

の
拠
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
学
生
と

い
う
資
源
を
活
か
し
て
地
域
貢
献
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
２
０
１
３
年
に

໊
ࡩ
大
学
݈
߁
・
௕
ण
サ
ϙ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
ࡿ
下
に
「
ϔ
ル
サ
ϙ
」
と
い
う
学
生

が
主
体
的
に
「
自
治
体
と
協
働
」
で
݈
߁

支
ԉ
活
動
を
展
開
す
る
支
ԉ
ஂ
体
を
組
織

化
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
؃
護
系
・
ス
ϙ

ー
ツ
݈
߁
系
を
中
心
に
₉÷
人
の
学
生
が
在

੶
し
て
い
ま
す
。
取
り
分
け
公
民
ؗ
を
中

心
に
人
が
集
ま
る
よ
う
な
ӡ
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
݈
߁
度
ଌ
定
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

݈
߁
問
題
の
改
善
を
図
る
と
同
時
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
่
յ
を
防
ぎ
た
い
と
考
え
ま
し

た
。「
݈
߁
問
題
を
解
決
す
る
」
ʴ
「
地

域
の
人
と
人
が
つ
な
が
る
」（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
、
多
世
代
交
流
の
創
出
）
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
ऴ
的
に
は

学
生
が
介
入
せ
ず
と
も
自
治
体
や
地
域
住

民
が
自
立
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
ا
図
し
て
い
ま
す
。

周
り
の
み
ん
な
を

ハ
ピ
ネ
ス
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ϔ
ル
サ
ϙ
」
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
主
に
４
つ
の
活

動
か
ら
複
合
的
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

１
．
̟
Ｏ
̮
̗
̚
̖
̩
（
最

先
端
の
３
Ｄ
̘
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）⽅「
གྷ
る
ʂ
࿩
す
ʂ
盛
り

上
が
る
ʂ
」
を
テ
ー
Ϛ
と
し

て
、
若
年
者
か
ら
高
齢
者
に

ࢸ
る
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に

対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

る
̟
Ｏ
̮
̗
̚
̖
̩
を
用
い

て
地
域
の
公
民
ؗ
等
で
カ
ラ

高
瀬
　
幸
一

名
桜
大
学
人
間
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
教
授

（
健
康
・
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）

―
公
民
館
を
毎
日
の
賑
わ
い
に

 

「
人
と
人
が
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
―

ԉࢧ߁݈ܕ߹Λਤるෳ্޲ಈਪਐのωοτϫーΫιーγϟルΩϟϐλルの׆

名桜大学

お
き
な
わ
の
健
康
長
寿
復
活
へ
、

 

公
立
大
学
を
拠
点
に
支
援
活
動
を
展
開
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オ
ケ
ۂ
に
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ζ
を
実
施

し
ま
す
。
̟
Ｏ
̮
̗
̚
̖
̩
を
用
い
れ
ば
、

「
୭
で
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ָ
し
く
エ
ク

サ
サ
イ
ζ
」を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

２
．
ゆ
ん
た
く
（
࠲
ஊ
会
）⽅
ӡ
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
前
後
に
݈
߁
の
࿩
題
に
限
定
さ

れ
な
い
「
ゆ
ん
た
く
」
会
を
取
り
入
れ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３
．
݈
߁
度
ଌ
定
⽅
݂
ѹ
、
਎
体
組
成
、

݂
管
年
齢
、
ࠎ
ີ
度
、
ශ
݂
（
੺
外
ઢ
࢖

用
）
な
ど
の
݈
߁
度
ଌ
定
を
１
～
３
カ
月

ご
と
に
実
施
し
、
き
っ
か
け
や
継
続
性
を

育
み
ま
す
。

４
．
現
ঢ়
の
೺
Ѳ
と
効
果
の
ݟ
え
る
化
⽅

݈
߁
度
ଌ
定
の
結
果
આ
明
を
行
い
、
現
ঢ়

೺
Ѳ
や
効
果
を
実
感
し
ҙ
識
を
向
上
で
き

る
よ
う
グ
ラ
フ
や
数
値
を
࢖
っ
て
「
ݟ
え

る
化
」
を
行
い
ま
す
。
自
治
体
と
協
働
で

取
り
組
み
な
が
ら
デ
ー
タ
を
共
有
化
・
活

用
す
る
こ
と
で
成
果
を
৳
ば
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
ԭ
ೄ
県
（
݈
߁
௕
ण

課
）、
伊
ฏ
԰
村
（
住
民
課
）、
東
村
（
福

ࢱ
保
݈
課
）、う
る
ま
市
（
݈
߁
支
ԉ
課
）、

大
ٓ
味
村
（
住
民
福
ࢱ
課
）
な
ど
と
連
携

し
、
み
ん
な
が
ハ
ϐ
ω
ス
に
な
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
初
は
ϔ
ル
サ
ϙ
が
取
り
組
み
を
主
導
し

ま
す
が
、
最
ऴ
的
に
は
自
治
体
が
自
立
的

に
動
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ا
図
し
て

い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
ほ

΅
自
立
し
て
活
動
を
継
続
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
は
１
４
５

回
の
活
動
を
実
施
し
、
述
べ
１
ສ
人
以
上

の
方
々
を
対
৅
に
݈
߁
支
ԉ
を
行
い
ま
し

た
。
大
き
い
規
模
で
は
１
回
の
活
動
で
５

０
０
～
６
０
０
人
を
対
৅
に
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
サ
ポ
自
慢
！

こ
れ
ま
で
ԭ
ೄ
県
北
部
地
域
を
中
心
に

展
開
し
た
活
動
の
成
果
と
し
て
、
ް
生
࿑

働
省
か
ら
݈
߁
ण
໋
を
Ԇ
৳
す
る
優
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
第
３
回
݈
߁
ण
໋

を
の
ば
そ
う
ア
ワ
ー
ド
「
ް
生
࿑
働
省
݈
߁

局
௕
優
ྑ
৆
」
を
受
৆
、
ま
た
第
１
回
ԭ

ೄ
県
݈
߁
づ
く
り
表
জ
「
が
ん
じ
ỵ
う
さ

び
ら
৆
準
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
受
৆
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ϔ
ル
サ
ϙ
の
取
り
組
み
は
極
め

て
公
共
性
に
෋
ん
で
い
て
、
我
々
の
取
り
組

み
の
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
と
全
国
の
方
々
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ࢥ
い
が
あ
り
ま
す
。

住
民
の
自
立
的
な 

活
動
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り

公
民
ؗ
な
ど
୭
で
も
๚
れ
る
こ
と
が
可

能
な
場
所
で
̟
Ｏ
̮
̗
̚
̖
̩
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
住
民
主
導
な
ӡ
動

を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

に
学
生
が
定
期
的
に
コ
ー
デ
ィ
ω
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
確
実
に
目
に
ݟ
え
る
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ゆ

ん
た
く
、
݈
߁
度
ଌ
定
、
結
果
આ
明
」
を

複
合
的
に
実
施
す
れ
ば
、
公
民
ؗ
な
ど
を

拠
点
と
し
た
地
域
の
ι
ー
シ
Ỿ
ル
Ω
Ỿ
ϐ

タ
ル
（
人
々
の
協
調
行
動
を
活
発
に
す
る

こ
と
で
社
会
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
৴
པ
」「
規
ൣ
」「
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
こ
と
）
を
ৢ
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
̟
Ｏ
̮
̗
̚
̖
̩
を
活
用
し
た
学

生
参
画
型
の
݈
߁
支
ԉ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
݈
߁
問
題
が
解
決
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
画
期
的
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
思
い
を 

少
し
だ
け
…

ち
ỵ
ら
島
（
お
き
な
わ
）
に
は
美
し
い

自
然
が
あ
る
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

や
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
क
る
た
め
に

は
、
今
を
生
き
る
人
が
「
݈
߁
」
で
あ
る

こ
と
が
大
切
。
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う

で
も
、消
え
て
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

わ
た
し
た
ち
の
「
क
り
た
い
」
と
い
う
ࢥ

い
は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
達
に

も
受
け
継
が
れ
る
。
ち
ỵ
ら
島
を
क
り
た

い
と
い
う
ະ
来（
さ
き
）の
た
め
に
も
、今
、

行
っ
て
い
る
݈
߁
へ
の
取
り
組
み
が
、
い

つ
か
大
ྠ
に
な
る
日
を
ئ
っ
て
ộ
。

◆
連
絡
先

L@taLase!
m

eio�u.ac.jp
https://w

w
w

.facebooL.com
/m

eio.
)

ealth4upport/

ΠΦンϞールʢϥΠΧムʣͰの݈߁Πϕンτ

ࢠ౓ଌఆの༷߁݈

େٓຯଜͰの +0:#&"5 Λ׆༻ͨ͠ΤΫααΠζ

+0:#&"5 ΤΫααΠζ
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地域
TOPICS
トピックス

͸
͡
Ί
に

দ
本
市
は
、
人
口
約
ùû
ສ
人
、
দ
本
৓

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
৓
下
町
で
す
。
現
在
、

４
期
目
を
ܴ
え
る
ੁ
୩
ত
市
௕
の
も
と

「
݈
߁
ण
໋
Ԇ
৳
都
市
・
দ
本
」
を
都
市

૾
と
し
て
掲
げ
、
６
つ
の
ྖ
域
の
݈
߁
づ

く
り
、「
人
の
݈
߁
」「
生
活
の
݈
߁
」「
地

域
の
݈
߁
」「
環
境
の
݈
߁
」「
経
済
の
݈
߁
」

「
教
育
・
文
化
の
݈
߁
」
を
進
め
、
人
と
社

会
の
݈
߁
づ
く
り
を
目
指
し
た
૯
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ

し
て
、
６
つ
の
݈
߁
の
土
୆
は
、「
地

域
づ
く
り
」
で
あ
り
、
市
಺
úü
地
区
に
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
公
民
ؗ
、
福
ࢱ
ひ

ろ
ば
を
഑
置
し
、
町
会
（
ử
自
治
会
）
な

ど
に
よ
る
ط
存
の
自
治
の
仕
組
み
を
活
か

し
た
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
支
ԉ
し

て
い
ま
す
。

দ
ຊ
ࢢ
஍
Ҭ
づ
く
り

Π
ϯ
λ
ồ
ϯ
γ
ỽ
プ
ઓ
ུ
ࣄ
ۀ
ͱ
͸

地
域
を
担
う
若
者
（
ử
人
ࡐ
）
の
育
成
、

若
者
が
地
域
で
定
着
で
き
る
ब
৬
環
境
の

整
備
と
い
う
課
題
を
少
し
で
も
解
決
し
て

い
こ
う
と
、「
地
元
貢
献
」
を
大
学
の
理

೦
に
掲
げ
て
い
る
দ
本
大
学
と
の
連
携
に

よ
り
、「
দ
本
市
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
ઓ
ུ
事
業
」
に
ฏ
成
ù7
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
①
地
域
づ
く
り

の
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
若
者
の
発
૝
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
図
る
②
দ
本
大
学
と
連
携
し
、
専
門
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
教
育
す
る
こ
と
で
人
ࡐ
の

育
成
を
図
る
③
学
校
・
ا
業
・
Ｎ
̥
Ｏ
・

金
༥
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
づ
く
り

を
担
う
若
者
の
ब
৬
・
ى
業
を
支
ԉ
し
、

地
元
定
着
を
図
る
、
の
３
つ
を
事
業
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

۩
ମ
的
な
取
り
組
み
಺
༰

ớ
̍
Ờ
দ
ຊ
େ
ֶ
ͱ
ͷ
࿈
ܞ

দ
本
大
学
の
ଔ
業
生
を
対
৅
に
、
大
学

に
て
イ
ン
タ
ー
ン
を
બ
定
い
た
だ
き
、
初

年
度
は
、
５
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
市
಺
５

地
区
に
഑
置
し
ま
し
た
。
事
業
は
、
দ
本

大
学
に
委
託
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
দ
本

大
学
地
域
૯
合
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
調
査

研
究
員
と
し
て
、
೿
ݣ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ớ
̎
Ờ
Π
ϯ
λ
ồ
ϯ
ͷ
೚
ظ

イ
ン
タ
ー
ン
は
、
１
期
３
年
間
で
担
当

地
区
の
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
地
域
づ
く
り
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、ù7
年
度
５
人（
１

期
生
）、ùÿ
年
度
２
人
（
２
期
生
）、

ù₉
年
度
４
人
（
３
期
生
）
の
計
11

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
初
計

画
で
は
、
３
期
生
ま
で
（
事
業
年

度
ù7
～
ú1
年
度
）
の
予
定
で
し
た

が
、
１
期
生
の
素
੖
ら
し
い
活
動

に
対
す
る
地
域
住
民
の
ධ
価
が
高

く
、５
期
生
（
事
業
年
度
úú
年
度
）

ま
で
の
事
業
継
続
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

ớ
̏
Ờ
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
Ϗ
δ
ω
ε

Π
ϊ
ϕ
ồ
λ
ồ
ớ
̘
̗
̞
Ờ

ߨ
࠲
ͷ
։
࠵

毎
ि
１
回
、দ
本
大
学
に
て「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ω
ス
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
大
学
に
よ
り
、
福
ࢱ
、
環
境
、
生

֔
学
習
、
؍
光
、
農
業
等
の
地
域
づ
く
り
・

人
ࡐ
育
成
に
つ
な
が
る
専
門
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ớ
̐
Ờ
Π
ϯ
λ
ồ
ϯ
ͷ
׆
ಈ
಺
༰

①
地
域
住
民
等
の
協
働
に
よ
る
「
カ
フ

ェ
あ
げ
つ
ち
」
を
ツ
ー
ル
と
し
た
拠
点
づ
く

り
②
地
域
資
源
を
発
۷
す
る
「
地
区
お
ๅ

発
ݟ
」
の
実
施
③
地
元
農
家
と
の
協
働
に

よ
る
「
ڊ
ๆ
ׯ
し
ぶ
ど
う
」
の
開
発
・
販

売
④
地
元
農
家
と
の
協
働
に
よ
る
中
心
市

֗
地
で
の
野
菜
市
へ
の
出
荷
ᶇ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
た
、
新
چ
住
民
の
交
流
事
業
の

ࢁ
؛
　
ਗ਼
࣏

松
本
市
地
域
づ
く
り
課
課
長
補
佐

―
松
本
市
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
戦
略
事
業
―

若
い
力
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

長野県松本市
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ͷ์຀ͰΠϊγγ͕ཬʹ͓ΓΔ͜ͱΛ๷͙ڇ

˔ ෱Ҫݝḉࢢߐ（p14-15）

ࣛ೑Λ׆༻ͨ͠ʮখॾϒϥϯυϖοτϑʔυʯΛൢച

˔ ௕໺ݝখॾࢢ（p12-13）

ङྌମݧπΞʔɻࢁͰௌऺʹٛߨ

˔ ઍ༿͍͢ݝΈࢢ（p10-11）

஑͠ׯʹΑΔΦΦΫνόεۦআ

˔ -p８）ࢢݪ܀ݝ৓ٶ ９）

ੜ͖෺ରࡦͱ地域づくり

΢νμβϦΨχͷࢼ৯ɻ͞ൢࢢΕ͍ͯΔεʔϓͷࢼҿ΋࣮ࢪ

˔ ๺ւಓ໊ࢢد（p６- ７）

実
施
⑥
「
え
ご
ま
」
を
特
産
品
と
す
る
活

動
⑦
子
ど
も
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

の
継
続
⑧
福
祉
を
視
点
と
し
た
地
域
づ
く

り
の
実
践
⑨
「
食
」
を
通
し
て
の
世
代
間

交
流
、
地
域
づ
く
り
の
実
践
、
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
域
住
民
・
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
・
公
民
館
職
員
が
一
体

に
な
っ
て
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
松
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.m

atsum
oto.

nagano.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

成
果

（
１
）
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
の
実
施

①
入
山
辺
地
区
の「
巨
峰
干
し
ぶ
ど
う
」

の
開
発
・
販
売
②
中
央
地
区
野
菜
市
で
の

入
山
辺
地
区
の
野
菜
販
売
③
奈
川
地
区
の

え
ご
ま
商
品
の
開
発
・
販
売
④
中
央
地
区

の
カ
フ
ェ
「
あ
げ
つ
ち
」、
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
地
域
の
中
で
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
大

き
な
成
果
で
す
。

（
２
）
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

若
い
イ
ン
タ
ー
ン
が
地
域
づ
く
り
に
携

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
刺
激
を

受
け
、「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
意

欲
を
持
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
が
こ
う
し
た
意
欲
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
自
身
の
成
長

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
自
身
の
成
長
も

欠
か
せ
な
い
成
果
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。地
域
住
民
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

担
当
地
区
へ
の
愛
着
が
わ
き
、「
も
っ
と

地
区
を
よ
く
し
よ
う
！
」
と
様
々
な
実
践

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
か
つ
、
地
域
住
民

の
主
体
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
新
卒

で
イ
ン
タ
ー
ン
と
な
っ
た
者
は
、
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
一
緒

に
働
く
市
職
員
か
ら
地
域
の
見
方
を
学

び
、
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
イ
ン
タ
ー
ン
１
期
生
の
意
識

１
期
生
は
、
平
成
30
年
３
月
を
も
っ
て

イ
ン
タ
ー
ン
期
間
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

松
本
市
外
出
身
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
任
期

満
了
後
に
松
本
市
へ
の
定
着
を
希
望
し
、

ま
た
、
全
員
が
終
了
後
も
何
ら
か
の
形
で

地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
お
り
、「
地
元
定
着
を
図
る
」

と
い
う
目
的
は
、
達
成
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
開

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価

３
年
間
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
培
っ
て
き

た
「
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
・
能
力
」

へ
の
評
価
を
、「
松
本
市
地
域
づ
く
り
ヤ

ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
就

職
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
、「
松
本
市

地
域
づ
く
り
ヤ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
２
月
６
日
に
１

期
生
５
人
が
、
初
の
認
定
者
と
な
り
ま
し

た
。
２
期
生
以
降
は
、
就
職
に
活
か
せ
る

よ
う
早
め
に
認
定
し
て
い
く
と
と
も
に
、

民
間
企
業
な
ど
へ
の
周
知
を
的
確
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

（
２
）
事
業
の
継
続
性

イ
ン
タ
ー
ン
が
い
な
く
な
っ
た
後
、
地

域
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
継
続
で
き
る

よ
う
な
事
業
展
開
や
住
民
の
意
識
変
化
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ン
あ
り
き
で
は
な
い
事
業
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

（
３
）
他
大
学
と
の
連
携

議
会
な
ど
か
ら
、「
市
内
の
他
大
学
と

も
連
携
を
考
え
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
」

と
い
う
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他

大
学
で
も
松
本
大
学
の
よ
う
な
対
応
が
可

能
か
確
認
し
つ
つ
、
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
４
）
起
業
支
援
の
あ
り
方

現
在
は
、
起
業
を
希
望
す
る
者
へ
の
支

援
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
に
起
業
を
希
望
す
る

者
へ
の
、
官
民
連
携
し
た
支
援
方
法
等
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ヤングマイスター認定証交付式

鎌田地区　お宝発掘発表会

中央地区　カフェあげつちの様子

CBI 講座の様子
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　　　　　　　グラビア

 2 基調論文 統合的な野生動物管理システムの構築に向けて 梶　光一（東京農工大学大学院農学研究院 教授 ）

 6 北海道名寄市 特定外来生物の防除・啓発活動で住民と協働 小林訓伯

 8 宮城県栗原市 池干しによるオオクチバス駆除 三塚牧夫

 10 千葉県いすみ市 特定外来生物キョンの製品化 石川雄揮

 12 長野県小諸市 永続的な野生鳥獣対策システムを構築 竹下　毅

 14 福井県鯖江市 若狭牛の放牧によるイノシシ対策 服部義和

 16 兵庫県 捕獲から製品流通までネットワークを活用 入舩郁也

 18 鳥取県鳥取市 狩猟を通して人と触れ合うハンター民宿 上田知子

 20 島根県美郷町 農家自らイノシシを捕獲し、肉や皮を商品化 森田朱音

 22 徳島県 ジビエ・ビジネスを通じた野生生物マネジメント体制 内藤直樹

 24 熊本県熊本市 ジビエ肉を新たな地域資源として有効活用 田川敬二

 26 副基調論文 捕獲鳥獣のジビエ利用を通じた地域づくりの可能性 山内芳紀（農林水産省農村環境課鳥獣対策室鳥獣利活用推進係長）

 30 トピックス　名桜大学 おきなわの健康長寿復活へ、公立大学を拠点に支援活動を展開 高瀬幸一

 32 地域トピックス　長野県松本市 若い力を地域づくりに生かす 山岸清治
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